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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──おおおおおおおおおおおっ！」

　白と黒。双剣の刃が交差する。

〈絶剣技〉双剣ノ型──〈紫電・改〉。

　神速の突剣技〈紫電〉を、双剣用にアレンジした技だ。

　リイイイイイイイイイインッ！

　ガラスの砕くだけるような、澄すんだ音が鳴り響き──

　闇の魔剣と鋼の聖剣が、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の真紅の魔剣を粉砕した。

　その瞬間。グレイワースの灰色の目が、ほんのわずか、驚きに見開かれたのを、カミトはたしかに見た。この大陸最強の精霊使いでも、そんな表情をすることがあるのかと、そんな思考が一瞬、脳裏をよぎる。

　手にした〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の格の差はあれど──

　このとき、カミトは初めて、師である彼女を上回ったのだ。

　グレイワースが、口元にかすかな微笑を浮かべた──ような気がした。

　だが、それは錯覚だったのかもしれない。

　交錯は、ほんの一瞬。カミトの放った絶剣技は、魔剣〈ヴラド・ドラクゥル〉を打ち砕くだき、余波のみで、グレイワースの身体を吹ふき飛ばした。

　その背後にあるのは、ぽっかりと口を開けた〈竜の谷〉の断崖だ。

　彼女の身体は、夜の闇に吸い込まれるように、奈落の底へ消えてゆく。

　まるで、それが彼女自身の意志であるかのように──

「グレイワース！」

　カミトは声にならない叫びをあげた。
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　天空を統べし、偉大なる竜の王よ──

　汝なんじの戦士たちの御み霊たまを、その大いなる懐ふところに抱き給たまえ──




〈竜岩城ストロング・ホールド〉の大霊れい廟びように、竜の姫ひめ巫み女こたちの厳かな祈き禱とうが響きわたる。

　姫巫女は、城を守るために死んだ竜の死を悼いたみ、その亡なき骸がらを弔とむらっているのだ。

　儀式は夜を徹して続けられるらしい。カミトはそっと立ち上がると、祭壇に深く一礼してから、大霊廟をあとにした。

　剝むき出だしの岩肌に覆われた、薄暗い回廊を、無言で歩く。

　城の中はひどく閑かん散さんとしていた。

　昼間はあれほどいた女官たちの姿が、いまはほとんど見あたらない。

　たった一人でグレイワースに立ち向かい、負傷したレオノーラは、すぐに医療棟に搬はん送そうされた。いまのところ、命に別状はないそうだが、あの魔剣に斬られた傷は、通常の魔術では癒いやすことができないらしく、高度な専門医の手による手術が必要になるらしい。

（グレイワース……）

　歩きながら、カミトは静かに拳を握りしめた。

　あの最後の瞬間──

　彼女は、踏みとどまることもできたはずだった。

　だが、あのとき。彼女は敢あえて、谷底に落ちることを選んだように思えたのだ。

　落下したグレイワースの行方は、現在、竜皇騎士団の飛竜部隊が捜そう索さくしている。

　もっとも、あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が、あれで命を落としたとも思えないが──

　と、その時。回廊の薄暗がりから、一人の少女が突然、姿を現した。

　ふわりと翻ひるがえる闇色のドレス。夜の闇を溶かしたような、艶つややかな黒髪が微かすかに揺れる。

「カミト、深刻な顔して、何を考え込んでいるのかしら？」

　言って、闇精霊の少女──レスティアは、くすっと微笑を浮かべた。

「レスティア、おまえ──」

　と、足を止めるカミト。

　レスティアはすっとカミトに近付くと、

「ここは人目があるわ。部屋でゆっくり話しましょう？」

　つま先を伸ばし、耳もとで囁ささやく。

「……ああ、そうだな」

　カミトは頷うなずくと、ふたたび回廊を進んだ。





　　　　◇






　レスティアを連れて部屋に戻ると、カミトはベッドわきの壁に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉をたてかけた。さすがに、グレイワースとの激戦で力を消耗したのだろう。この状態になったエストは、カミトが強い〈神威カムイ〉を籠こめないかぎり、目覚めることはない。

　カミトはベッドの上に腰をおろし、レスティアはその横にちょこんと座る。

「……」

　しばらくの間、カミトは無言だった。

　……彼女に聞きたいことは、山ほどあった。なぜ、人間の少女となって人間界に転生したのか、記憶を失っていた間は、どうしていたのか……？

　しかし、カミトは話をうまく切り出すことができなかった。

　彼女の記憶が戻ったことへの喜びは、もちろんある。

　けれど、しばらく、あの気弱なレスティアと過ごしていたせいか、もとのレスティアとの接し方に、微妙な戸惑いを覚えてしまうのだった。

　そんなカミトの心中を察したのか──

「どうしたの、カミト？」

　黄昏たそがれ色の瞳が、悪戯いたずらっぽくカミトの目を覗のぞき込こんでくる。

　カミトは思わずドキッとして、

「その、さっきは、お前のおかげで助かった」

　と、目を逸そらしながらそう言った。

「ええ、間に合ってよかったわ。いくらあなたと剣精霊さんでも、全盛期の〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉相手では、荷が重かったでしょうから」

（……たしかに、レスティアの力がなければ、俺おれは間違いなく殺されてただろうな）

　軽くため息をつきながら、カミトは自分の両手をじっと見下ろした。

　そう、全盛期の彼女を打ち破ることができたのは、たんに契約精霊の力の差でしかない。

　あの〈ヴラド・ドラクゥル〉とかいう魔精霊は、たしかに強大な精霊ではあったが、さすがに、伝説級の精霊であるエストやレスティアには遠くおよばなかった。

　もし、彼女が本来の精霊を使役していたならば、最強の双剣をもってしても、勝てたかどうか──

「記憶が戻ったことに関しては、竜王にも感謝しなくてはね」

「ああ、あいつには大きな借りができちまったな」

　と、頷うなずくカミト。

　大陸諸国にその名を轟とどろかせる、ドラクニアの竜王〈バハムート〉。

　その正体は、可か憐れんな少女の姿をした、神話級の竜精霊だ。

　かつて、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の腹心であった彼女は、主君の忘れ形見であるレスティアの記憶を取り戻すために、力を貸してくれたのであった。

「借りならもう、返しておいたわよ」

「え？」

「──あなたが魔女と戦っている間に、こっちでもいろいろあったのよ」

　そう言うと、レスティアは、彼女が記憶を取り戻したときのことを話してくれた。

　竜王のいる〈玉座の間〉に、聖国の枢すう機き卿きよう、ミレニア・サンクトゥスが姿を現したこと。そして、ミレニアが〈異界の闇〉を呼び出し、竜王が汚染されそうになったこと──

「……グレイワースの侵入は、囮おとりだったのか」

　カミトは喉の奥で唸うなった。

　まさか、カミトが戦っている間に、城の中でそんなことがあったとは──

　もし、レスティアが目覚めなければ、竜王は精霊王たちと同じように〈異界の闇〉に汚染され、取り返しのつかないことになっていただろう。

「それにしても、あのミレニアとかいう娘、ただの枢機卿ではないわね。〈異界の闇〉を宿すなんて──」

　レスティアは、彼女にしては珍しく、真剣な表情で呟つぶやいた。

「ああ、あいつに関しては、本当に謎だらけだな……」

　精霊王すらも狂乱させる、〈異界の闇〉を、その眼めに宿した少女。グレイワースをあの姿にしたのも、おそらく、彼女の力だろう。

　彼女は、なぜ、狂わずにいられるのか──

（あるいは、すでに狂っているのかもしれないな……）

　また、沈黙がおとずれた。

　カチ、カチ……と、静寂に包まれた部屋に、時計の音が響く。

　カミトは小さく咳せき払ばらいして、

「えっと、それで──」

　と、重い口を開いた。

「あのとき、どうしてお前は消滅しなかったんだ？」

「……」

　──そう、あのとき。

〈精霊王〉の祭壇の前で、レスティアは、たしかに消滅したはずだった。

　ほかならぬカミト自身が、その手で彼女の胸を刺し貫いたのだ。

　だが、彼女は生きていた。

　ローレンフロストの森の奥で、人間の少女に姿を変えて──

「そうね──」

　レスティアは頷うなずくと、カミトの目を見つめ、

「話してあげるわ。あの日、私の身になにが起きたのか──」





　　　　◇






　──あの日。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝した者のみが謁見を許される、〈精霊王〉の祭壇で──

　カミトたちは、〈異界の闇〉に蝕むしばまれた〈火の精霊王〉を解放しようとした。

　だが、カミトが玉座にわだかまる闇に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振り下ろそうとした、まさにその瞬間。

　彼女の──〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の声が、カミトの心を支配したのだ。

　──魔王よ、真なる闇をこの世に解き放て、と。

　心を吞のみ込もうとするその声に、必死に抗あらがおうとはしたものの、抵抗は虚むなしく、カミトは〈精霊王〉の玉座から溢あふれだした闇に吞み込まれ、意識を失った。

　そして、吞み込まれた〈異界の闇〉の中で──

　カミトは恐るべき光景を目撃したのだった。

　それは、無む窮きゆうの闇を埋め尽くす──

　何千、何万という夥おびただしい数の、光り輝く〈天使〉の軍勢だった。

　──あんなものが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に現れたら、世界は終わる。

　直感的にそう確信した、次の瞬間。視界を埋め尽くす闇は霧散し、気がつけば、カミトの手にした〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉は、〈火の精霊王〉の玉座を刺し貫いていた。

　そう、カミトを抱きとめたまま微笑ほほえむ、レスティアの身体ごと。

　──彼女の意志が私を吞のみ込む前に、私を殺して欲しかったの。

　と、彼女は安らかな表情で、そう言った。

　異界の闇に汚染された〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志がレスティアを吞み込むと、契約精霊である彼女を媒介して、カミトの心を支配する。ゆえに、レスティアは、彼女自身の命を犠牲にして、カミトが闇の力に吞み込まれるのを阻止したのだった。

　カミトの契約精霊、レスティア・アッシュドールはこの世界から消滅し、その力は、もう一人の契約精霊であるエストに〈魔王剣デモンズ・ソード〉として継承された。

　──そのはずだった。

　カミトの記憶にあるのは、ここまでだ。そのあとは、カミト自身も記憶を失い、目覚めたのは一週間後。アレイシア精霊学院のベッドの上だった。

「──あのときは、私も心中する覚悟でいたわ。〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志と一緒にね」

　と、レスティアは呟つぶやくように言った。

「けど、お前は消滅しなかった──」

「ええ」

　カミトの言葉に、レスティアは短く頷うなずく。

　あのとき、〈魔王殺しの聖剣〉に胸を貫かれたレスティアは、完全に消滅したようにしか見えなかった。だからこそ、カミトは、レスティアに関する記憶の一切を失うほどのショックを受けたのだ。

「私の存在が消滅する寸前、ある魔術が発動したの」

「魔術？」

「ええ、私の創造主である、〈闇の精霊王〉によって組み込まれた魔術よ。私の存在が消滅の危機に陥ったとき、精霊としての属性を一時的に封印し、人間界に転生させる、おそらくは、彼女が〈魔王〉の力を人間に転生させたのと同じ種類のもの──」

〈闇の精霊王〉がレスティアに組み込んだ、転生の魔術。

　レスティア自身も気づくことのなかった、その魔術の力により、人間界に転生したレスティアは、それまでの記憶をすべて失った。

　だが、精霊としての彼女の人格は消滅したわけではなく、人間の肉体に封印された状態にあったのだ。カミトが学院で目覚めたとき、左手の〈精霊刻印〉が消えていたのは、彼女が一時的に、精霊としての属性を失っていたからなのだろう。

「……そう、だったのか」

〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉は、レスティアが消滅の危機に陥ることを見越し、あらかじめ彼女の中にその魔術を組み込んでいたのだ。もっとも、彼女に危機をもたらしたのが、〈異界の闇〉に汚染された〈闇の精霊王〉自身だというのは皮肉な話だが──

「なんにせよ、よかったな」

　と、カミトは万感の想おもいを込めて言った。

　人間界に転生したことにより、レスティアは〈異界の闇〉による汚染をまぬがれ、また、失われた記憶も、〈竜王バハムート〉の助けによって、取り戻すことができたのだ。

「そうね。でも──」

　と、レスティアは言った。

「カミト、大事な話は、ここからなのよ──」

「……え？」

　レスティアのその言葉に、カミトは眉を顰ひそめた。

「それは、どういう意味だ？」

「……」

　レスティアは、少し逡しゆん巡じゆんするように目を伏せて──

　それから、意を決したように、口を開く。

「……私が〈精霊王〉の祭壇で消滅した、つぎの瞬間、私の意識は、無限に広がる無む窮きゆうの闇の中で目覚めたわ」

「闇の中……？」

　カミトはハッとした。

「それは、あの──」

「そう、あなたと共有した、あの夢よ──」

　そう、ここ数日にわたり、幾度となく見た夢の中で、カミトは闇の中にうずくまるレスティアの姿を見た。あのなにもない闇の空間で、彼女はずっと、カミトのことを待ち続けていたのだ。

「転生した私が閉じ込められた、あの闇の空間は、具象化された私の意識そのもの。そして、私はその中で、あるものの存在に気付いたの──」

「あるもの？」

　カミトが訊きき返すと、レスティアはこくっと頷うなずき、

「ええ、私の中に封印された、膨大な記憶の未知の領域ブラツクボツクスよ──」

「未知の領域ブラツクボツクス……」

「そう、私の意識を具象化したあの闇の空間の深しん淵えんに、闇よりもなお深く、昏くらい闇があった。それは、私自身も知ることのなかった、封印された記憶よ。そして、私がそれに触れた途端、記憶の一部が私の中に流れ込んできた──」

　と、そのときのことを思い出したのか──

　レスティアの肩がかすかに震えたのを、カミトは見逃さなかった。

「カミト、私はね──」

　と、彼女は静かに口を開く。

「あの〈異界の闇〉によって創られた精霊だったの」

「……え!?」

　レスティアの放った、その言葉の意味を──

　カミトはすぐに理解できなかった。

（レスティアが、〈異界の闇〉で創られた精霊……？）

　カミトは息を吞のみ、彼女の顔を見つめた。その表情に、いつものどこか不敵な様子はなく、黄昏たそがれ色の瞳は不安そうに揺れている。

「……えっと、どういうことだ？」

　ようやく、カミトが訊たずねると、

「そのままの意味よ──いえ、〈異界の闇〉で創られたというのは、少し誤解を招く表現だったかもしれないわね」

　と、レスティアは小さく首を振りながら言った。

「私を構成する要素の大部分は、ほかの闇属性の精霊たちと同じ、〈元素精霊界〉にある闇の元素よ。けれど、私という存在の根源、核となるところに、あの〈精霊王〉を狂わせていたのと同じ〈異界の闇〉が埋め込まれていたの──」

　レスティアは、指先で自身の胸にそっと触れ、自嘲するように微笑ほほえんだ。

「どうして、そんなものが……？」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくカミト。

「……それは、私にもわからないわ」

　レスティアは静かに首を振った。

「〈異界の闇〉によって創られたにもかかわらず、私は汚染されていない。それが何な故ぜなのかもわからない。けれど、私の中に〈異界の闇〉が存在しているのは確かよ。竜王の命を狙った、ミレニア・サンクトゥスの〈異界の闇〉を吸収できたのは、私の中にある、その闇の力に目覚めたからなのだし──」

「……」

　そう、玉座の間で〈竜王バハムート〉が危機に陥ったとき、レスティアはミレニアの〈異界の闇〉を吸収したというのだ。そんなことができた理由を、あとで訊きこうと思っていたのだが、彼女自身が〈異界の闇〉で創られた存在なのだとすれば、それが答えなのだろう。

（けど、それにしても……）

　と、カミトの脳裏にいくつもの疑問が浮かぶ。

　これは彼女自身も口にしたことだが──

　レスティアに〈異界の闇〉が埋め込まれているのだとすれば、彼女が〈精霊王〉たちのように、狂乱しないのはなぜなのか。彼女に〈異界の闇〉を埋め込んだのが、創造主である〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉なのだとすれば、なぜ、そんなことをしたのか。そして、なぜ、自身の忠実な片腕であるはずのレスティアに、それを隠していたのか……？

「ほかに、なにか思い出したことはないのか？」

　と、カミトは訊たずねた。

「その、記憶の未知の領域ブラツクボツクスに触れて……」

「私が触れることができたのは、封印された記憶の、ほんの一部。もっと深い場所に触れようとしたけど、すぐに弾はじかれてしまったわ」

「そうか……」

　レスティア自身も接アク触セスすることのできない、封印された、膨大な記憶──

　それは一体、なにを意味するのだろう──？

（結局のところ、俺おれはレスティアのことを、なにも知らないんだよな……）

　胸中で呟つぶやくカミト。

　と──

「ねえ、カミト」

「……え？」

「私は、何者なのかしら？」

　レスティアは、声に微かすかな不安をにじませ、そう口にした。

「……!?」

　カミトはハッとした。

（……そうだよな。一番不安なのは、レスティア自身だよな）

　精霊を狂乱させるあの〈異界の闇〉が、自分の中にあると知り、しかも、まったく未知の膨大な記憶が封印されていることを知ってしまったのだ。たとえ永遠の刻ときを生きる精霊であろうと、不安にならないはずがない。

「レスティア──」

　カミトは、自身の契約精霊の名前を呼ぶと、そっと彼女の手をとった。

「……カミト？」

「お前の中に〈異界の闇〉があるとか、そんなのはどうでもいい。お前が帰ってきてくれて、本当によかった。それがいま、お前に伝えることのできる、俺の気持ちだ」

　カミトは、レスティアの身体をそのまま強引に抱き寄せた。

　繊細な彼女の髪先が頰ほおをくすぐる。懐かしい匂いがした。

　レスティアは小さく呻うめくと、無言でカミトの背に手を回し、制服をぎゅっと摑つかんだ。

　彼女にしてはめずらしく、甘えるようなしぐさだった。

「……お、おい、レスティア？」

　不意打ちのようなそのしぐさに、頰を赤らめて、あわてるカミト。

「ふふ、ちょっと無む茶ちやをしすぎたみたいね。なんだか、眠くなってしまったわ」

「……そ、そうか、そうだよな」

　カミトは緊張しつつも頷うなずくと、レスティアの頭を撫なでるように手をのせた。

　……無理もない。レスティアも、あのグレイワースの魔剣と全力で打ち合ったのだ。

「力を蓄えるために、少し、眠るわね──」

「ああ、わかった……ゆっくり休んでくれ」

「ありがとう」

　レスティアは安心したように微笑ほほえむと、光の粒子となって虚空に消滅した。

　そして、カミトの腕には、使い慣れた漆黒の魔剣が残される。カミトは、闇の魔剣を大切に抱え、エストの横に並べてたてかけると、ベッドの上に仰あお向むけになった。

（……〈異界の闇〉と、封印された記憶、か）

　聖国は以前から、レスティアを執しつ拗ように狙っていた。それは、レスティアが〈異界の闇〉を宿した精霊であることと、なにか関係があるのだろうか……？
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　脳裏には、さまざまな謎や疑問が思い浮かぶ。

　だが、ひとつだけ、確かなことがある。

　カミトは、左手に刻まれた、レスティアの〈精霊刻印〉を見つめた。

（……戻ってきたんだよな）
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　明け方。数時間の仮眠をとったカミトは、土産物の袋を手に部屋を出ると、〈竜王バハムート〉の君臨する〈玉座の間〉へと足を向けた。

　レスティアの記憶を蘇よみがえらせてくれた礼を言いたかったし、なにより、ミレニア・サンクトゥスの〈異界の闇〉に浸食されたという彼女のことが、心配だった。

　荒々しい岩肌が剝むき出だしの回廊を進み、〈玉座の間〉の前まで来ると、巨大な扉の前に立つ二人の衛兵がカミトに気付き、黙礼する。

「竜王様にお目通りしたいんだが……」

「通すようにと仰せつかっています。どうぞ、お入りください」

　二人に軽く頭を下げると、カミトは扉の奥へと進んだ。

（……俺おれが来ることは、わかってたみたいだな）

　数千年前にかけられた〈地の精霊王〉の呪じゆ詛そによって、城から一歩も出ることのできない〈竜王バハムート〉だが、城の中のことに関しては、すべて把握しているようだ。

　靴音を響かせ、回廊を進んでいくと、やがて石柱の並び立つ大きな広間に出た。

　ドラクニアの竜王〈バハムート〉の君臨する、玉座の間だ。

　と、カミトが、階段の前まできたところで──

『──よく来たな、定命の者。惰弱なる人間種族よ』

　地を揺るがすような恐ろしい咆ほう哮こうが、広間に響き渡った。

　足を止めたカミトの頭上で眩まばゆい光が生まれ、階段の最上段を照らし出す。足もとには濃い霧がたちこめ、周囲を不気味に覆い尽くした。

　天井から垂れ下がる御み簾すの向こうに、巨大な影が浮かび上がる。

　それは、ねじくれた角を持つ、恐ろしい竜の影であった。

『数多あまたの竜を統べる者、王の中の王たるこの我は、汝なんじを待ち受けて──』

「……いや、そういう演出はいいから」

　響き渡る咆哮をさえぎって、カミトは半眼でつっこんだ。

「……」

　しばしの沈黙の後──

「……もう、せっかく準備したのに」

　階段の上の御簾がするすると上がり、ドラクニアの竜王は、その真の姿を現した。

　そう、御簾の奥に座していたのは、巨大な竜などではなく──

　魔性を思わせる真紅の目をした、一人の少女だった。

　ほのかな燐りん光こうを放つ、瑠璃色に輝く髪。ほっそりとした、白く華きや奢しやな手足。

　しかし、少女には、人間とは明らかに違う特徴があった。

　頭の両端に生えた、流麗な曲線を描く、二本の角だ。

　そう、大国ドラクニアに君臨する〈竜王バハムート〉の正体は──

　この可か憐れんな少女の姿をした、竜精霊なのであった。

　少女──竜精霊〈バハムート〉は、むっと頰ほおを膨らませてカミトを睨にらんでいる。せっかくの凝った演出を無視されて、ちょっと不機嫌になっているようだ。

「……その様子なら、大丈夫そうだな」

　眼前の少女からわずかに視線を逸そらしながら、カミトは言った。

　最強の竜精霊の放つ圧倒的な気配に気け圧おされたから──というわけではない。彼女が相変わらず、目に悪い格好をしていたからだった。

　磨き込まれた真珠のような白い肌に、すらりと伸びた彫刻のような手脚。

　そして、なだらかに膨らんだ胸の丘陵。

　彼女は、その神々しいまでに美しい肢体を姿を、あられもなくさらけだしている。

　胸や下腹部は樹木の蔦つたに隠されているものの、それがかえって、カミトには艶なまめかしく感じられてしまうのだった。

　そんなカミトの反応に気付いてか、

「あら、心配してくれたの？　この竜王を──」

　彼女は悪戯いたずらっぽく笑った。

「ん、まあな……」

「ふふ、なんだかこそばゆいわね。誰かに心配されるなんて、何千年ぶりかしら」

　さすがに精霊だけあって、なんともスケールの大きなことを呟つぶやく竜王。カミトは玉座の階段を上ると、玉座のそばにある、絡み合う樹木の上に腰を下ろした。

「……？　なんだか、いい匂いがするわ」

　と、竜王が眉をひそめ、くんくんと鼻をひくつかせる。

「見舞いの差し入れを持ってきたんだ。こんなもんしかなくて悪いけど──」

　カミトは手にした袋から、油紙にくるまれた饅まん頭じゆうをとりだすと、竜王に差し出した。

　レオノーラに〈歓竜街〉を案内してもらったとき、通りの露店で買ったものだ。

　挽ひき肉にくと細かく刻んだ野菜を皮で包み、たっぷりの胡ご麻まをまぶして揚げただけの食べ物だが、レオノーラによると、これが竜都一の味と評判らしい。カミトもその場で揚げたてを食べたが、たしかにうまかった。

「貢ぎ物とは殊勝な心がけね。……食べ物かしら？」

　竜王は差し出された饅頭を、興味深そうに観察した。

「ドラクニア名物の揚げ饅頭だよ。……ひょっとして、知らないのか？」

「はじめて見るわ。庶民の食べ物は、なかなか奉納してくれなくて」

「王様なんだから、貢ぎ物なんてなんでも要望できるんじゃないのか？」

「だめよ。王である私が、庶民の食べ物なんて所望したら、威厳が地に落ちてしまうわ」

「……なるほど。王様もけっこう大変なんだな」

　カミトはしみじみと言った。

「そうよ。いまはもうやめさせたけど、大昔は、百頭の牛を奉納されたり、若い娘を生いけ贄にえに捧ささげられたこともあったんだから。まあ、そういう恐ろしい〈竜王バハムート〉のイメージを作ってきたのは私だから、自業自得ではあるのだけれど……」

「……あんたもいろいろと苦労してるんだな」

「まあね……」

　竜王は肩をすくめると、カミトの前に可か憐れんな唇を突きだした。

「……？」

　意味がわからずに、きょとん、と首を傾かしげるカミト。

「……」

「……」

「えっと、早く、それを食べさせてくれるかしら？」

「え？」

　カミトが訊きき返すと、竜王はかすかに頰ほおを赤らめて、

「ほら、私、手が使えないのよ。忌いま々いましいこの呪いのせいでね」

「あ、ああ、そうか──」

　竜王の身体は〈地の精霊王〉の呪いによって、この地に縛られている。彼女が少しでも身動きしようとすれば、樹木が四肢に絡みつき、たちまち拘束されてしまうのだ。

「でも、それじゃあ、姫ひめ巫み女こに奉納されるものは、いつもどうしてるんだ？」

「いつもは、しばらく匂いと見た目を楽しんでから、下げてもらっているわ。下げたものは、私の姫巫女たちが頂いているのではないかしら」

「そうなのか……」

　たしかに、精霊は自身の存在を維持するのに、人間の食事を必要としない。精神的な力の源である〈神威カムイ〉さえ補充できれば、なにも問題はないのである。

　食物の中には精霊に力を与えるものもあるが、姫巫女たちが精霊に料理を奉納するのは、あくまで精霊を楽しませるためであり、たとえば、エストやスカーレットがカミトたちと一緒にご飯を食べるのも、それが必要不可欠な行為だからというわけではない。

　けど、目の前のご馳ち走そうを食べられないなんて、ちょっとかわいそうな気がする。

「……わかった。その、口をあけてくれ」

　こほん、と咳せき払ばらいして、カミトは言った。

「ええ、な、なんだか、緊張するわね……」

　竜王は恥ずかしそうに呟つぶやきながら、可愛かわいらしい口をあーんとあける。

　カミトは、彼女の裸身を見てしまわないよう、注意深く視線を逸そらしつつ、指先でちぎった揚げ饅まん頭じゆうを、唇にそっと押しあてた。

「……はむっ。はむはむっ」

　夢中で饅頭にかぶりつく竜王。その姿を見て、彼女が大陸諸国に恐れられる、ドラクニア王〈バハムート〉だと思う者は、誰もいないだろう。

「ああ、こんなにおいしいものが、この世界にあったなんて！」

　口いっぱいに揚げ饅頭をほおばりながら、彼女は満面の笑みを浮かべて言った。

　喜んでくれたようでなによりだ。

「ほら、口のまわり、汚れてるぞ」

　と、カミトが布で口もとを拭おうとすると、

「ちょ、ちょっと、なにをするの！」

　彼女は顔を真っ赤にして、逃げようとする。

「ほら、動くなって」

「……っ、あのね、私、ドラクニアの竜王なのよ？　闇の精霊王レン・アツシユドールの腹心にして、お前たちの分類で神話級レジエンドと呼ばれる、最強の竜せいれ──はむむっ」

「はいはい……」

　ジタバタと暴れる竜王の口のまわりを、ごしごしと拭くカミト。

　……竜王の威厳もなにも、あったものではなかった。

「ほら、綺き麗れいに拭けたぞ」

「うう、この〈竜王バハムート〉にこんな狼ろう藉ぜきを働いたのは、あなたが初めてよ──」

　むっと涙目でカミトを睨にらむ竜王。

　カミトは苦笑しながら立ち上がった。

「それじゃあ、俺おれはそろそろ戻るよ」

「……そう、わかったわ」

　竜王は少し寂しそうに呟つぶやくと、樹木の蔦つたをカミトの額に伸ばし、小さく印を切る。旅人に竜の加護を与えて無事を祈る、ドラクニア伝統のおまじないだった。

「あなたたちの〈教国〉での任務、成功を祈っているわ」

「ああ、任せてくれ」

　と、真剣な顔で頷うなずくカミト。

〈教国〉での任務というのは、ドラクニア竜公国が〈正統オルデシア〉を国として公認するための条件として出してきたものだ。その内容は、シェーラ・カーンによって投獄された、教国の第二王女、サラディア・カーンの救出である。

　ドラクニアとしては、サラディアを傀かい儡らいとして、シェーラ政権を打倒させるのが狙いなのだろう。見た目は可か憐れんな少女の姿をした竜王だが、そこはやはり、数百年にわたりこの国に君臨してきた、したたかな支配者なのだった。

（……アルファス教国か）

　あの〈教導院〉を生み出した魔王教団の総本山にして、魔王の生まれた土地。

　自身が〈魔王〉として覚醒しつつある今、そこへ向かうことに、何か因縁めいたものを感じて、カミトは静かに拳を握った。





　　　　◇






　その頃、ケルブレス山脈の〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉では、クレアたちが、かつてルビアが修行したという〈暗黒竜〉の祭殿で、自身の限界を乗り越える修行に励んでいた。

　エルフィム種族の古代装置によって異空間に飛ばされた彼女たちは、それぞれの試練に立ち向かい、今まさに、秘められていた潜在的な力を解放しつつあった。

「いくわよ、スカーレット！」

「イエス、マスター」

　クレアの声に応じ、灼しやく熱ねつの焰ほのおを纏まとう少女が宙を舞う。スカーレットは木々の間を目にもとまらぬ速さで駆け抜け、焰の鎌を縦横無尽に振るった。

　蠢うごめく闇の精霊どもが、一瞬で焼き尽くされて消滅する。そこへ──

「消し炭になりなさいっ！」

　クレアの得意な〈火炎球フアイアボール〉の精霊魔術が炸さく裂れつ。

　周囲の闇精霊を、森の木々ごと、跡形もなく吹ふき飛ばした。

　空中でくるくると回転し、タッと地面に着地する。スカーレットに親指をたて、余裕の笑みを見せるが、その顔には激しい疲労の色が見えていた。

「はぁ、はぁ……やっぱり、桁違いに〈神威カムイ〉を消耗するわね、その真形態は」

　肩で息をしながら、その場にガクッと膝をつく。

　姉の幻影を打ち倒し、自らの意志で、スカーレットの真の姿である〈灼銀の戦姫オルトリンデ〉を召喚できるようになったクレアだが、最高位の炎精霊である彼女を完全に使いこなすには、まだまだ時間がかかりそうだ。

「……これじゃ、まだ〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を展開することはできないわね」

「修行を積めば、きっと使いこなせるようになります。マスターの才能は、ルビア様をも超えるものがあるのですから」

「あたしが、姉様より？　噓うそよ、そんなの──」

　クレアが首を振りながら言いかけると、

「マスター、私はルビア様ではなく、あなたを契約者として選びました。どうか自信を持ってください──」

　スカーレットは炎の耳をぴょこぴょこ動かし、クレアを元気づけるように言った。

「火猫の姿だったとき、私はいつも見ていました。マスターのひたむきな努力と、頑張りを。だから、きっと大丈夫です──」

「……」

　クレアはよろよろと立ち上がった。

　そして、自分に言い聞かせるように、小声で呟つぶやく。

「……そうよ。あたしは、カミトの隣に並び立つんだから──」

　別の空間に飛ばされた、エリス、リンスレット、フィアナの三人も、今頃は同じように修行していることだろう。〈チーム・スカーレット〉のリーダーである自分が、ここで弱音を吐くわけにはいかない。

「その意気です、マスター」

　スカーレットが大きく頷うなずく。エストに負けず劣らず無表情な彼女だが、その言葉には、たしかに温かな感情があった。

「それじゃ、次いくわよ……って、ちょっと待って──」

　……と、そのとき。クレアはふと、あることを疑問に思った。

「……？」

「さっきの、いつも見ていたって……ずっと？　夜寝るときとかも？」

「はい、マスター」

　こくっと頷うなずくスカーレット。

「そ、そう……」

　クレアの顔がカアッと真っ赤になった。

「い、言っておくけど、寝る前にいつもしている、あれは違うのよ？　あ、あれはそう、む、胸が大きくなる体操なんだからね！」

「……そうなのですか？　私はカミト様のことを想おもって慰めているのかと──」

「……～っ、ば、ばかっ、ち、違うっ、違うの！」

　真紅の髪を逆立てたクレアは、スカーレットの肩をぽかぽかと叩たたきだした。
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　砂漠の空は、分厚い暗雲に覆われていた。

　教国の首都〈ゾハール〉は、魔王スライマンが千年前に築いた都市である。

　魔王戦争の際、聖女アレイシア率いる救世軍に焼き尽くされ、一度は廃はい墟きよとなったものの、その数百年後には、陸上交易の中継地点として栄え、ふたたび都として返り咲いたという歴史がある。

　その〈ゾハール〉の中心に位置するのが、教主の君臨する〈魔蠍宮スコルピア〉であった。

　魔王スライマンの居城であったとされる〈魔蠍宮〉であるが、それは歴史的事実ではない。魔王戦争の際、その場所にあったのは軍事要塞であり、彼の本当の居城がどこにあったのか、それは現在も謎のままだ。

　ゾハールに〈魔蠍宮〉が建設されたのは、今からおよそ三百年前。その暴政により、狂主と呼ばれた、ターガル・スライマンの時代である。〈魔王〉の生まれ変わりを自称したかの暴君は、家臣の一人であったハジド・カーンに暗殺され、以後、魔王教団の教主は彼の血筋の者が継承することとなる。

　そして今、その教主の座にあるのは、〈毒蛇の魔女〉──シェーラ・カーンだ。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉閉幕の直後、父王であるラージハル・カーンを暗殺し、王位を簒さん奪だつした、真紅の瞳の魔女──

「……本当に忌いま々いましい連中。殺しても、殺しても、蛆うじのようにわいてくる」

　シェーラは宮殿のテラスから広場を見下ろすと、苦々しげに奥歯を嚙かんだ。

　宮殿の広場に晒さらされているのは、斬首された叛はん逆ぎやく者たちの骸むくろであった。

　彼女に恭順の意を示さぬ者たちへの見せしめである。だが、旧来の家臣たちの半数以上を処刑した今もなお、叛逆を企てる者はあとを絶たない。

　聖国の協力により、クーデター自体は成功したものの、その支配はとても盤石と呼べるものではなかった。

　国内ではシェーラ・カーンへの不満が爆発し、方々の都市で内乱が起きている。ドラクニアをはじめとする周辺諸国は、教国を食い物にしようと狼おおかみのように舌なめずりしており、また、ゾハールを本拠地とする商人組合〈骸連盟〉も、これを機にひと儲もうけしようと、裏で内乱を煽あおっている節がある。

「……っ、なぜ、なぜ思い通りにいかないの!?」

　シェーラは怒りにまかせ、葡ぶ萄どう酒しゆのグラスを壁に投げつけた。

「シェーラ様、いかがなされましたか！」

　物音に驚いた姫ひめ巫み女こが、あわててテラスへ駆け込んでくる。

　パルミラという名の彼女は、幼い頃からシェーラの世話係を務めてきた側近中の側近であり、宮殿内では唯一、信用のおける家臣であった。

「……なんでもないわ。かわりの葡萄酒を持ってきなさい」

「は──」

　怯おびえた表情で頭こうべを垂れる少女に、シェーラは苛いら立だたしげに訊たずねた。

「なにか、報告があるのではなくて？」

「そ、それが……」

　パルミラは戸惑うように口くち籠ごもる。

「早く言いなさい。お前もあの広場の連中のように、首を晒さらされたいの？」

　ゾッとするような声で問いただすと、彼女は観念したように口を開いた。

「先ほど、国内の反乱軍が、モルデスの軍事要塞〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉に集結しつつあるという報告を受けました」

「デモンズ・フィスト──」

　シェーラは、真紅の瞳をすっと細めた。

〈魔王の拳〉は、〈ゾハール〉の北東にある鉱山都市〈モルデス〉に築かれた、難攻不落の城塞だ。岩山の頂が、まるで振り上げた拳のように見えることから、その名が付けられた。モルデスは軍事的な重要拠点であると同時に、精霊鉱石の一大産出地であり、ここを押さえぬことには、国内の統一は不可能であるといえた。

「これまでの反乱は各都市での群発的なものばかりでしたが、それが一致団結するとなると、もはや国内の軍のみでは対処できなくなる恐れがあります」

　パルミラの表情は切迫していた。

　事実、教国の軍は、オルデシアやドラクニアのそれとは比較にならぬほど弱く、さらに、度重なる内乱の鎮ちん圧あつで士気は大きく下がっていた。そればかりか、軍の中には、教主を裏切り、反乱軍に荷担している者までいる始末だ。自国の軍で反乱を鎮圧できぬとなれば、周辺諸国の軍事介入を招く口実を与えることになる。

「もちろん、反逆者には、しかるべき鉄てつ槌ついを下すべきですが──」

　パルミラは恐る恐る、主君の顔色を窺うかがった。

　だが、予想に反し、シェーラは怒りを露あらわにはしなかった。

　彼女は血のように赤い唇を舐なめ、さも愉快そうに嗤わらった。

「そう、まとまってくれるのであれば、ちょうどいいわね」

「……それは、どのような意味でしょうか？」

「虫共をしらみ潰つぶしにするのには、飽きてきたところよ。私に反逆する愚か者どもを、まとめて叩たたき潰つぶすいい機会だわ」

「は、それは確かに、そうですが、しかし……」

　パルミラは喉の奥で言葉を吞のみ込んだ。

　それができれば苦労はない。〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉は古来より、難攻不落の要塞であり、であればこそ、反乱軍はそこを拠点として選んだのだろう。今の教国の軍事力で、容易に叩き潰せるものではない。

「──例のアレを使いましょう、すぐに片付くわ」

「例の……？」

　パルミラは首を傾かしげた。……一体、彼女は何を言っているのだろう？

「ええ、稼働実験の目標にはちょうどいいでしょう？」

「……っ!?」

　シェーラ・カーンがニヤリと嗤った、その瞬間。

　彼女は、その言葉の意味するところを悟った。

「……っ、まさか、あの封印を解かれるおつもりなのですか!?」
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　ドラクニアを震しん撼かんさせたグレイワースの襲しゆう撃げきから、数日が過ぎた。

〈竜皇騎士団〉は渓谷の底をくまなく捜そう索さくしたが、やはり、グレイワースの姿は影も形も見当たらなかったそうだ。

　だが、そのことに関して、カミトはとくに不自然とは思わなかった。

（そう簡単にくたばるような奴やつじゃないからな、あの婆ばあさんは……）

　あるいは、ふたたび彼女と剣を交えることになるのかもしれない──否いな、間違いなくそうなるだろう。そんな確信めいた予感が、カミトにはあった。

　ミュアとリリィを回収するため、聖国へ向かったルビアたちを待つあいだ、カミトは昼夜を問わず、二刀流剣技の鍛錬に打ち込んだ。

　レスティアが戻ってきた以上、双剣をバランスよく使えるようになっていたほうが、グレイワース相手には有利に戦えるだろう。彼女がカミトに教えたのは、正統な騎士の剣技であり、その動きは完全に読まれてしまうからだ。

「カミト、闇精霊の剣を使う必要はありません。私がいれば十分です」

　素振りをするカミトに、剣になったエストが無感情な声で言った。

「そうかしら？　聖剣さんだけでは〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉に勝てなかったでしょう？」

「勝てました。闇精霊がいなくても、私とカミトで勝てました」

「おいおい、二人とも、仲よくしてくれよ……」

　二本の剣を地面につきたて、カミトはため息をつく。

　……こう頭の中で喧けん嘩かをされると、集中力が削そがれてしまう。

「エスト、レスティアが記憶を失ってた頃は、お姉さんらしくしてただろ？」

「それは──」

　エストが口をつぐんだ。

「ふふ、仲よくしましょう、お姉ちゃん」

「うるさいです、闇精霊──」

　エストは怒ったように鋼の刃を明滅させた。





　　　　◇






「……やれやれ、あの二人、もうちょっと仲よくしてくれるといいんだけどな」

　二人の契約精霊との修行を終え、御祓みそぎ場のシャワーで汗を流したカミトは、レオノーラの入院している騎士団の治療施設に足を向けた。

　グレイワースの兇きよう刃じんに斃たおれ、絶対安静の状態にあったレオノーラだが、つい今朝がた意識を取り戻し、もう面会できるまでに回復したという。

　治療室の前まで来ると、カミトは扉をノックした。

「レオノーラ、俺おれだ。入っても大丈夫か？」

「カミト？　え、ええ、大丈夫です──」

　返事を聞いたカミトが、そっと扉を開く。

　と、その瞬間。

「……なっ!?」

　カミトは思わず、驚きの声を上げた。

　カミトが目にしたのは、あまりに予想外の光景だったのだ。

　ベッドから半身を起こしたレオノーラが、ベッドシーツの下で大きく膨らんだお腹なかを、愛いとおしそうにさすっていたのである。

「な、な、なな……」

「……？　どうしました、カミト？」

「お、お、お前、それ……」

　カミトが口をぱくぱくさせていると──

「ああ、この子ですか──」
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　レオノーラはふふっと微笑ほほえんで、

「大きくなってきましたよ、あなたの子こ胤だねのおかげで──」

　と、さも当然のように、そんなことを口にした。

「……っ!?」

　その衝撃の内容に、カミトの頭の中は真っ白になる。

「……って、ちょっとまて！　なにもしてないだろ！」

　カミトはあわてて叫んだ。

　……それは、カミトたちがドラクニアを訪れた日のことである。カミトのために竜都を案内してくれたレオノーラは、カミトを空飛ぶ密室〈竜籠〉に誘い込み、なんと、子胤を得ようと迫ってきたのだった。

「ど、どういうことだよ……」

　カミトがなおも動揺していると、

「……やれやれ、ノリが悪いですね、カミト」

「え？」

　レオノーラは肩をすくめて苦笑し、お腹なかの上のシーツをそっと剝はがした。

　はたして、シーツの下から現れたのは──

　ひと抱えほどもある、巨大な瑠璃色の卵であった。

「あ──」

　カミトはその卵に見覚えがあった。竜都の土産物屋で見た、ドレイクの卵だ。

「〈竜皇騎士団〉の仲間に頂いたものです。古来より、ドレイクの卵には、傷を治癒する効果があるといわれているのですよ」

「お、お前な……」

　呆あきれたように呟つぶやきつつも、ほっと安あん堵どの息をつくカミト。

「……まあ、思ったより、元気そうでよかったよ」

　治療室の中に足を踏み入れ、ベッド脇の椅子に腰掛けた。

「傷のほうは、もう大丈夫なのか？」

「ええ、なんとか。一時期は危なかったようですが、峠は越えました」

「そうか、よかった……」

　さすが、肉体の強化を司つかさどる〈竜精霊〉と契約しているだけのことはある。〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を持つカミトほどではないにせよ、その回復力は、常人のそれをはるかに上回っているようだ。

「ものはもう食べられるのか？」

「ええ、問題ありません。……ステーキが食べたいですね」

「……いや、さすがにステーキはやめとけよ」

　ツッコミつつ、カミトは袋からフルーツを幾つか取りだした。ドラゴンフルーツという、竜の鱗うろこの形をした果物で、良質な〈神威カムイ〉を豊富に含んでいるらしい。

　カミトが、果物ナイフでその硬い皮を剝むいていると──

「カミト──」

「ん？」

「私との約束、守ってくれたのですね」

　と、レオノーラはそんなことを言ってきた。

　約束というのは、彼女が意識を失う寸前にカミトに託した、あの言葉のことだろう。

　竜王様を、ドラクニアを守って──と、彼女はそうカミトに言い残したのだ。

「……竜王様を助けたのは、レスティアだ。俺おれじゃない」

　と、カミトは首を横に振った。むしろ、グレイワースの襲しゆう撃げきが陽動であることに気付かず、竜王の側そばを離れてしまったことを責められるべきだろう。

「いいえ、あなたはドラクニアを守ってくれました。〈竜皇騎士団〉を代表して、お礼を言わせていただきます。──ありがとう、カミト」

　レオノーラはカミトの顔を見つめ、にこっと微笑ほほえんだ。普段は肉食竜のような彼女の見せる、無邪気なその笑顔に、カミトは思わず見み惚ほれてしまう。

「その、なんだ、あれはノーカンってことで……」

　内心の動揺を悟られぬよう、カミトはつとめて平静に言った。

「えっと、俺にできること、なにかあるか？」

　帝都で助すけ太だ刀ちしてもらった礼に、なんでもひとつ言うことを聞くと約束したのだ。

　竜王を守る、などというのは、レオノーラに頼まれずともしていたことだ。それをもって約束を履行したというのは、カミト自身が納得できなかった。

「では、こだ──」

「それ以外で頼む」

「……むむ、子こ胤だね以外となると、悩みますね」

　レオノーラは可か憐れんな唇に指をあて、真剣に迷いはじめた。……なんでだよ。

　ややあって、彼女はおもむろに顔を上げると──

「で、では、か、身体を、拭いていただけませんか？」

「え？」

「その、ずっとベッドに寝たきりの状態なので、寝汗をかいてしまうのです」

「いや、そ、そういうのは、施設の女の人を呼んだほうがいいんじゃないかな？」

「カミト、なんでも言うことを聞いてくれるのではないのですか？」

　レオノーラはむっと唇を尖とがらせた。

「いや、その……」

「私はただ、汗が気持ち悪いので、拭いてもらいたいだけです。それとも、あなたは、なにかよからぬことでも考えているのですか？」

「わ、わかったよ……」

　睨にらまれたカミトは、あわてて首を縦に振った。

（……まあ、約束だしな）

　カミトは、ベッド脇のテーブルに置いてある桶おけの水にタオルを浸し、よく絞った。

　レオノーラはカミトに背を向けると、ゆったりとした布の服を、肩口からはらりとはだけた。優美な曲線を描く彼女の背中は、まるでなめらかな白磁の陶器のようだ。

　緊張にごくりと息を吞のむカミトだが、すぐに意を決し、背中にタオルをあてた。

「……っ、ひゃっ……うんっ♪」

　その瞬間、レオノーラの身体がびくっと震える。

　カミトは小さく息を吐くと、彼女の白い背中を丁寧に拭きはじめた。

　はだけた豊かな胸を見てしまわないよう目を逸そらしつつ、背中の汗を丹念に拭いてゆく。しなやかな筋肉はついているものの、大剣を振り回すイメージに反して、その肌はとてもやわらかく、繊細だ。竜属性の魔術で肉体を強化するので、必要以上に筋肉をつける必要はないのだろう。

「……あ……あぁんっ♪」

　腰のあたりに触れると、レオノーラが妙な声を上げた。

「な、なんだよ!?」

「その、さ、触りかたが、なんだかえっちです……」

　レオノーラは困ったような表情で言った。

「ご、誤解だぞ！」

「え、ええ、わかっていますが……んっ、そこは……ぁん♪」

「敏感すぎるだろ！」

「す、すみません、肌を、殿方に触れられるという経験は、は、初めてなもので……」

　もじもじと頰ほおを赤らめて言うレオノーラ。

「そ、そうか……」

　そんなことを言われると、カミトのほうもドキッとしてしまう。

「あ、あの、前は自分で拭けるので、大丈夫ですよ」

「ああ、そうしてくれ……」

〈竜籠〉の中で見た彼女の胸を思い出し、カミトは顔を赤くした。

　終始ドキドキしつつも、背中を拭き終えたカミトは、タオルを水に浸して強く絞る。

　レオノーラはゆったりとした服に着替え、恥ずかしそうに目を伏せている。ほんのりと赤く染まったうなじが、なんだか妙に色っぽい。

「ありがとうございました、カミト。とても気持ちよかったですよ」

　はにかんだ表情で礼を言うレオノーラに、

「……そ、そうか」

　カミトは曖あい昧まいに頷うなずき返し、こほんと咳せき払ばらいして、椅子から立ち上がった。

「それじゃ、俺おれはそろそろ行くよ。あんまり長居しちゃ、迷惑だからな」

「そ、そうですか、私はべつに、かまわないのですが……」

　少し残念そうに呟つぶやくレオノーラ。それから、真剣な表情になると、

「これから、〈教国〉へ向かうのでしたね。くれぐれも気をつけてください、あのシェーラ・カーンという魔女、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で一度剣を合わせたことがありますが、なにか危険な気配を感じました」

「……ああ、わかってる」

　カミトは頷いた。

「本当なら、私も助すけ太だ刀ちしたいところなのですが、身体を動かせるようになるには、まだ時間がかかりそうです。それに、私が力を貸せば、〈正統オルデシア〉がドラクニアの戦力を頼った、と諸外国に言われかねませんから──」

「気持ちはありがたく貰もらっておくよ。ありがとな、レオノーラ」

　カミトが右手を差し出すと、レオノーラはその手を固く握りかえしてきた。

「あなたとあなたの仲間に、〈竜の加護〉を。回復したら、また剣舞をしましょう」

「ああ、楽しみにしてるぞ」

「もちろん、剣舞というのは、〈夜の剣舞〉のことではありませんよ」

「わかってるよ！」

　頰ほおをカアッと赤らめるレオノーラに、カミトは思わずつっこんだ。

（……ふう、あいかわらず思考がドラゴンだな、レオノーラは）

　治療室を出たカミトは、廊下を歩きながら、やれやれと肩をすくめた。

　けど、そんなところも、レオノーラの魅力なのだろう。

　と──

「おい、待て、夜の魔王！」

「……？」

　突然、怒鳴り声が聞こえ、カミトはうしろを振り向いた。

　廊下の向こうにいたのは、レオノーラの副官のユーリ・エルシッドだ。怖い目でカミトを睨にらみながら、ずんずんこちらへ歩いてくる。

　レオノーラを慕っているユーリは、〈精霊剣舞祭〉のときからずっと、夜の魔王と噂うわさされるカミトを敵対視しているのだ。

「……な、なんだよ？」

　カミトが気け圧おされつつ訊たずねると、

「先ほど飛竜便で連絡があった。お前の仲間が〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉から戻ってくるそうだ」





　　　　◇






　カミトは〈竜都〉の軍港の中にある飛竜の発着場で、クレアたちを出迎えた。

　発着場のテラスで名物の龍山茶ドラゴン・テイーを飲みつつ、半刻ほど待機していると、ケルブレス山脈の方角から、中型の飛竜が二頭飛んでくるのが見えた。

「お、戻ってきたみたいだな……」

　立ち上がり、発着場の真ん中で手を振るカミト。

　やがて、クレアたちを乗せた飛竜は、上空を大きく旋回し、ゆっくりと降りてきた。

「お待たせカミト君、一週間ぶりね」「待たせたな、カミト」

　最初に降りてきたのは、フィアナとエリスを乗せた竜だった。

　重い荷物を地面に下ろした二人の顔つきは、どことなく晴れやかだ。

「二人とも、修行はどうだった？」

　そうカミトが訊ねると、二人は顔を見合わせて、

「もちろん、バッチリよ！」「ああ、自分でも驚くほど成長した、と思う」

　同時にぐっと親指をたててくる。

「そうか。たしかに、修行に向かう前とは、雰囲気が違う感じがするな」

　カミトは素直な感想を口にした。〈教導院〉にいたカミトの感覚からすれば、前の彼女たちには、まだ学生の甘さや未熟さのようなものが残っていたのだが、いまの二人からは、そういったものが抜けている。

（……たった一週間の修行でこんなに変わるなんて、一体どんな修行をしたんだ？）

　と、カミトが胸中でそんなことを思っていると、

「ふふ、少し大人な雰囲気になったかしら？」

　フィアナはくすっと微笑して、カミトの身体に腕を絡めてくる。

「……お、おい、フィアナ!?」

　カミトが顔を真っ赤にして叫ぶと、

「ちょ、ちょっと、カミトになにしてるのよ、エロ王女！」

「王女殿下、ず、ずるいですわ！」

　ピシピシ鳴る鞭むちの音とともに、クレアとリンスレットが降りてきた。

　クレアは素早くカミトのところまで駆け寄り、腕を絡めるフィアナを引き剝はがす。

　フィアナはぺろっと悪戯いたずらっぽく舌を見せ、ひとまずカミトの身体を解放した。

「まったく、もう……」

　と、呆あきれたように呟つぶやくクレア。

　そんなクレアの頭に、カミトはぽんと優しく手をのせる。

「……っ、ふああっ、なにするのよ！」

「みんな、無事でよかった。〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉は危険な場所だって聞いてたからな」

　カミトが言うと、フィアナとエリスがこくっと頷うなずき、

「ええ、噂うわさ通りの危険な場所だったわ──」

「たしかに。まさか、あんな修行になるとは思わなかったな……」

「……一体、どんな修行をしてきたんだ？」

　カミトが怪け訝げんそうに訊たずねると、四人は〈竜の峰〉での修行のことを話してくれた。

　濃霧に覆われた高地で、スカーレットが古代の祭殿を発見したこと。その祭殿が、千年前にこの一帯を支配していた暗黒竜〈ヴリトラ〉の封印された祭殿であったこと。そして、その〈暗黒竜〉に、修行のための古代遺跡を貸して貰もらったこと──

「ちょっと待て、〈暗黒竜〉って、大丈夫だったのか？」

　話の途中で、カミトは思わず口を挟んだ。

「なんでも、千年前のエストにこっぴどくやられて、力を失ったらしいのよ。あたしたちが見たのは、潰つぶれたトカゲみたいなへんてこな生き物だったわ」

「……エスト、覚えてるか？」

「記憶にありません」

　カミトが訊ねると、腰に提げた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉は淡々と言った。

「……そうか。まあ、とにかく、その古代遺跡の中で修行したんだな」

「ええ、そうよ。遺跡の中に入ったあたしたちは、それぞれ別の異空間に転送されたの」

　クレアの話によると、その古代遺跡は、自身が乗り越えるべきものと、一対一で向き合う場所であるらしい。クレアは姉のルビアと戦い、フィアナ、エリス、リンスレットも、それぞれ因縁の相手と対たい峙じしたという。

「私のところに現れたのも、同じルビア様だったわ。こっちは今のルビア様ではなくて、私が止めることのできなかった、四年前のルビア様だったけど」

「わたくしは、ユーディアを救えずに絶望していた、もう一人のわたくしでしたわ」

「私は、私の中の理想である、レン・アッシュベル様と対峙した」

「そ、そうか……」

　最後のエリスの言葉に、カミトは気まずそうに視線を逸そらした。

　……ともあれ、クレアたちのしてきた修行というのは、学院での訓練などとは、まったく異なるものだったようだ。

「みんな、頑張ったんだな──」

　と、カミトが呟くと、

「こっちも、いろいろ大変だったみたいね」

　クレアが真剣な表情で言った。

「事件のこと、もう知ってるのか？」

「ええ、戻ってくる途中、〈竜皇騎士団〉の娘こに聞いたわ。〈竜岩城ストロング・ホールド〉に乗り込んできた学院長と、カミトが橋の上で戦ったって」

「その、学院長は──」

　不安そうに口を開くエリスに、カミトは静かに首を振った。

「グレイワースは渓谷に落ちた。ドラクニアの騎士団が身柄を捜そう索さくしているが、まだ見つかっていないそうだ」

「そうか──」

　エリスはうつむき、唇を嚙かんだ。

「……生きてる、わよね？」

「ああ、殺したって死ぬような奴やつじゃないだろ、あの婆ばあさんは」

「そ、そうですわね……」

「ああ。たしかに、そうだな」

　彼女たち学院生にとって、グレイワースは最も尊敬する英雄なのだ。

「また、グレイワースと戦うことになるかもしれない。そのときは、みんなであいつの目を覚まさせてやろうぜ」

「ええ──」

　クレアたちは顔を見合わせ、力強く頷うなずいた。

「──と、その前に、まずは〈教国〉の王女様を救出しに行かないとな」

「……そうね。ルビア様たち、いつ頃もどってくるのかしら？」

　飛竜の舞うドラクニアの空を見上げ、フィアナは呟つぶやいた。
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　はたして、聖国へ向かった軍用艇〈レヴァナント〉が、ドラクニアの軍港に戻ってきたという報告があったのは、ちょうど、その日の夕方だった。

「まるで、あたしたちの修行が終わるときがわかってたみたいね」

　まるで計ったようなタイミングのよさに、クレアは訝いぶかしむ。

「そうだな……」

　その推測は、あながち間違いではないのだろう。クレアたちを暗黒竜の祭殿に導いたのは、間違いなくルビアの意図だ。彼女なら、クレアたちがどの程度の期間で修行を終えるかを把握していたとしても不思議はない。

　カミトたちは急いで荷造りを済ませ、軍港へ集まった。

　レオノーラは見送りにきたがったが、カミトが絶対安静にしてろ、と何度も言って聞かせたため、しぶしぶ諦めてくれた。かわりに〈竜皇騎士団〉が見送りにきて、〈オルデシア〉への援助として、飛行型の軍用精霊を供与してくれた。

「ドラクニアの騎士団で正式採用されている〈ヴィーヴル〉タイプの飛行型精霊だ。戦闘には向かないが、機動性が高く、小回りがきく。役に立つはずだ」

「助かるよ。俺おれたちのパーティーは、エリス以外、まともな機動力がないからな」

　副団長のユーリから渡された〈封印の石版タブレツト〉を、カミトはありがたく受け取った。

「死ぬなよ、チーム・スカーレット。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉では不覚をとったが、お前たちとは、もう一度、どこかで決着をつけたいからな」

「望むところよ。いつでも受けて立つわ」

　と、不敵に頷うなずくクレア。

「お前たちの武運を祈る。正統オルデシアに竜の加護があらんことを」

　ユーリをはじめとする〈竜皇騎士団〉の面々が、揃そろって敬礼した。

　軍港の照明に照らされ、巨大な〈レヴァナント〉の船体が地面に着陸した。

　飛行艇の扉が開き、タラップが降りてくる。

　と、その瞬間。扉の中から、小柄な少女の影が飛び出してきた。

「兄様～！」

「……っ、ミュア!?」

　タラップの下にいるカミトの胸めがけ、勢いよく飛び込んでくる少女。

　カミトはあわてて両手を広げ、その小さな身体を受けとめた。

「あはっ、兄様、とても会いたかったわ！」

「ミュア、苦しいって……」

　カミトの首にしがみつき、はしゃぐミュア。

　ツーテールの髪先が頰ほおにあたってくすぐったい。

　そんなカミトの背中に、冷たい視線が突き刺さった。

「あ、あんな幼女に、兄様とか呼ばせてるわ……」「せっかく見直してたのに、やっぱり、本性は鬼畜魔王だったのね」「レオノーラ様にアレを切ってもらわないと……！」

　振り返れば、竜皇騎士団の面々が、ひそひそと物騒なことを呟つぶやいている。レオノーラを守ったことで上がった信頼が、また地に堕おちてしまったようだ。

　一方、〈チーム・スカーレット〉の面々は──

「はあ、カミト君は相変わらずね」「うむ」「いつものことですわ」「……～っ！」

　……ある意味で、カミトへの信頼感はまったく変わっていなかった。

　それはそれで、カミトとしては複雑な気分だったが──

「ちょ、ちょっと、いい加減、離れなさいよ！」

　と、クレアが真紅の髪を逆立てて怒鳴った。

「なに？　お姉ちゃん、ミュアとやるの？　よわっちいくせに」

　ミュアはふっと小馬鹿にしたような微笑を浮かべて言い返す。

「ま、前にやられたときとは違うわよ！　あたしたち、ずっと強くなったんだから！」

「ふーん、そうなんだ？　じゃあまたこんど遊んであげるわ。でも、いまはそんな気分じゃないの。これから兄様に、いーっぱい遊んでもらうんだから」

　ミュアはカミトを抱きしめたまま、べーっと舌を出した。

「……～っ、け、け、消し炭にするわよ！」

　クレアが炎の鞭むちを手にした、そのとき。

「ミュア、なにをしている。こんな場所で揉もめごとを起こすな」

　ミュアの相方であるリリィが、あわててタラップを降りてきた。

「揉めごとじゃないわ、ただの挨あい拶さつよ、挨拶」

「まったく……」

　けろっとした顔のミュアに、はあ、と気苦労の多そうなため息をつくリリィ。

「よ、ひさしぶりだな、リリィ」

　と、カミトが声をかけると、

「ふん、また、お前と組むことになるとはな──」

　彼女はエルフィム種族に特有の真紅の瞳で、カミトを睨にらんできた。

〈教導院〉の第六位──リリィ・フレイムは、諜ちよう報ほうと潜入のエキスパートであり、〈教導院〉時代は何度もカミトと作戦行動を共にしてきた相棒だ。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉では敵だった彼女だが、味方にすれば、これほど頼もしい援軍はいないだろう。

「私は〈紅蓮卿カーデイナル〉の命に従うだけだ、馴なれ合あうつもりはない」

「ああ、わかってるよ」

「お前たち、旧交を温めるのもいいが、早く乗れ──」

　と、船内から聞こえてきた声に、カミトたちはハッと顔を上げた。

「義あ姉ね上！」

　エリスが声を上げる。

　タラップに姿を現したのは、純白の外がい套とうを羽織ったヴェルサリア・イーヴァだ。

「義姉上、お身体はもう、大丈夫なのですか？」

「ああ、問題はない」

　心配そうに尋ねるエリスに、ヴェルサリアは短く頷うなずき、

「これより、〈レヴァナント〉は〈教国〉の都市〈モルデス〉へと向かう」

　と、そう告げた。

「モルデス？」

「教国の反乱軍が集まる本拠地だ。〈紅蓮卿カーデイナル〉はそこにいる」
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「……う、うう……、う……」

　視覚と聴覚を閉ざされた、完全な闇の中。

　鎖に繫つながれた少女は、苦く悶もんの呻うめきを漏らす。

　美しい黄金色の髪に、姉と同じ、真紅に輝く魔性の眼めを持つその少女こそ、アルファス教国の第二王女、サラディア・カーンその人であった。

〈魔蠍宮スコルピア〉でクーデターのあった、あの日。父であるラージハル・カーンを殺害した姉に歯向かった彼女は、ゾハールで最も悪名高い、この監獄に幽閉されたのだ。

　……あれから、一体、どのくらいの時間が経過しているのだろう。

　一切の光も射ささぬ、この暗闇の中では、時間の感覚が曖あい昧まいになる。いずれは自分が何者であったかさえも、忘れてしまうのかもしれない。

〈神儀院〉で訓練を受けてきた彼女だからこそ、なんとか自我を保てているものの、常人であれば、とうに正気を失っているはずだった。

　この闇の正体は、教団の術者によって作られた〈封絶結界〉だ。いかに強大な力を持つ精霊使いであろうと、決して内側から破ることはできない。

（……なぜ、姉上は私を殺さないの？）

　と、彼女はこれまで何度となく抱いた疑問を繰り返した。

　父王を殺し、教国の実権を握った今、あえて第二王女であるサラディアを生かしておく意味はないように思える。シェーラに反対する勢力は、サラディアを旗印にして団結しようとするだろう。否いな、あるいは、それが狙いなのかもしれない。サラディアの身柄を囮おとりにして、救出に来た反乱軍を、一気に叩たたくつもりなのだろうか。

　……姉の考えが読めない。あの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉以降、彼女は変わった。もともと、狡こう猾かつな策謀家であったが、ここまで大胆な行動をするような人間ではなかったはずだ。

（そう、まるで、なにかに取り憑かれたような──）

　──と、そんなとりとめもない思考を弄もてあそんでいた、そのときだった。

「──よお、あんたか？　カーン王朝の血を引く第二王女ってのは？」

「え？」

　突然、聞こえてきたその声に、サラディアはハッとした。

　いつも食事と水を運んでくる姫ひめ巫み女こではない。

　それは、獰どう猛もうな獣を思わせる、年若い少年の声だった。

「……誰？」

　と、サラディアは警戒しつつ、小声で訊たずねる。

「質問してんのはこっちだ。あんたは、教国の第二王女、サラディア・カーンか？」

「……え、ええ、そうよ」

　──と、この無礼な口をきく男に反発を感じながらも、彼女は返事をした。

　何者かは不明だが、少なくとも、姉の手の者ではなさそうだ。

「……そうか。はっ、俺おれにも運が向いてきたようだな」

　闇の向こうで、男が不敵に嗤わらった。直後、サラディアの視覚と聴覚を閉ざしていた闇が晴れ、精霊鉱石の明かりがあたりを照らし出した。

　突然、網膜に入ってきた明かりに、サラディアはうっと呻うめく。

　フードを目深にかぶっているため、相手の顔はよく見えない。

「単刀直入に言うぜ。あんた、〈魔王の墳墓ピラミツド〉の場所を知っているな？」

「……魔王の墳墓？」

「ああ、千年前に滅びた〈魔王〉スライマンの遺体があるとされる場所だ。その場所の秘密は代々、王族の血を引く者にのみ伝えられるという──」

　サラディアは沈黙した。無論、〈魔王の墳墓〉のことは知っていた。彼女が契約精霊と契約の儀式を交わしたその日に、父王ラージハル・カーンによって教えられたのだ。

　だが、王家の人間以外には、門外不出とされるその秘密を、なぜ、この男が知っているのだろう──

「取り引きだ。あんたをここから逃がしてやる。そのかわり、俺をその場所に案内しろ」

「……っ、あなたは、一体なにを企たくらんでいるのですか？」

　サラディアは厳しい口調で問い詰めた。魔王教団の最高機密を、こんなどこの誰ともわからぬ男に話すわけにはいかない。まして案内するなど、言語道断だ。

「んなこと、あんたには関係ねえだろうが。それより、早く決断しな。見張りの連中は眠らせたが、増援が来ればさすがに逃げられねえ。あんたも、こんなところで一生を終えたくはないだろ？」

「……っ、それは──」

　サラディアは唇を嚙かみ、じっと考え込んだ。この男は危険だ。姫ひめ巫み女この直感がそう告げている。だが、これは姉の手から逃れる、唯一のチャンスかもしれない。

「私を、無事にこの都から連れ出してくれるのですね？」

「ああ、約束してやるよ。墳墓の場所を聞き出しても、王家の血を引く者がいなけりゃ、門は開かねえんだろ？」

「……そこまで、知っているのですね」

　サラディアは諦めたようにため息をつくと、覚悟を決めた。

　……この男が、なにを企たくらんでいるかはわからない。しかし、王家の機密を抱えたまま、ここで処刑のときを待つよりはましだろう。

「わかりました。無事に〈ゾハール〉を脱出することができたそのときは、あなたを〈魔王の墳墓ピラミツド〉に案内しましょう」

「ふん、取り引き成立だな」

　男が嗤わらった。

「精霊の名において誓約しろ」

「私を信用できませんか？」

「俺おれは誰も信用しない主義なんだ」

　少年の答えに、サラディアは呆あきれたように首を振る。

「我が契約精霊〈シェヘラザード〉に誓って──」

　誓約の詞ことばを唱えると、サラディアの身体が〈神威カムイ〉の光で淡く輝いた。

　精霊に誓うこと、それは精霊使いにとって、最も重い誓約だ。もし誓約を違たがえるようなことがあれば、精霊契約の力そのものを喪失することさえある。

「これで、よろしいですか？」

「ああ、いいぜ──」

　満足そうに頷うなずくと、男はフードを脱ぎ捨てた。

　現れたのは、浅黒い肌をした、目つきの悪い少年の顔だった。

「あなたの名は？」

　と、サラディアが訊たずねると、少年は犬歯をむき出して、獰どう猛もうに嗤った。

「俺の名はジオ・インザーギ──〈魔王〉を継ぐ者だ」
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　カミトたちを乗せた軍用艇レヴァナントは、ドラクニアの軍港を出航した。

　帝国オルデシア領内を通過するわけにはいかないので、船はケルブレス山脈を大きく迂う回かいし、どの国にも属していない、エゾス大森林の上を飛行するルートをとるようだ。

　モルデスはクイナ帝国との国境沿いにある砂漠の都市で、ランバール戦争の際には、教国の軍事拠点となった場所らしい。鉱山に築かれた要塞は〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉と呼ばれ、反シェーラ派の勢力は、そこに結集しつつあるということだ。

　船に乗り込んだカミトたちは、まず船内の会議室に案内された。

　カミトの右隣には腕を摑つかんだままのミュアが座り、左隣にクレアが座った。

「姉様は、ここにはいないのね……」

　と、複雑そうな表情で呟つぶやくクレアに、議長席に座ったヴェルサリアが頷うなずく。

「ああ、〈紅蓮卿カーデイナル〉はモルデスで先に船を降りた。集結した〈魔王教団〉の信徒たちをまとめるためにな」

「……魔王教団？」

　カミトたちは、訝いぶかしむように顔を見合わせた。

「モルデスに集った反乱勢力は、そのほとんどが、シェーラ・カーンに弾圧された異端の魔王信徒たちだ。サラディア・カーンの救出を成功させるには、かの者たちの助力を得る必要がある」

「異端の魔王信徒？　義あ姉ね上、〈魔王教団〉はそもそも異端なのでは──」

　と、エリスがおずおずと手を挙げて訊きく。

「魔王教団の中にも、様々な派閥があるようだ。カーン王朝が奉じているのは、頂点に教主を頂く伝統的な教義で、そのほかの教団はすべて異端とされるらしい。先王の頃は、税を払えば見逃されていたようだが、シェーラは異端の教義を一切認めず、信徒たちを虐殺するという暴挙に出た。そのため、異端の信徒たちは各地で反乱軍を組織し、シェーラ政権の打倒を目的とした一時的な協力態勢を結んだのだ」

「──なるほど、な」

　と、頷くカミト。教国の中にも、シェーラの敵は多いようだ。ルビアはその勢力を利用するつもりなのだろう。

「でも、魔王教団の信徒をまとめるって、どうするつもりなんだ？」

「かつて、〈紅蓮卿〉が教国に身を置いていた頃、彼女は〈魔王教団〉の一派と頻繁に接触していたらしい。彼女はそこで、教主に次ぐ地位にあったようだ。そのときのコネクションと彼女自身のカリスマをもってすれば、信徒たちの心を掌しよう握あくすることは、そう難しいことではないのだろう」

「さすが、ルビア様ですわね……」

「ああ、やはり、人を惹ひきつける、生まれながらのカリスマがあるのだな」

　リンスレットとエリスが感心したように言った。

「……そうだな。恐怖と規律で部下を支配し、風王騎士団シルフイードを放逐された私とは違うな」

「あ、義あ姉ね上!?　義姉上もちゃんとできていました……よ？」

　ふふっと自虐的に呟つぶやくヴェルサリアを、エリスがあわててフォローする。

「……まあ、それはともかく、だ」

　こほん、と咳せき払ばらいして、ヴェルサリアは言った。

「サラディア王女の救出にあたり、我々はモルデスの反乱勢力と協力することになる。そのことに依存はないな？」

　カミトたちは顔を見合わせ、こくっと頷うなずく。

「敵の敵は味方だ。今は少しでも援軍が欲しいしな」

「ええ。それに、あたしたちだって、オルデシアの反逆者なんだし、ある意味で、同類みたいなものだしね」

　クレアが肩をすくめて言った。

「では、話は以上だ。モルデスに到着するまで、各位自由にするがいい」
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　そんな感じでミーティングを終え、会議室を出たところで──

　クレアが突然、立ち止まった。

「クレア、どうしましたの？」

「あたし、姉様の書斎で〈教国〉のことを調べてみるわ。〈魔王教団〉に身を置いていたなら、資料も結構あると思うし」

　こう見えて、じつは分析派のクレアは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のときも他のチームの情報を詳細に調べ上げていた。今回も敵地の情報収集には余念がないようだ。

「じゃあ、一緒に行くよ。魔王のことは、俺おれも知っておきたいしな」

　と、カミトが言うと、

「そ、そう？　ま、まあいいけど……」

　クレアは、ちょっと照れたように目を逸そらした。

「兄様、そんなのどうでもいいじゃない。部屋でミュアと遊んでよ」

　ミュアが両手でカミトの腕を引っ張ってくる。

「……えっと、夕食のあとでもいいか？」

「えー」

　不満そうにぷくーっと頰ほおを膨らませるミュア。

　カミトが困っていると──

「ミュアさん、わたくしでよければ、遊んであげますわよ」

　リンスレットがにこっと微笑ほほえんで言った。

「嫌よ、ミュアは兄様と遊ぶんだもの」

「ミュア、あとでいっぱい遊んでやるから。それまで、リンスレットと遊んでてくれ」

「……～っ！」

　カミトがぽんと頭に手を乗せると、ミュアは不承不承といった様子で、

「……わ、わかったわ。兄様がそういうなら、このお姉ちゃんと遊んでてあげる」

　カミトの腕をつかむ両手を離してくれた。

「じゃあ、リンスレット、ミュアを頼む」

「任されましたわ。ではミュアさん、広間のほうに行きましょう」

　リンスレットはすっと腰をかがめ、ミュアの手をとった。

「わ、わたし、子供じゃないわよ──」

「あら、それは失礼しましたわ」

　ふふっと微笑み、ミュアと並んで歩き出すリンスレット。

　それを見たカミトは、内心でちょっと驚く。

（……ミュアがリリィ以外の人間にあんなふうに素直になるの、初めて見たな）

　ミュアはミレーユと同じ年頃なので、扱いに慣れているのかもしれない。

「そ、それじゃ、あたしたちも行くわよ──」

「ん？　ああ、そうだな」

　ルビアの書斎は、船の二階部分にあった。

　ぴょんぴょんと揺れるツーテールの髪を眺めながら、カミトは階段を下りる。

　……なんとなく、クレアは、ちょっと大人びたような気がする。

　これも〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉で修行してきた成果なのだろうか──

　と、そんなことを考えていると、足もとが小さく揺れた。

　ルビアが留守の間、レヴァナントの操縦は、〈教導院〉の双子、ベルカとデリアが交代でしているらしい。あの二人は、まだ船の操縦に慣れてないようだ。

「ところで、ルビアの書斎、勝手に入って大丈夫なのか？」

　と、前を歩くクレアに訊たずねる。

「いいに決まってるでしょ、あたしは妹なのよ」

「いや、その理屈はどうかと思うが……」

　カミトは半眼でつっこんだ。

　書斎の前まで来ると、

「そういえば、鍵はあるのか？」

「ないわ」

「じゃあ、どうするんだよ」

「こうするのよ──〈溶解メルト〉」

　クレアが呪文を唱えると、鍵穴は一瞬にして溶けてしまった。

「お前な……」

　相変わらずの消し炭理論に、カミトは呆あきれて苦笑する。

（……こういうところは、ぜんぜん変わってないよな）

　鍵穴の壊れた扉が、軋きしんだ音をたててゆっくりと開いた。

　まず目に入ったのは、壁一面に備え付けられた、大量の本が収納された書しよ架かだ。

　調度品は奥にある机だけで、ほかにはなにもない。ルビアの性格をそのまま反映したような、実用的な書斎だった。

「……すごいコレクションね。学院の図書館にもない稀き覯こう本ぼんばかりだわ」

　足を踏み入れるなり、本マニアのクレアが感嘆の声をあげる。

　……稀覯本かどうかはカミトにはわからないが、書架にはたしかに、古そうな本がぎっしり並んでいた。各国の歴史書に、精霊学の辞書、ドラゴンの鱗うろこで装丁された、竜種に関する本、それに、カミトには読むことのできない、〈古代精霊語ハイエンシエント〉で書かれたタイトルの本もあった。

（……ってまてよ、〈古代精霊語〉の本は、一般人には入手不可能なはずだぞ！）

　エルフィム種族が遺のこしたとされる〈古代精霊語〉の本は、国家間の条約により、個人での所有が禁止されている。それこそ、〈神儀院〉が管かん轄かつしている〈封印図書館〉にでも行かなければ、閲覧することさえできないはずだ。

「なあ、クレア……」

「なに？」

「ひょっとして、これ、〈神儀院〉の図書館から盗んだんじゃないか？」

「ね、姉様が、そんなことするわけないでしょ！」

　クレアは眉をつり上げて言った。

「でも、この本、思いっきり封印の〈霊符〉が破られてるみたいなんだが……」

「……」

「……」

「き、きっと、あとで返すつもりなのよ、うん、きっとそうよ」

　と、クレアは冷や汗をかきつつ、あさってのほうへ目を逸そらした。

　更に書架を見ていくと、〈精霊王〉に関するもの、〈聖国〉に関する地理や歴史の研究書などがあった。彼女が集めていた本は、本当に様々な分野に及んでいるようだ。

　また意外なことに、帝都で流行の小説なども収められていた。もっとも、これはクレアが読んでいるようなロマンス小説とは違うようだが──

「お前の姉さん、すごい読書家なんだな……」

　と、その蔵書の質と量に圧倒されるカミト。

「ええ、子供の頃から難しい本を沢山読んでいたわ。〈神儀院〉在籍中に精霊学の論文を発表して帝国勲章をもらっているし。たしか、姉様が十二歳のときよ」

「……天才かよ」

　さすがに、姫ひめ巫み女この頂点である〈精霊姫〉に選ばれるだけのことはあるようだ。

「あたしも、子供の頃は、姉様によく本を読んでもらっていたわ……」

　と、本棚を眺めながら、クレアは懐かしそうに呟つぶやいた。

「もう、昔のようには戻れないけれど……」

「……」

　カミトは声をかけようとして、口をつぐんだ。

　ドラクニアに向かう船の中で、クレアはルビアと話せないことを気にしていたが、結局、まともな会話をすることはできなかったようだ。

　姉妹の間には、まだ複雑なわだかまりのようなものがあるのだろう。

「──あったわ、〈教国〉に関する本」

　言って、クレアが書しよ架かの本を抜き出した。

　動物の革で装丁された、かなり古い本だ。タイトルは〈古代精霊語ハイエンシエント〉ではないが、今では失われた言語で書かれている。

「解読できそうか？」

「……ええ、なんとかやってみるわ」

　クレアは眼鏡を取り出すと、空中に魔術の火をともし、本に目を落とした。

　さすがにレイヴン教室きっての優等生だ。つっかえながらも徐々に読み進んでいく。

　その真剣な横顔に、カミトは思わず見み惚ほれてしまう。

「なに？」

「……あ、いや、俺おれも、読めそうな本をあたってみるよ」

　カミトはあわてて目を逸そらし、手近にある読めそうな本を探しはじめた。

（えーと、魔王に関する本は、と……）

　じつのところ、カミトが調べたいのは、〈教国〉の歴史などではなく、千年前の魔王スライマンのことだ。カミトの中に眠る〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力が覚醒しつつある今、かつて同じ力を宿した男のことは、やはり詳しく知っておくべきだろう。

　本棚を探していると、ようやく、カミトにも読めそうな本が見つかった。

　……どうやら、教国の歴史をまとめた本らしい。カミトは目次を開き、魔王スライマンに関する記述のある頁ページに目を通した。

　──アルファス教国が建国されたのは、約千年前。現在の首都である〈ゾハール〉は、まだ砂漠の小都市に過ぎなかった。

　そこに現れたのが、十六歳の青年、スライマンだ。男であるにもかかわらず、精霊を使役することのできた彼は、各地に眠る七十二柱の精霊を従属させ、野心の赴おもむくまま、またたく間に大陸中を席せつ巻けんした。当時はまだ、精霊を戦争に使うなどという概念がなかったため、精霊を使役する魔王の軍勢に、各国は敗戦を重ねたのだ。

　だが、魔王の軍勢が、大陸全土を制圧するかと思われたそのとき、現在の〈神聖ルギア王国〉の辺境にあたる地で、一人の羊飼いの少女が生まれた。

　伝説の聖剣と精霊契約を結んだ少女は、魔王を討つべく〈救世軍〉を組織し、かくして三年間にわたる〈魔王戦争〉が勃発した。

　大陸各地で繰り広げられた激しい戦の末、魔王は聖女アレイシアの剣によって倒れ、聖女もまた、伝説の聖剣と共に、いずこかへ姿を消したという──

　カミトはそっと本を閉じた。

（……たいして知りたいような情報はなかったな）

　それに、この本には書いていないことだが──

　カミトは、聖女アレイシアのたどった本当の末路を知っている。彼女は、数多あまたの精霊を討ち滅ぼした聖剣の呪いを受け、その身を石に変えられてしまったのだ。

　そして、その伝説の聖剣はいま──

（……俺おれが手にしている、か。考えれば考えるほど、不思議な運命だよな）

　カミトがそんな感慨を抱いていると、

「カミト、こっちは、ある程度解読できたわ──」

　クレアが本から顔を上げて言った。

「ほんとか？」

　と、横から本を覗のぞき込こむカミト。

「ふああっ、か、顔が近いわよ、ばかっ！」

「わ、悪い……」

「もう……」

　頰ほおを赤くして、こほん、と咳せき払ばらいするクレア。

「それで、一体なにについて書かれた本だったんだ？」

　カミトが訊たずねると、

「ええ、これは、〈魔王の姫ひめ巫み女こ〉に関する書物よ──」

「……っ!?」

　クレアの発したその言葉に、カミトは思わず、息を吞のむ。

〈魔王の姫ひめ巫み女こ〉──その言葉には無論、心当たりがあった。

　魔王スライマンは、国を征服して手に入れた九人の寵ちよう姫きに自身の力を分け与え、魔王軍の将軍として重用したという。それは、カミトが仲間の女の子に、口づけによって〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を分け与えたのと同じことなのではないかと、ルビアは言っていた。

「──〈魔王〉スライマンは、征服した国の姫をいっぱい侍はべらせていたのよね……。な、なんて外道な奴やつなのかしら！」

「そ、そうだな、魔王は本当に外道だな！」

　カミトは誤ご魔ま化かすように目を逸そらした。

「それにしても、さすがに〈神儀院〉が封印指定した禁書ね。学院の図書館にある歴史書には、魔王の姫巫女のことなんて一言も書いてなかったもの」

　と、本の頁ページに目を落としながら、クレアは言う。

「まあ、姫巫女が魔王に協力してたとなると、〈神儀院〉に都合が悪いだろうしな」

「だからって、隠すのはどうかと思うわ──きゃあっ！」

　そのとき、急にレヴァナントの船体が大きく揺れ、本がドサドサと落ちてきた。

「……っ！」

　カミトは咄とつ嗟さにクレアを押し倒し、彼女を背中で庇かばう。
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「いてて……クレア、大丈夫か？」

「え？　う、うん……」

　紅玉の瞳を驚きに見開き、こくこくと頷うなずくクレア。

「あの双子、まだ船の操そう舵だに慣れてないみたいだな──」

　カミトが起き上がろうとすると、

「ひゃんっ♪」

　クレアが小さく悲鳴を上げた。

「……？」

　──と、そこで。カミトはようやく気付く。

　ふよんっ。と、右手に控えめな感触があった。

　どうやら、倒れた拍子に、彼女の胸に手をのせてしまっていたらしい。

「……わっ、悪い!?」

　あわてて手を離し、立ち上がるカミト。

「い、いまのは、わざとじゃなくてだな！」

「わ、わかってるわよ……」

「え？」

「守ってくれて、あ、ありがと……」

　顔を真っ赤にしたクレアは、恥ずかしそうに、ふいっと目を逸そらした。

（……な、なんだ？）

　カミトは訝いぶかしむ。いつものクレアなら、間違いなく消し炭コースのはずである。

「とりあえず、落ちた本を片付けましょう──」

　クレアはスカートの裾をはたいて立ち上がった。

「あ、ああ、そうだな……」

　と、カミトが落ちた本に手を伸ばした、そのとき。

「きゃああっ、な、なによこれ！」

「どうしたんだ？」

　カミトがクレアの視線の先に目を向けると──

　先ほどクレアの読んでいた、封印指定の本のある頁ページが開かれていた。

「なっ!?」

　カミトは思わず、絶句する。なにしろ、そこに描かれていたのは──

　口にするのも憚はばかられるような、あられもない姿をした、姫ひめ巫み女こたちの絵だったのだ。

「……～っ、ば、ばかっ、なんてもの見せるのよ、変態！」

　あわてて本を閉じたクレアが、真っ赤な顔でカミトをバンバン叩たたいてくる。

「ま、待て、俺おれのせいじゃないだろ！」

「そ、そうだけどっ、うう～っ……」

　クレアは涙目になって立ち上がると、散らばった本を乱暴に書しよ架かに押し込んだ。

「あ、あたしは、あっちの本棚を探すからっ！」

　と、気まずそうに目を逸そらし、反対側の書架のほうへ行ってしまう。

（やれやれ、ルビアの奴やつ、なんて本を置いてるんだよ……）

　ぼやきつつ、カミトは手にした本をもとの場所に戻そうとして、

「……ん？」

　と、眉をひそめる。

　本の間に、数枚に渡る手紙が挟まっていたのだ。

　やけに丁寧なその手紙の字に、カミトは見覚えがあった。

（これって、もしかして……？）





　　　　◇






「あーあ。駒が崩れちゃったから、いまのは無効試合ね」

「ず、ずるいですわ！　いまのはわたくしが勝っていましたわ！」

　ゲームのやり直しを主張するミュアに、リンスレットが抗議の声を上げた。

　竜や獅し子しなど、精霊をかたどった木製の駒が床に散らばっている。先ほど船が揺れたときに、遊戯盤ごとひっくり返ってしまったのだ。

「リンスレット、交代して。こんどは私が相手をするわ」

　と、今度はフィアナが盤上に駒を並べはじめる。

　すると、ミュアはむっと顔をしかめ、

「嫌よ。おまえ、強いんだもの」

「わ、わたくしが弱いというんですの！」

　むきになって叫ぶリンスレット。

「盤上遊戯はけっこう得意なのよ。王宮に引き籠こもっていた頃は、毎日、一人で駒を並べて遊んでいたから」

「そ、そうでしたの……」

　反応に困り、曖あい昧まいに返すリンスレット。

　と、不意に部屋の扉が開き、

「──そろそろ夕食を作ろうと思うのだが、なにか希望はあるか？」

　甲板で槍やりの稽けい古こをしていたエリスが、声をかけてきた。

「……もうそんな時間ですのね。わたくしも手伝いますわ、騎士団長」

「そうか、それは助かる」

「勝負はお預けですわね」

「えー」

　手頃な対戦相手を失ったミュアが、不満の声を上げる。

「私も手伝うわよ、エリス？」

　と、立ち上がろうとするフィアナ。

　エリスはギクリとしたあと、あわてて首を振り、

「い、いや、正統オルデシアの姫殿下に、そんなことをさせるわけには──」

「そうですわ！　王女殿下は、ミュアさんのお相手をしてあげてくださいな」

「……そ、そう？」

　強硬に反対する二人に、フィアナは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。
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　調理場に足を踏み入れたエリスとリンスレットは、さっそくエプロン姿に着替えると、てきぱきと夕飯の支度をしはじめた。

　プロ級のシェフの腕前を持つリンスレットはもちろんのこと、エリスも料理はかなり得意なほうだ。食料庫の中身はそれほど充実しているわけではなかったが、二人は阿あ吽うんの呼吸で使えそうな食材を選んでいく。

「なんだか、学院での調理実習を思い出すな」

「ええ、そうですわね……」

　と、リンスレットは、懐かしむように呟つぶやいた。

　いまの彼女たちは、オルデシア帝国に叛はん旗きを翻ひるがえした反逆者だ。もう二度と、〈アレイシア精霊学院〉に生徒として戻ることはできないだろう──

「私はスープと前菜と、肉料理を一品作ろう。君はなにを作るつもりだ」

「新しく覚えた、オトーフの料理に挑戦してみますわ」

「……オトーフか。たしか、カミトの故郷の食べ物だな」

「ええ、とってもヘルシーで、栄養も豊富ですのよ」

　リンスレットはパチリと指を鳴らし、契約精霊の〈フェンリル〉を召喚した。

　フェンリルが口を大きく開くと、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に保存されていた、数々の食材や調理道具が出現する。

　その中に、オルデシアではまず見かけない食材である、オトーフもあった。

「ローレンフロストで作った、自家製のオトーフですわ」

　ふふん、と自慢げに胸を張るリンスレット。しかし、エリスはやや困惑気味に、

「オトーフはたしかに美味だが、メインにするには、味が淡泊すぎるのではないか？」

　と、そんな疑問を口にする。

「ふっ、ご心配にはおよびませんわ。わたくしが作るのは、クイナ帝国に伝わる伝説のオトーフ料理──その名も『マーブォードーフ』ですわ」

「マーブォードーフ……？」

「ええ、唐辛子と香辛料たっぷりの餡あんをかけた、絶妙な旨うま味みと辛みの調和したお料理ですの。古代の文献によれば、それはもう、やみつきになる味だそうですわ」

「……なるほど。それは、楽しみだな」

　エリスはごくりと喉を鳴らした。

「では、私もそれに合わせて、クイナ風の前菜を作るとしよう」

「あら、騎士団長、いつのまにクイナ風の料理を覚えたんですの？」

「わ、私も、負けてはいられないからな……」

　頰ほおを赤らめ、こほんと咳せき払ばらいするエリス。

　と、そこへ──

「なにをしているのですか？　お菓子の人としっぽの人」

　瞼まぶたを眠たげに擦こすりながら、フラフラと現れたのは、剣精霊のエストだった。

　カミトの部屋で、剣の姿になって寝ていたはずだが、ちょうど夕食どきなので、目を覚ましたようだ。

「し、しっぽの人とは、私のことか？」

　エリスがむっとポニーテールの髪を触る。

「わたくしたちは、夕ご飯の支度をしているところですわ」

「ごはん……」

　エストはぽつりと呟つぶやくと、ぴょん、と跳ねてキッチンの上を見た。

「……オトーフがあります」

　と、無表情だったエストの紫紺ヴイオレツトの瞳が、キラッと輝く。

「ええ、今日は剣精霊さんも好きな、オトーフのお料理ですのよ」

「オトーフ、オトーフ♪」

　エストは透き通った声で歌うと、

「では、微力ながら、私も力を貸しましょう──」

　その姿を一本の包丁に変化させ、リンスレットの手の中に収まった。

「かたじけないですわ、剣精霊さん」

「な、なんだそれは!?」

　と、驚きの声を発するエリス。

「ふふ、剣精霊さんの包丁は、すごいんですのよ」

　言って、リンスレットはネギを一本手に取ると、包丁でトトトトトンッと叩たたく。輪切りになったネギは綺き麗れいな放物線を描き、つぎつぎとボウルの中に入っていく。

「……た、たしかにすごいが、伝説の聖剣をそのように使っていいのだろうか？」

　と、複雑な表情で首を傾かしげるエリス。

「ふっ、わたくしが、新たな伝説を作ればいいだけのことですわ」

　リンスレットはよくわからないことを言い出すと、フェンリルの口から取り出した丸い鉄鍋に油をひき、焜こん炉ろの火にかける。

「少し、火力が足りませんわね……」

「軍船の設備だからな、しかたあるまい」

　焜炉として使う精霊鉱石の中には、小さな〈火蜥蜴とかげ〉の精霊が封印されているのだが、それほど強大な精霊ではない上に、空の上では大地の加護がないためか、なんだかやる気もなさそうだった。

「……～っ、この火力では、本場のマーブォードーフを再現できませんわ！」

　リンスレットがむむっと困り顔をしていると、

「ニャー……」

　調理室の外の廊下を、炎を纏まとう火猫が横切るのが目に入った。

　主人のクレアがカミトと調べ物をしている間、船の中を気ままに散歩していたようだ。

「火猫さん、ちょうどいいですわ！」

　リンスレットはスカーレットをくいくい手招きした。

「ニャー？」

　と、首を傾げながら、トテトテと歩いてくるスカーレット。

　普通、契約精霊は主人以外の人間に心を開くことはないのだが、彼女はいつも、おいしいお菓子を食べさせてくれるので、スカーレットもよく懐いているのだった。

「強火でお願いしますわ──」

　リンスレットがそう言うと、スカーレットは鉄鍋の下にひょいと潜り込み、尻尾から炎を勢いよく噴き上げた。〈精霊鉱石〉に封じられた〈火蜥蜴〉とは、比べものにならないほどの大火力だ。

「ふっ、さすが、クレアの契約精霊ですわね！」

　真っ赤な餡あんとオトーフの入った鉄鍋を、激しく振りはじめるリンスレット。噴き上がる炎はいまにも天井に達しそうだ。

「そ、そんな大火力で大丈夫なのか!?　火事になるぞ！」

「おーっほっほっほ、心配無用ですわ。獄炎のリンスレットと呼ばれたわたくしにおまかせなさい！」

「……いや、君の二つ名は、氷魔のリンスレットではなかったか？」

　……変なスイッチが入ってしまったのか、なんだか妙なテンションになりつつあるリンスレットに、エリスは心配そうな視線を向けた。
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　月明かりも射さし込まぬ、教都〈ゾハール〉の裏通りを、二つの影が横切った。

「おい、早くしろ、ノロマ。またあの牢ろう獄ごくに戻りたいのか？」

「く、口の利き方に気をつけなさい、私はこの国の第二王女なのですよ」

　少年のあまりに無礼な物言いに、サラディア・カーンは抗議の声を上げた。

「あぁ？　あんた、自分の立場がわかってんのか？」

　ジオ・インザーギが振り返り、真紅の目で彼女を威い嚇かくする。生まれてこのかた、そのように恫どう喝かつされたことのないサラディアは、びくっと肩を震わせた。

「今のあんたは、お姫様でもなんでもねえ。俺おれと同じ、ただの脱獄囚だ。ここから生きて出たけりゃ、黙って俺にしたがえ」

「……っ、そ、それは……」

　サラディアは反はん駁ばくしようと口を開きかけ──

「……そう、ですね。それは、あなたの言う通りです……」

　くっと悔しそうに唇を嚙かんだ。

「ふん、わかりゃあいいぜ。これからは余計な口を叩たたくなよ、お姫様」

　ジオ・インザーギは皮肉げにそう言うと、建物の陰に身を隠した。

　サラディアの囚とらわれていた監獄から、三区画ほど離れた場所である。

　移動距離が少ないのは、サラディアの脱獄がすでに知れ渡り、市街に大勢の兵士たちが繰り出しているからであった。

〈教導院〉の出身者であるジオ・インザーギ一人であれば、脱出も容易であったろうが、サラディア・カーンを連れて、となると、そう簡単にはいかない。

　彼女は数週間にもおよぶ監禁によってひどく衰弱しており、歩くための体力の回復も待たなければならなかったのだ。

「──ちっ、厄介だな、軍属の精霊使いがうじゃうじゃいやがる」

　建物の陰で気配を殺し、ジオ・インザーギは呟つぶやいた。陰気な裏通りを、精霊鉱石のランタンを手にした騎士の集団が練り歩く。シェーラ・カーン直属の親衛隊だ。

「やり過ごすぞ、息を潜めてろ──」

　サラディアは無言でこくっと頷うなずき、

（この男、どれほどの手て練だれかは知りませんが──）

　と、この自称〈魔王の後継者〉の力を、ひそかに推し量る。

　単身、監獄に乗り込み、彼女を救出したことを考えると、かなりの達人ではあるのだろうが、それでも、軍属の精霊使いに敵かなうことはないだろう。いかに強きよう靱じんな肉体を持つ者でも、普通の人間は、精霊使いには絶対に勝てない──それは、覆すことのできない絶対的な事実だ。

　サラディア自身、精霊使いとしての実力は姉にも劣らぬと自負しているが、これほどの数の精霊騎士に囲まれれば、万に一つも勝ち目はない。

「しかし、こうも網を張り巡らされると、ほとんど身動きがとれねえな。しかも、ろくに走ることもできねえお荷物がいるときた──」

　小声で悪態をつくジオ・インザーギ。

「夜が明ければ、逃亡はますます難しくなるでしょうね。姉の親衛隊に捕らえられたら、私はあの監獄に連れ戻され、あなたは鳥葬に処されるでしょう」

「鳥葬？」

「岩山の上で磔はりつけにされ、生きたまま、鳥に臓物を食わせる、教国の伝統的な処刑法です」

　サラディアはふっと微笑ほほえんだ。先ほどから、不遜で無礼な発言を続けるこの男が、恐怖におののく顔が見られると思ったのだ。

　だが──

「……ああ、それか。そんなもん、ガキの頃に見慣れたもんだ」

「え？」

「俺おれたちは、ガキの頃に本物の地獄を見てきた。今さら、死など恐れねえよ」

　ジオ・インザーギは唇の端をゆがめて嗤わらった。

　その凄せい絶ぜつな表情に、サラディアは背筋の凍るような戦慄を覚える。

（この男、一体……）

　──と、そのとき。

「おい、そこにいるのは誰だ！」

　暗闇の向こうで、鋭い声が上がった。

　こちらの気配を察知されてしまったようだ。

「ちっ、突破するぞ──」

　ジオは舌打ちすると、サラディアの腕を摑つかみ、路地裏の道を走った。

「いたぞ、サラディア・カーンだ──！」

　同時、周囲で精霊魔術の詠唱が聞こえ、炎の矢が頭上に降りそそぐ。

　サラディアはハッと立ち止まり、咄とつ嗟さに〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を呼び出す詞ことばを唱えた。

「──異界の門に封じられし数多あまたの精霊よ、いまここに姿を現したまえ！」

　虚空に光の粒子が生まれ、彼女の手の中に、一冊の本が出現する。

　魔精霊〈シェヘラザード〉の精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ──〈千億の夜と百億の昼アルフ・ライラ・ワ・ライラ〉だ。

　開いた本の頁ページから光が溢あふれ、真っ黒な煙の姿をした精霊〈煙魔獣ガスクラウド〉が召喚された。

〈煙魔獣ガスクラウド〉はあっというまに膨れ上がり、炎の矢を喰くらい尽くす。

〈千億の夜と百億の昼アルフ・ライラ・ワ・ライラ〉は、本に収められた無数の精霊を召喚する精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエだ。高位の精霊を召喚することはできないが、その対応力は幅広い。

「ほう、面白い精霊じゃねえか──」

　ジオ・インザーギが興味深そうに呟つぶやいた。

「親衛隊が相手では、足止めにもなりません」

「いや、それで十分だ。そいつは、俺の能力と相性がいい」

「……え？」

　ジオ・インザーギは不敵に嗤わらうと、身に纏まとう外がい套とうを脱ぎ捨てる。

　筋肉質な浅黒い肌と、彼の全身に刻まれた、不吉な紋様が露あらわになった。

「なにをするつもりですか？」

「黙って見てろ──」

　次の瞬間、全身に刻まれたその紋様が、一斉に禍まが々まがしい輝きを放つ──

「……っ、まさか、呪装刻印!?」

　サラディアは目を見開き、悲鳴のような声を上げた。〈呪装刻印〉の移植は、ランバール戦争後の国家間の条約により禁止されている。

　否いな、そんなことよりも、真に驚くべきは──

「な、なぜ、男であるあなたが〈神威カムイ〉の輝きを──」

「はっ、んなもん、決まってんだろ──俺が〈魔王の後継者〉だからだ」

　ジオ・インザーギは獰どう猛もうな笑みを浮かべて言った。

「な、なんだあの男は──」「馬鹿な、〈呪装刻印〉だと!?」「精霊使いなのか!?」

　親衛隊はおのおの〈精霊魔装〉の武器を構え、警戒した様子で二人を取り囲んだ。

「……もう逃げられませんね」

　サラディアは唇を強く嚙かんだ。この人数相手では、絶対に勝ち目はない。

　だが──

「なあ、お姫様よ。あんたのその本は、精霊を無限に召喚できるのか？」

　目の前の男は、真紅の目を爛らん々らんと輝かせ、口もとにはかすかな笑みさえ浮かべていた。

「ええ、私の〈神威〉が尽きぬ限りは、ですが──」

　サラディアの答えに、ジオ・インザーギはふんと鼻を鳴らし、

「よし、その精霊どもを、俺おれの〈呪装刻印〉に憑ひよう依いさせろ」

「は？」

　サラディアは思わず、耳を疑った。

「そ、そんなこと、どうやって──」

「〈魔装具アミユレツト〉に精霊を封印するのと同じ要領だ。さっさとしろ、連中に連れ戻されたくなければな──」

「……っ、わ、わかりました！」

　たしかに、問答している場合ではない。サラディアはわけもわからぬまま、それぞれ属性の異なる八体の精霊を召喚した。

　真紅の輝きを放つ腕の〈呪装刻印〉に手を触れ、その精霊たちを封印する。

「ああ、いいぜ……ずいぶん懐かしい感覚だ──」

（……この男、なにをするつもりなの？）

　と、サラディアは訝いぶかしげに男を睨にらむ。

「──見せてやるよ、お姫様。〈魔王〉の力の片へん鱗りんってやつをな」

　ジオ・インザーギは不敵に笑うと──

　次の瞬間、地面を蹴り、二人を取り囲む親衛隊の輪の中に飛び込んだ。

（……っ!?）

　剣閃が閃ひらめき、血ち飛沫しぶきが舞った。

　最初、サラディアには、何が起きたのか理解できなかった。

　ジオ・インザーギが、その手に剣精霊を顕現させ、親衛隊の一人を一瞬で斬り伏せたのだと気付くのに、数秒の時間を要した。

「はっ、死にたいやつは、さっさと前に出な！」
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　その間にも、彼は精霊を次々と顕現させ、親衛隊の中に斬り込んでいく。

　その修羅の如ごとき戦い方に、サラディアは戦慄した。

（……っ、まさか、精霊たちを使い捨てにするなんて！）

　精霊使いであるサラディアからすれば、許し難がたい戦い方だ。だが、白刃を閃ひらめかせ、返り血を浴びて戦う凄せい絶ぜつな男の姿に、どこか魅せられているのも確かだった。

（……まさか、あの男、本当に〈魔王〉の後継者だというの？）

　そんな恐るべき想像に、サラディアは思わず、身を震わせた。
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　夜明け前。カミトたちを乗せた飛空艇〈レヴァナント〉は、山脈の中腹にぽっかりと口をあけた〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉の大空洞に着艦した。

　教国の領空に入っても、迎撃のための軍船が出てくることはなく、カミトたちはかえって拍子抜けしてしまった。先の内乱のせいで、国境の軍隊がまともに機能していないというのは、どうやら本当のようだ。

　リリィと機関技師のヴィヴィアン・メローサ、それに〈教導院〉の双子を船に残し、カミトたちは船を降りた。

「さっきのオトーフ料理、本当に火を噴くかと思ったわ……」

　真っ赤になった舌を出しながら、クレアが言った。

「わたくしも、あの辛さはちょっと予想外でしたわ」

「でも、不思議と手が止まらなくなる辛さだったわね」

「うむ、ふと気付くと、いつのまにか食べ終えていたな」

「ミュアは辛すぎて食べられなかったわ……」

　クレアたちが話題にしているのは、リンスレットの作った激辛料理のことだ。もちろん、カミトも食べたが、たしかに火を噴くほど辛く、しかし、なぜか妙に旨うまかった。

　いまは剣の姿になっているエストも、異国のオトーフ料理の味に満足したようだ。

（……にしても、結局、〈魔王〉に関するめぼしい資料は、見つからなかったな）

　船のタラップを降りながら、カミトは胸中でひとりごちる。

　あのあと、カミトとクレアは、ルビアの書しよ架かにある本を片っ端から読み漁あさったのだが、記されていたのは、ほとんど伝説めいた逸話の数々でしかなく、〈古代精霊語ハイエンシエント〉で記された禁書は、さすがのクレアでも、完全に解読することはできなかったのだ。

（まあ、詳しいことは、またルビアに聞けばいいか……）

　と、そう結論する。

「──皆様、お待ちしておりました」

　船を降りた一行を、革の戦闘服に身を包んだ幼い少女が出迎えた。

　シスカという、ルビアが育てていた〈教導院〉の遺児の一人だ。レヴァナントに初めて乗り込んだとき、ルビアのもとへ案内してくれたのも彼女だった。

「マスターのところへ案内します。ついてきてください──」

　と、少女は無表情にそう言って、大空洞の奥へと歩き始めた。
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　シスカに案内され、カミトたちは広大な〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉の中を進んだ。

「こ、こんどは、下着を脱げとか言われないでしょうね……」

「いや、その心配はないと思うぞ」

　不安そうに足をもじもじさせるクレアに、カミトは言った。

　……というか、あんな習慣のある国は、ドラクニアだけであって欲しい。

「ミュアの下着は縞しま模も様ようよ、兄様♪」

　ミュアがカミトの手を握り、身体をぴたっと寄せてくる。

「ミュ、ミュア!?」

「ちょ、ちょっと、あんた、なにしてるのよ！　離れなさいよね！」

「嫌よ、兄様は私のものなんだから」

　クレアに向かってべーっと舌を出すミュア。

「──お二人とも、静かにしてください」

　前を歩くシスカが振り向き、無表情に二人を注意した。

　基地の中に人の姿はあまり見当たらない。同じ山脈に築かれた軍事要塞でも、天然の空洞を生かしたドラクニアの〈竜岩城ストロング・ホールド〉とは、かなり趣が違う。こちらは床も天井も、無機質で平へい坦たんな石壁に覆われ、なんだか息苦しい感じがする。

　と、カミトの横を歩くエリスが、ぽつりと呟つぶやいた。

「この雰囲気、なんとなく、ガドの鉱山を思い出すな」

「ああ、確かに……」

　オルデシアの廃はい坑こう都市ガドは、あの戦略級軍用精霊〈ヨルムンガンド〉が封印廃棄されていた土地である。エリスにとっては、あのジオ・インザーギに敗北し、仲間のラッカとレイシアを負傷させてしまった、苦い記憶のある場所だ。

「ジオ・インザーギか。あいつも〈魔王〉がどうとか言ってたな──」

「とんだ偽にせ物ものだったけどね」

　と、クレアが肩をすくめる。

「そういえば、義あ姉ね上は、あの男と同じ〈バルサス監獄〉に収監されたのでしたね」

　エリスが訊たずねると、前を歩くヴェルサリアは短く頷うなずき、

「ああ。あの男は、牢ろうの中でずっと、自分は〈魔王〉の後継者だと主張していた。無論、誰も相手にすることはなかったが──」

　ふと、思い出したように呟く。

「たしか、〈紅蓮卿カーデイナル〉が監獄を襲しゆう撃げきしたおりに、あの男も脱獄したのだったな」

「なんですって？」「義姉上、それは本当ですか!?」

　クレアとエリスが同時に声を発した。

「ああ。〈紅蓮卿〉は、仲間に引き入れようとしたようだが、あの男、約束を即座に反ほ故ごにして逃亡したのだ」

「そんな──」

「あの女、妙に甘いところがあるのよね……」

　と、ミュアが呆あきれたように言う。

「面倒なことにならないといいけどな……」

　あの自称〈魔王の後継者〉ジオ・インザーギは、〈魔王〉の力を宿したカミトに、異様な執着心を燃やしていた。放ほうっておけば、なにをしでかすかわからない。

　──と、そのときだ。

「大丈夫よ。カミトに関する一切の記憶は、私が封印しておいたわ」

　ふわり、と黒い羽が宙を舞い、闇色のドレスを纏まとった少女が虚空に姿を現した。

　魔剣の姿で休んでいたレスティアだ。

「オルデシアの騎士団に、私やあなたのことを喋しやべられたら困るでしょう？」

「……まあ、それなら安心か」

「ところで、ミュア・アレンスタール──」

　と、レスティアの黄昏たそがれ色の瞳がミュアを睨にらんだ。

「なによ、闇精霊」

「いったい、誰の許可を得てカミトの手を握っているのかしら。右手は聖剣さんに貸してあげているけど、あなたに左手の占有権を許可した覚えはないわ」

「うるさいわね、〈愚者の万力〉で捻ひねり潰つぶすわよ？」

　ミュアも負けじとレスティアを睨にらみ返す。

「お、おい、二人とも……」

　一触即発状態の二人を、カミトはあわてて止めようとする。

　この二人はカミトが〈教導院〉にいた頃から、なぜか折り合いが悪く、本拠地である〈岩窟城〉を破壊するほどの喧けん嘩かを頻繁にしていたのだ。

「あら、ずいぶん大きな口を叩たたくようになったものね、ミュア・アレンスタール。昔は真夜中にトイレに行くのが怖くて、しょっちゅうおねしょしていたくせに」

　レスティアの口にした、その言葉に──

「……っ!?」

　ミュアの顔色がみるみる真っ青になる。

「……な、な、や、闇精霊……な、な、なんでそんなこと、を……」

「ふふ、私はなんでも知ってるわよ。ほかにも、いろいろな秘密をね──」

　余裕たっぷりの微笑を浮かべるレスティア。

「……あ、う……ち、ちがうのっ、ちがうのよ、兄様、ミュアはおねしょなんて──」

　ミュアは涙目になって、必死に否定する。

「あ、ああ、そうだな……」

　カミトはあさってのほうへ目を逸そらした。

　じつは、カミトは粗相をしたミュアのシーツや下着を、何度も洗ったことがあるのだが、本人は気づかれていないつもりのようだ。

「幼い頃の話だろう？　べつに恥ずかしいことではないと思うぞ」

　ミュアのことが可哀かわい想そうになったのか、エリスが慰めるように言った。

「そうですわ、クレアも九歳の頃までおねしょしていましたし」

「そ、そうなの？」

「ちょ、ちょっと、リンスレット!?」

　思わぬところで秘密をバラされたクレアが、あわててリンスレットの口を塞ぐ。

「皆様、静かにしてください──」

　シスカが振り返り、冷たく言った。
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　カミトたちは更に奥へと進み、風の〈精霊鉱石〉の力で動く昇降装置に乗り込んだ。

　ヴンッ──という音と共に、足もとの床が下降する。これは最新の精霊機関の導入されている〈アレイシア精霊学院〉にもない装置だった。

「どこへ向かってるんだ？」

「地下の大集会場です」

　シスカが無表情に答える。

　やがて、奇妙な浮遊感が消え、昇降装置の扉が開いた。

　その瞬間、一行の目に飛び込んできたのは──

「……っ!?」

　巨大な円形闘技場のような空間に集った、数千人にもおよぶ大群衆であった。

　そのほとんどが、灰色の外がい套とうを身に纏まとった、老人や子供たちだ。

「これは……」

　カミトが絶句していると──

「シェーラ・カーンに迫害され、モルデスに逃れてきた難民たちだ」

　ヴェルサリアが、ひしめき合う群衆を見下ろしながら言った。

「反乱軍とは名ばかりの、烏う合ごうの衆だな──」

「ルビア様は、ここで一体なにを……」

　と、フィアナが訝いぶかしげに眉をひそめた、そのときだ。

『──僭せん主しゆシェーラ・カーンは、魔王の都である〈ゾハール〉を牛耳り、悪逆非道の限りを尽くしている。だが、その偽りの支配は、まもなく潰ついえるであろう！』

　不意に、聞き覚えのある凜りんとした声が、地下の大空間に響き渡った。

「ね、姉様!?」

　クレアが驚きの声を上げる。

　クレアの見つめる視線の先、集まった無数の群衆の中心に、彼女はいた。

　燃えるような紅ぐ蓮れんの髪を翻ひるがえす、鬼神の仮面の姫ひめ巫み女こ。

　純白の儀式装束に身を包んだ、ルビア・エルステインだ。

『──来るべき刻ときは近い！　今こ宵よい、この〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉に、我々が千年の間、その降臨を待ち続けていた真の〈魔王〉が復活なされるのだ！』

　お、おおおおおおおおおおおおおおおおっ──！

　怒ど濤とうの如ごとき群衆の大歓声が、地下の大空間を震わせた。

『──いまこそ、〈魔王〉の帰還を祈れ、虐げられし〈魔王教団〉の信徒たちよ！』

　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！

　熱狂的な歓声は、大きくうねる波となって、モルデスの岩山に響き渡る。

「……あ、あいつ、何を言ってるんだ？」

　……カミトたちは、ただ呆ぼう然ぜんと、その光景を見下ろした。
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　そのルビアの大演説のあと、魔王教団の集会は解散し──

　カミトたちは大空間の更に地下の階層にある、会議室のような広間に案内された。

　カミトたちを案内したあと、早々に立ち去ってしまったシスカの話によれば、そこはランバール戦争時代、参謀本部として使われた場所であるらしい。

　分厚い石壁で覆われた広間は防音性が高く、また、封絶の魔術が刻印されているため、諜ちよう報ほう型軍用精霊の侵入を阻むことができるという。

　カミトたちは中央の長テーブルを囲むように着席し、ルビアが来るのを待った。

　レスティアはまた魔剣の姿に戻って待機し、ミュアなどは、テーブルに突っ伏して寝てしまっている。どんな場所でもすぐに睡眠がとれるというのは、〈教導院〉出身者であれば、誰もが有しているスキルだ。

「姉様、一体、なにをするつもりなのかしら……」

　と、クレアが不安そうな顔で呟つぶやく。

　……まあ、不安になるのも無理はない。先ほど演説していたルビアは、カミトたちの知るルビアとは、まるで別人のようだった。

「……なんか、魔王の復活がどうとか言ってたが、あれはどういう意味なんだ？」

「ここに集った難民たちは、シェーラ・カーンに迫害された、異端の〈魔王教団〉の信徒たちだ。〈紅蓮卿カーデイナル〉は、その信仰心に訴えるつもりなのだろう」

　と、ヴェルサリアがそんな推測を口にする。

「じゃあ、〈魔王〉の復活云うん々ぬんってのは、ただのハッタリなのか……」

「どうかしら、ね──」

　フィアナは指先を顎にあて、言葉を濁した。

「たとえば、〈反はん魂こんの術〉を使って、本当に〈魔王〉を蘇よみがえらせるとか──」

　彼女の呟いたその言葉に、カミトはハッとする。

（……そういや、ルビアは前に〈魔王の落とし仔ネペンテス・ロア〉を蘇らせたことがあったな）

　いまとなっては随分昔のことに思える、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の予選でのことだ。

　彼女は禁呪指定の魔術である〈反魂の術〉を使い、〈魔王〉の力を受け継いだ怪物、ネペンテス・ロアを復活させた。魔王の失敗作ともいえるその怪物は、たった一体で、ミラ・バセットの所属するロッソベル公国のチームを壊滅させ、〈チーム・スカーレット〉の陣地に破壊し尽くしたのだ。

「でも、いくらルビア様でも、〈魔王〉本人を復活させるなんて、そんなこと、できるはずがありませんわ」

「そうよ。魔王の遺体なんて、どこに消えたのかもわからないんだし」

「ええ、わかってるわ。あくまで、可能性の話よ──」

　と、フィアナが肩をすくめて首を振った、その時だ。

「──待たせたな」

　広間の扉が開き、ルビアが姿を現した。

「……っ！」

　その場の全員が、一斉にルビアのほうを向く。

　彼女は先ほどの姫ひめ巫み女こ姿ではなく、教国の軍服に着替えていた。

　あの鬼神を模した面も外し、素顔をさらしている。

　ルビアは議長席に着席すると、全員の顔を見回し、静かに口を開いた。

「まずは、ドラクニアでの合流を果たせなかったことを詫わびよう。ここ数日で、教国の情勢が大きく変わり、先にこの都市を掌しよう握あくする必要があったのでな──」

「さっきの様子を見るに、掌握は成功したみたいだな」

　と、カミトが言う。

「ああ、難民を率いる〈魔王教団〉の幹部とは、すでに話をつけてある。連中はサラディア・カーンの救出を条件に、正統オルデシアとの同盟を承諾した」

「……さすがだな」

　カミトは内心で舌を巻きつつも、ルビアを鋭く睨にらみ、

「──けど、魔王の復活なんて、偽りの希望を騙かたるのは、どうかと思うぞ」

　と、先ほどから胸にわだかまっていた疑念を口にした。

　あの大勢の難民たちはみな、ルビアの演説に聴き入っていた。

　彼らは、救世主である〈魔王〉の復活を、本気で信じているのだ。

　反乱軍を味方につけるためとはいえ、その信仰心を利用するようなルビアのやり方は、どうにも気に入らなかった。

　クレアたちも、それは同じ気持ちのようだ。

　だが、ルビアは、カミトの視線をまっすぐに受け止めて──

「私は、偽りの希望を騙ったつもりはない」

　と、そんなことを口にする。

「……？」

　カミトは訝いぶかしむような視線を彼女に向け、

「まさか、本当に、魔王スライマンが復活するとでもいうのかよ？」

「違う──」

　ルビアは首を横に振り、静かに告げた。

「──魔王はここにいる」

「……は？」

　その場にいた全員が、耳を疑った。
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　──魔王はここにいる。

　ルビアの口にしたその言葉の意味を、カミトはすぐに理解することになった。

「……で、これはなんだ？」

　シスカがテーブルの上に運んできたそれを見て──

　カミトはルビアに半眼で訊たずねた。

　血のように真っ赤な色をした外がい套とうと、無数の棘とげの装飾のついた肩当て。

　魔獣の姿を彫り込んだ漆黒の鎧よろいに、絡みつく蛇の形を模した錫しやく杖じよう。そして極めつけは、眼がん窩かに真紅の精霊鉱石を嵌はめ込んだ、不気味な髑どく髏ろの仮面であった。

「説明が必要か？」

「……ああ、念のため、な」

　こめかみを押さえつつ、カミトは唸うなった。

　……もっとも、答えを聞くまでもなく、なんとなく予想はついているのだが。

「お前が〈魔王〉になれ、カゼハヤ・カミト」

「断る」

　カミトは即答した。

（……やっぱり、予想通りじゃねーか！）

　だが、ルビアは表情ひとつ変えることなく、言葉を続けてくる。

「なにが不満だ。仮面のデザインか？」

「違う。いや、それもあるが……そうじゃねえ。──って、ひょっとして、この衣装、全部お前が作ったのか？」

「そんなことはどうでもいい。では、なにが不満だ？」

「……なにもかもだ。なんで俺おれが〈魔王〉になるんだよ！」

　カミトは嚙かみつくように抗議した。

「そうよね、カミト君は、もう〈夜の魔王〉よね」「ええ、いまさらよね……」「ですわね」「うむ、カミトはすでに魔王だろう」

　などという会話が背後で聞こえてくるが、それは無視する。

「それが、難民たちを一致団結させるのに、最も効果的な方法だからだ」

　と、ルビアは冷徹な声で言った。

「……！」

「シェーラ・カーンに迫害され、故国を追われた〈魔王教団〉の信徒たちが、この〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉に集結している。彼らはいずれ近いうち、シェーラに対して反乱の狼煙のろしを上げることになるだろう。だが、魔王教団も一枚岩ではない。烏う合ごうの衆である彼らをまとめあげるには、〈魔王〉という、誰もが認める旗印が必要なのだ──」

「……けど、それは偽にせ物ものの〈魔王〉を仕立て上げて、騙だますってことだよな？」

　言って、カミトはルビアを鋭く睨にらんだ。

「お前が、あの〈魔王〉スライマンと同じ、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を宿した者だということは、偽りではなく真実だ」

「詭き弁べんだな。俺は魔王スライマンじゃない。百歩譲って、難民たちをまとめる象徴が必要なんだとしても、それこそ、その役目はあんたがすればいいことだろ。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉でレン・アッシュベルを騙かたったようにな」

　と、カミトはそんな皮肉を口にした。

「男の精霊使いであるお前でなくては、教団の信徒は〈魔王〉を認めはすまい」

「それは──」

　反はん駁ばくしようと口を開きかけたカミトは──

　ふと、あることに気付き、口をつぐんだ。

　カミトをまっすぐに見つめるルビアの瞳が、ほんのかすかに、揺れていたのだ。

「カゼハヤ・カミト、お前は、あの夥おびただしい数の群衆を見たか？　故国を追われ、虐げられた民たちを──」

「ああ……」

「あの者たちはすべてを失った。土地や財産だけではない、生きる希望さえも。いまのあの者たちには、救いとなるべきものが必要なのだ」

「理屈はわかるが、しかし……」

「魔王としてあの者たちの上に君臨しろ、とは言わん。〈魔王〉がこの地に復活したのだということを、知らしめるだけで十分だ。たとえ偽りの希望であったとしても、希望さえあれば、人は生きることができる──」

　そのとき、カミトはルビアの瞳の奥に揺れる感情に、ようやく気がついた。

（……なるほど。本心はそれ、か）

　彼女は、あの難民たちに、〈火の精霊王〉の災禍によって故郷を焼け出された、エルステイン領の民を重ねているのだ。あのとき、〈火の精霊姫〉であるにもかかわらず、救えなかった大勢の民に、いまも引き裂かれるほどの責任を感じているのだろう。

　カミトは沈黙したまま、あの夥おびただしい数の群衆の姿を思い出した。

　彼らは、ルビアの説く魔王の復活を強く信じていた。

　それは、彼らが魔王教団の信徒だからというだけでなく、彼女の語る言葉の奥にある、痛切なまでの想おもいを感じとったからなのだろう。

「……」

　カミトは、深い溜ため息いきをつくと──

「……あの難民たちの前で、魔王を演じるだけでいいんだな？」

　と、口を開いた。

「カミト!?」

　背後でクレアが驚きの声を上げる。

「ああ、それ以上は望まない」

　ルビアはカミトの視線を受け止め、頷うなずいた。

「……わかった」

　と、カミトは魔王の仮面を手に取り、言った。

「──一度だけだ。一度だけ、俺おれが〈魔王〉になってやるよ」
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　──と、そんなわけで。

　魔王を演じることには同意したカミトだが──

「カミト君、魔王役、がんばってね」

「あんた、たまにほんとの魔王みたいになるし、きっと大丈夫よ」

「うむ、いつものあの感じで振る舞えば、いいと思うぞ」

「自然体ですわ、カミトさん」

「……どういうことだよ」

　魔王の衣装を両手に抱えたまま、カミトは半眼で呟つぶやいた。

　……不気味な髑どく髏ろの仮面を見ていると、今更ながら、後悔の念がこみ上げてくる。

　そんな他ひ人と事ごとなクレアたちに、ルビアは言った。

「他人事ではないぞ。お前たちにも役を用意してある」

「……え？」

　クレアたちは一瞬、凍り付いたように固まり、顔を見合わせた。

「……わ、わたくしたちも、ですの？」

「そうだ。お前たち四人は、〈魔王〉の寵ちよう姫きを演じてもらう」

　突然、聞かされたルビアの言葉に──

「ええええええええっ！」

　クレアたちは悲鳴のような声を上げた。

「ルビア様、そ、それは、どういうことですか？」

「魔王スライマンは、多くの寵姫を侍はべらせていた伝承がある。お前たちがいたほうが、当然、魔王復活の信しん憑ぴよう性せいが増すはずだ」

　訊たずねるフィアナに、ルビアは表情ひとつ変えず、そう答えた。

　……たしかに、彼女の書斎にあった歴史書には、魔王スライマンに仕える大勢の寵姫の姿が描かれており、中にはあられもない姿で描かれたものもあった。

　飛空艇の中で見た本を思い出したのか、クレアがカアッと頰ほおを赤らめる。

「いや、そんなの、だめに決まってるだろ！」

　カミトはあわてて言った。彼女たちは誇り高い、名家のお嬢様たちなのである。役とはいえ、魔王の寵姫になどなるはずが──

「し、仕方ないわね……」「仕方ないですわね」「うむ、たしかに、魔王の寵姫の役は必要かもしれないな」「ええ、リアリティは大事よね」

　……あれ？　なんだか、みんな乗り気なんだが……

　ルビアは短く頷うなずくと、

「衣装は四人分、別の部屋に用意してある。着替えてくるがいい」

「お、おい……」

　カミトが抗議の声を上げるが、クレアたちは完全にやる気のようだ。

　と、部屋の隅でこほん、と咳せき払ばらいの音が聞こえた。

　見れば、ヴェルサリアがアイスブルーの瞳で、ルビアを冷たく睨にらんでいる。

「なんだ？　ヴェルサリア・イーヴァ」

　いいぞ、とカミトは期待した。

　生真面目な彼女なら、きっと反対してくれるに違いない。

　だが、彼女が口にしたのは──

「その、私は、いいのか……？」

　予想の斜め上をいく言葉だった。

「なっ、ヴェルサリア!?」

　カミトは思わず、そんな声を出してしまう。

　……たしかに、先ほど、ルビアは「お前たち四人」と言った。

　つまり、魔王の寵ちよう姫きの中に、ミュアやヴェルサリアは含まれていないということだ。

　まさか、年齢制限があるというわけでもあるまいが──

「ヴェルサリア・イーヴァ、お前も魔王の寵姫になりたいのか？」

「……っ、そ、そんなわけないだろう！」

　ルビアの問い掛けに、ヴェルサリアは激しく首を振った。

「た、ただ、確認しておきたかっただけだ。ファーレンガルトの騎士であるこの私が、たとえ演技とはいえ、そのような破は廉れん恥ちなことをするものか」

「あの、義あ姉ね上、私はべつに破廉恥なことをするわけでは……」

　エリスが小声で抗議する。

「ヴェルサリア、お前はこの〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉の研究施設で、ヴィヴィアン・メローサによる調整を受けて貰もらう。〈レヴァナント〉の設備では十分な調整ができなかったが、ここは軍事施設だ。あの女なら、〈城砦精霊ジヤガーノート〉の出力を安定させることができるだろう」

「……そ、そうか。承知した」

　普段の氷のような顔つきに戻り、頷うなずくヴェルサリア。

　……少し残念そうに聞こえたのは、気のせいだろうか。

　それから、ルビアは、テーブルに突っ伏して眠るミュアのところへ近寄ると、

「ミュア・アレンスタール──」

　と、首根っこをつかまえた。

「……ふあ？　な、なに？」

　すぅすぅ眠っていたミュアが、ハッと目を覚まし、ルビアを睨にらむ。

「ちょっと、なにするのよ？」

「お前とリリィには、特別任務を与える。教国の首都〈ゾハール〉の偵察、及びサラディア・カーンの居場所の捜そう索さくだ」

「えー、また偵察任務？　もっと兄様と遊びたかったのに……」

　ミュアは不満そうに唇を尖とがらせた。

「なんのためにお前たちを〈聖国〉から連れ戻したと思っている。サラディア救出任務の成否は、すべてお前たちの働きにかかっているのだ」

「……い、痛っ、わかった、わかったわよ、頭をグリグリしないで！」

　ミュアは涙目で叫んだ。……あれはかなり痛そうだ。

「あれは姉様の必殺技よ、子供の頃、一度だけ受けたことがあるわ」

　隣に座るクレアが、額に冷や汗を浮かべて囁ささやく。

「へえ、姉妹喧げん嘩かとかしてたんだな」

「ええ、姉様が大切に育てていた桃の木を、間違えて消し炭にしちゃったの」

「……それはお前が悪いな」

　ルビアの手から解放されたミュアは、フラフラとカミトのところまで来ると、

「兄様、ちょっと行ってくるわ。戻ってきたら、またミュアと遊んでね」

「ああ、頼んだぞ」

　カミトはミュアの頭を撫なでるように、ぽんと手をのせる。

「ふあ、兄様……」

　ミュアは幸せそうに目を細め、会議室を出て行った。

「では、本日の夕刻に〈復活の祭儀〉を執り行う。各員、それまでに準備をしておけ」

　ルビアが厳かな声で告げると、会議は一度、解散になった。
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　クレアたちと別れたカミトは、会議室の上の階層にある、将校の居室に案内された。

　将校の居室といっても、長年使われていない、ほとんど倉庫のような部屋である。

（……やれやれ、これに着替えるのか）

　嘆息しつつ、カミトは埃ほこりっぽい部屋のクローゼットに学院の制服をかけ、魔獣の顔の彫刻された漆黒の鎧よろいを身に着けた。

　血のような真紅の外がい套とうを羽織り、尖せん端たんの尖とがったブーツを履く。

　最後に、あの髑どく髏ろを模した不気味な仮面を、すっぽりと被った。

（視界はさえぎられると思ったが、意外と見えるもんだな……）

　髑髏の目の部分には、赤く輝く〈精霊鉱石〉が嵌はめ込まれており、暗い場所でも視界が聞くように〈暗視ナイトビジヨン〉の魔術がかかっているようだ。また、外套の下に着込んだ鎧も案外と軽く、着心地は思ったより悪くない。

（……で、これが俺おれの台本か）

　カミトは、綴とじ紐ひもでくくられた紙束を、机の上に放ほうり投げた。

　台本はルビアの用意したものだ。魔王研究の歴史的資料にもとづき、魔王スライマンが実際に口にしたであろう発言などがまとめてあるらしい。

（その歴史的資料ってのが、どうにも眉唾な気がするんだが……）

　そんな疑念を抱きつつ、カミトは台本をぺらっとめくる。

「えーと、我は千年の刻ときを越えて蘇よみがえりし、〈魔王〉スライマン──」

　最初の頁ページの台詞せりふを読み上げた、その瞬間。

　仮面の口の部分から、ふしゅーっと真っ黒な煙が噴き出した。

「……っ、な、なんだこれ!?」

　カミトはあわてて仮面を脱ぎ捨てた。

　髑どく髏ろの仮面は床にあたって跳ね返り、煙を噴き出しながら、くるくると回転する。

「……そんな仕掛けまであるのかよ」

　と、カミトが呆あきれたように呟つぶやいた、そのとき。

「ふふ、なかなか似合ってるわよ、カミト……ふ、ふふ、ふふふ……」

「……!?」

　振り向くと、いつのまにか人間の姿に戻ったレスティアが、ベッドの上で羽を散らしながら、可愛かわいらしく笑い転げていた。

「……っ、お、おまえな……一応、真面目にやってるんだぞ」

　カミトが憮ぶ然ぜんとして抗議すると、

「ふふ、ごめんなさい。でも、その姿が、あまりにおかしかったものだから──」

「……そ、そんなにおかしいか？　ルビアの書斎にあった本だと、〈魔王〉の姿はまあ、大体こんな感じだったぞ」

　多少の差異はあれど、魔王は大体このような姿で描かれていたはずである。

「たしかに、その血のような色の外がい套とうはよく身に着けていたわね。でも、彼はそんな髑髏の仮面はつけていなかったし、煙も吐き出さなかったわよ──」

　ベッドの上でくすくすと笑うレスティア。

（……!?）

　と、その瞬間。

　カミトは今更ながら、ある重大なことに気がついた。

（……っ、そうか、レスティアは〈魔王〉の──）

　そう、レスティアは、かつて〈魔王の佩はい刀とう〉と呼ばれた存在だった。故にこそ〈教導院〉の老人たちは、彼女を〈魔王の後継者〉であるカミトの教育役に付けたのだ。

　──なぜ、今の今まで気付かなかったのか。

　本来であれば、歴史書を調べるより先にしておくべきことだ。

〈魔王〉のことは、彼女が一番、よく知っているはずだというのに──

　カミトはごくりと息を吞のみ、

「なあ、レスティア──」

　と、切り出した。

「なに、カミト？」

「〈魔王〉スライマンのことを、教えてくれないか？」

　すると、ベッドに腰掛けたレスティアは小首を傾かしげ、

「……どうして、彼のことが知りたいの？」

　黄昏たそがれ色の瞳で、カミトを見つめてくる。

　カミトはわずかに視線を逸そらし、

「……それは、これから魔王を演じるわけだし、参考にしたくて──」

　そんなごまかしの言葉を口にした。

　そう、ごまかしだ。千年前の〈魔王〉に興味があるのは事実だが、それだけではない。素直に言ってしまえば、かつて、自分と同じように彼女を使役したという男のことが、気になったのだ。

（……子供じみた対抗心、だよな）

　カミトは胸中で自嘲気味に苦笑する。あるいは、そんな無意識の嫉しつ妬と心が、〈魔王〉のことを直接彼女に尋ねることを避けていたのかもしれない。

　と、そんなカミトの胸中を、見透かしたのかどうか──

　レスティアはくすっと微笑して、

「──そうね。もちろん、人間の歴史書なんかよりは、詳しいと思うけれど、じつのところ、彼のことは、私もよく知っているわけではないのよ」

「……え？」

　その意外な返答に、カミトは思わず、訊きき返した。

「でも、〈教導院〉の連中は、お前のことを〈魔王の佩はい刀とう〉だって──」

「ええ、私が〈魔王〉に使役されたことは事実よ。けれど、それはあの男の〈契約精霊〉としてではなく、あくまで、力ある道具としてだったわ」

「……〈契約精霊〉じゃない？」

　カミトは耳を疑った。

「ええ、そうよ──」

　と、レスティアは首肯して、

「私は魔王の〈契約精霊〉ではなかった。いえ、私だけではないわ。伝承では、彼は七十二の精霊を使役したとされているけれど、実際には精霊契約を結んだのではなく、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を使って、支配していただけなの──」

「……そう、なのか？」

　それは、たしかに、どの歴史書にも書かれていない事実だった。

　ある意味、ジオ・インザーギが〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉の力で、精霊たちを支配していたのと似ているのかもしれない。もちろん、その規模は桁違いだが──

　カミトはふと、左手の〈精霊刻印〉に目を落とした。

（……そうか。精霊契約を結んでたわけじゃないのか）

　彼女の話に驚きつつも、同時に、心のどこかで安あん堵どしていた。

「ふふ、どうしたの、カミト？」

　レスティアがくすりと微笑ほほえみ、カミトの顔を覗のぞき込こんでくる。

「……あ、いや、その──」

　カミトはあわてて首を振り、

「でも、レスティアには、〈魔王〉の覚醒を導く使命があったんじゃないのか？」

　と、頭に浮かんだ疑問を口にする。

　闇精霊レスティア・アッシュドールの本来の使命は、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力の転生した人間を覚醒させ、狂乱した〈精霊王〉を滅ぼすための暗殺者として導くことだ。

　魔王スライマンが、彼女をただの道具として扱ったのだとすれば、その使命はどうなったのか──

「──どうすることもできなかったわ。彼は私の言葉など聞かなかったもの」

　レスティアは肩をすくめ、首を横に振った。

「封印を解かれたときからずっと、私は武器として使役され、言葉を交わすことは許されなかった。彼は自らの意志で私の力を振るい、多くの精霊を滅ぼした──」

「……それじゃあ、魔王スライマンが大陸の征服に乗り出したのは、〈闇の精霊王〉の意志に支配されたから、ってわけじゃないのか」

「〈闇の精霊王〉の目的は、あくまで〈精霊王〉を滅ぼすことだもの」

　と、レスティアは言った。

「〈魔王戦争〉をはじめたのは彼自身の意志、あの男がなにを考えてあんな戦争を始めたのか、私にはわからない。〈魔王〉は、精霊に心の内を明かすことは決してなかった。あの男の本心を知るとすればそれは、彼女だけ、なのでしょうね──」

　レスティアはどこか遠くを見つめ、呟つぶやいた。

「……彼女？」

「魔王スライマンが契約し、心を許していた唯一の精霊よ」

「そんな精霊がいたのか？」

「ええ。けれど、その精霊も、魔王と共に永遠の眠りについたとされているわ。砂漠のどこかにあるという、〈魔王の墳墓ピラミツド〉でね──」

　レスティアは懐かしむような目をして、そう呟いた。
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〈魔蠍宮スコルピア〉の地下深くに存在する軍事施設、〈封印区画〉と呼ばれるその場所で──

　シェーラ・カーンは、側近のパルミラと共に数日間、籠こもり続けていた。

　正三角形のピラミッドのような空間の壁面には、〈古代精霊語ハイエンシエント〉によって紡つむがれた巨大な魔術方陣が描かれている。

〈封印区画〉というその名が示すように、頑丈な扉と、無数の結界により、厳重に封印された場所である。それほどまでに危険な存在が、その下には封じられていた。

　──都市精霊〈リヴァイアサン〉。

　ランバール戦争後の条約により、各国で封印廃棄された、七体の〈戦略級軍用精霊〉のうちの一体である。当時の公式な記録によれば、これが使用された最初の戦いで、小国の都市ひとつがわずか十七時間で滅亡したとされている。

　この空間は、それを制御するための魔術装置。千年前に、かの魔王スライマンが生みだした、〈魔王の心臓デモンズ・サーキツト〉と呼ばれる遺跡であった。

　魔王教団の仮面を着けた側近の姫ひめ巫み女こ、パルミラがシェーラに報告した。

「〈リヴァイアサン〉の接続準備が完了しました。稼働自体に問題はありません」

　ですが──と、彼女は続けた。

「なに？」

「制御に問題があります。このまま封印を解けば、おそらく暴走するでしょう」

「……ふぅん、それは困るわね」

　と、シェーラは思案するように顎に手をあてた。

「調整に時間がかかるの？」

「おそらく、半月ほどはかかるかと──」

「そう、しかたないわね──」

　シェーラは落胆の息を吐き、

「では、不完全なまま起動しましょう」

「……!?」

　平然と恐ろしいことを口にする主君に、パルミラは言葉を失った。

「お、恐れながら、教主様、この状態で〈リヴァイアサン〉を稼働させれば、少なくとも、〈ゾハール〉市内にいる数千人、いえ、数万人規模の民が犠牲になりますが──」

〈戦略級軍用精霊〉とは本来、訓練された精霊使いの集団が、数日にわたる大規模な儀式を行うことで、はじめてまともに運用できるものだ。制御に失敗した軍用精霊は、膨大な量の神威カムイを手当たりしだいに奪い尽くし、やがて自らも崩壊することになる。

　だが──

「──それが？」

　シェーラは赤い唇をにっと歪ゆがませ、嗤わらった。

「……シェーラ……様……？」

　パルミラは戦慄に身を震わせた。

　もとより、贄にえとして捧ささげるために、死を覚悟した姫ひめ巫み女こ数十人を用意していたが──

　彼女は、この〈ゾハール〉そのものを贄として捧げるつもりなのだ。

　正気の沙汰ではない。そんなことをすれば、たとえ〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉に集結した反乱軍を滅ぼすことができたとしても、〈教国〉そのものが瓦解してしまう。

「……なにとぞ……なにとぞ、お考え直しください、シェーラ様！」

　パルミラは──シェーラに幼少の頃から仕えてきた姫巫女の少女は、平伏して嘆願した。

　だが、シェーラ・カーンはくつくつと喉の奥で哄こう笑しようし、

「民も、この国も、どうでもいいのだよ、我々にとってはな──」

「……っ!?」

　パルミラはハッと顔を上げ、眉をひそめた。

　シェーラの口から漏れたその声は、まるで、複数の老人が一斉に喋しやべっているかのような、奇妙なものだったのである。

「シェーラ様、あなたは……いえ、お前は一体──」

　パルミラは素早く跳び下がり、主君と対たい峙じした。

　彼女の姫巫女としての直感が告げたのだ。

　シェーラ・カーンは、なにかよくないものに取り憑つかれている、と──

　パルミラは即座に印を切り、祓ふつ魔まの魔術を唱えようとする。

　が──

「愚か者が──」

「……あっ、ぐっ……！」

　シェーラ・カーンが指先をくるりと回すと──

　少女の首筋に、絡み付く蛇の紋様が現れた。

「……ふっ、ぐ……ぐ、う、うう……」

　紋様はだんだんと濃くなり、パルミラの細い首を締め上げる。

　彼女は苦く悶もんのうめき声を上げて、激しくのたうち回り──

　やがて、惨むごたらしく息絶えた。

「──お前が最初の贄だ。喜ぶがいい」

　シェーラ・カーン──否いな、彼女に憑ひよう依いした者たちが呟つぶやく。幼い頃から付き従ってきた家臣を殺したというのに、その顔にはおぞましい微笑が浮かんでいた。

　──と、そのとき。

「可哀かわい想そうに。その娘、あなたのお気に入りだったんでしょう？」

　シェーラ・カーンとパルミラの死体以外には、誰もいないはずのその空間に、可か憐れんな少女の声が響きわたった。

　一体、どのような方法で〈封印区画〉に侵入したのか──

　振り向けば、それはいつのまにか、そこに佇たたずんでいた。

　法と秩序を司つかさどる純白の聖服に、光り輝く黄金色の髪。

　右みぎ眼めは美しい紫紺ヴイオレツトだが、その左眼は眼帯に覆われている。

〈聖国〉の枢すう機き卿きよう──ミレニア・サンクトゥスであった。

「どこにでも現れるな、貴様は──」

「ええ、光の遍在こそが、私の属性だもの」

　ミレニア・サンクトゥスはくすっと微笑ほほえむと、息絶えたパルミラの亡なき骸がらに、死者の冥福を祈る〈聖国〉の印を切る。

「〈竜王バハムート〉の暗殺には、失敗したようだな」

「あの御お方かたの計画に支障はないわ。私を一人失ったのは痛手だったけれど──」

「ほう、計画？」

　シェーラ・カーンは興味深げに呟つぶやいた。

「あなたは関係のないことよ、シェーラ──いえ、ここは教主様と呼ぶべきかしら？」

「どちらでもかまわんよ、呼び方など、今の我々には意味のないものだ」

　魔女の赤い瞳が昏くらく輝く。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の行われた〈浮遊島ラグナ・イース〉で、シェーラ・カーンに憑ひよう依いしたもの──

　それは、太古より連綿と続く〈魔王教団〉教主たちの、怨念と妄執の塊、とでもいうべき存在である。彼らは教団に伝わる外げ法ほうの秘術によって、王家の姫ひめ巫み女この肉体に転生を繰り返し、歴史の陰で暗躍してきた。

　彼らの究極の目的は〈魔王〉の力を手に入れること──

　千年前は失敗した。だが、魔王の力を受け継ぐ者が再び現れた今、その力を喰くらい、自らのものとするために、亡者は蠢うごめきだしたのだ。

「して、ミレニア卿、〈魔王の墳墓ピラミツド〉に眠る〈棺ひつぎ〉は手に入れたのか？」

　と、重なる複数の声が殷いん々いんと響く声で問い掛けた。

「ルーリエが回収作業をしているわ。けど、すぐには無理よ」

　ミレニアは首を横に振り、

「さすがに、〈聖女〉の封印ね。学院で〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手に入れておけば、苦労はしなかったのでしょうけど──」

「回収を急ぐのだ。〈棺〉を手に入れれば、我々は目的の半分を果たしたことになる」

「ええ、わかっているわ。あなたはせいぜい、大陸を混乱させてちょうだい」

「貴様に言われるまでもない」

　シェーラに憑ひよう依いした者たちは、吐き捨てるように言った。

　ミレニア・サンクトゥスと、その背後にいる〈聖法機関デ・ゼツサント〉の目的は不明だ。

〈教国〉を支援することで、なんらかの利益を得るのではなく、この世界に混乱を引き起こすことそのものが目的に思える──

　だが、〈聖国〉の目的など、彼らにとってはどうでもいいことだ。

　利害が一致しているならば、その思惑を利用すればいい──

　シェーラ・カーンは、〈古代精霊語ハイエンシエント〉で記された魔術方陣に、一滴の血を垂らした。

「──この〈リヴァイアサン〉は、貴様の望み通りの結果をもたらすだろう」
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　結局、レスティアの話でも、〈魔王〉のことをあまり知ることはできなかったが──

　ともあれ、魔王の姿に扮ふんしたカミトは、本番前の練習をするため、停泊した〈レヴァナント〉に足を向けた。

　やはり、女の子の着替えは時間がかかるのか、会議室にはまだ、誰の姿もない。

（……しかたない、みんなが集まるまで、一人で練習するか）

　カミトは丸めた台本を手にすると、

「俺おれは魔王、俺は魔王……俺は世界を支配する魔王……」

　部屋の中を歩き回りながら、ぶつぶつと呟つぶやきはじめた。

「財宝も、女も、精霊も、この世のすべては俺のものなのだ、く、くはははは……！」

　棒読みの台詞せりふと乾いた笑い声が虚むなしく響く。

（……魔王スライマンは、本当にこんなことを言ったのか？）

　額に汗を浮かべつつ、カミトは首を傾かしげた。まあ、たしかに、一般に流布している〈魔王〉のイメージは、こんな感じではあるのだろうが──

「俺に逆らう者は皆殺しだ、がははははっ……は……って、なんだよこれ……」

　呆あきれたカミトがルビアの台本を投げ捨てようとした、そのときだ。

「カミト、台詞せりふはもう覚えたの？」

　と、そんな声がかけられる。

　ハッと声のほうを振り向くと、

「……クレ……ア!?」

　髑どく髏ろの仮面の下で、カミトは目を丸くした。

　そこにいたのは、ほとんど半裸のような格好をしたクレアだったのだ。

　肌の透けて見える薄衣に、小さな宝石が無数に嵌はめ込まれた、下着のようなドレス。精緻な刺し繡しゆうの施された腰布には大胆な切れ込みが入り、彼女の健康的なふとももが覗のぞいている。妖しく扇情的なその姿は、まさしく、ルビアの書斎で見た、あの〈魔王の寵ちよう姫き〉そのものであった。

　普段のクレアが絶対にしないであろう、そのとんでもない格好に──

「お、お前、その格好……」

　カミトは思わず、ドギマギしてしまう。

「……～っ、わ、わかってるわよ、あ、あんまり見ないで！」

　顔を真っ赤にしたクレアは、小ぶりな胸を両手で隠し、カミトをむっと睨にらんだ。

　……薄衣の下で、膝をもじもじさせるその姿が、なんとも悩ましく、可愛かわいらしい。

　カミトはあわてて首を振り、

「……いや、その、たしかに驚いたけど、すごく、綺き麗れいだと思う、ぞ……」

　そう素直な感想を口にすると、

「……っ、ふああっ、も、もう、なに言ってるのよ……」

　クレアはますます照れて、真っ赤になった。それから、

「あ、あんたは、似合ってないわね、魔王の格好……」

　と、照れ隠しのように、上目遣いに言ってくる。

「この格好が似合う奴やつなんて、そういないと思うぞ」

「……それもそうね」

　クレアは小さく肩をすくめると、胸をかき抱いたまま、部屋の中に入ってきた。

　……あの姿では、歩くのも恥ずかしそうだ。

「……そ、それで、台詞のほうは、大丈夫そう？」

「まあ、それほど多くはないし、なんとかなると思う──」

〈教導院〉の暗号を覚えるよりは、だいぶ楽だ。

　とはいえ、普段のカミトであれば、絶対にしないような言い回しの台詞が多く、それが身体に馴な染じむまでには時間がかかったが──

「お前のほうは、大丈夫なのか？」

「あたしを誰だと思ってるのよ。これでも学年首席なんだからね」

「……そうだったな。それじゃ、ちょっと練習してみるか」

「え、ええ、いいわよ……」

　こくっと頷うなずき、クレアは台本を手にカミトと向かい合った。

「な、なんだか、緊張するわね……」

「そうだな……」

　クレアは小さく咳せき払ばらいして、台本に目を落とす。

　そして──

「わ、わたしは、魔王様の忠節なる下僕。この身、この心は、すべてあなた様のもの」

　……完全に棒読みだった。さしもの優等生も、演技力はまだまだのようだ。

「ほ、ほら、あんたの番よ──」

「あ、ああ……」

　カミトはあわてて台本をめくり、

「そう、お前は俺おれのものだ。お前の心、お前の身体、すべて俺に捧ささげるがいい──」

「え、えっと……は、はい！」

　台詞を読み上げると、クレアはこくっと頷いた。

「……？　いや、違うだろ。そこは、姫ひめ巫み女ことしてのこの力、必ずや魔王様のお役にたててみせましょう──だろ？」

「……っ、あっ、そ、そそ、そうだったわね！」

　クレアは顔を真っ赤にして、あわてて言った。

　……緊張しているのか、どうにも調子が悪そうだ。

　と、そこへ──

「あら、二人とも、もう練習していますのね──」

　エリス、フィアナ、リンスレットの三人が部屋に入ってきた。

「……っ!?」

　カミトはまたしてもドキッとした。

　それぞれ、露出度の高い〈魔王の寵ちよう姫き〉の衣装に着替えた彼女たちは、ものすごく綺き麗れいで、普段の彼女たちとはまた違う魅力に溢あふれている。

　考えてみれば、〈チーム・スカーレット〉の女の子はみな、美少女の集うアレイシア精霊学院の生徒たちの中でも、ダントツにレベルの高い美少女たちなのだ。

　そんな彼女たちが、こんなにも扇情的な格好をしているのだから、これはもう、ドキドキするなというほうが無理というものだ。

「カミト君、わ、私たちのドレスどうかしら？」

「カ、カミト、その、あまりまじまじと見ないでくれ……」

「ええ、そんな風ふうに見られると、は、恥ずかしいですわ……」

　彼女たちは恥ずかしそうに顔を見合わせ、剝むき出だしの脚をもじもじと擦こすり合わせる。

「わ、悪い……」

　と、あわてて視線を逸そらすカミト。

「えっと、みんなは、台詞せりふのほうは大丈夫なのか？」

「もちろんよ」

「うむ、きちんと暗記してきたぞ」

「ふっ、完璧な女優であるわたくしに、台本など必要ありませんわ。わたくし、精霊に奉納する演劇祭で、主役をつとめたこともありますのよ」

　ふぁさっと髪をかきあげるリンスレット。

「リンスレット、あんたが魔王より目立ったら意味ないわよ」

「わ、わかっていますわ！」

　リンスレットが頰ほおを膨らませる。

「それじゃ、早速、練習を始めるか──」

「ええ」

　カミトたちは部屋の中央に集まり、練習を始めた。もっとも、カミトは彼女たちの魅惑的な姿が気になって、あまり集中できなかったのだが──
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　──〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉に夜が訪れた。

　地下の練兵場には難民たちが続々と集まり、その数は今や数千を超えている。

　誰もが、今こ宵よいこの地に復活すると予言された魔王の姿を、一目見るために集まった。

　魔王の復活は、彼らにとって、まごうことなき希望だったのだ。

　そんな、渦巻く熱狂の中心で──

　儀式装束を着たルビア・エルステインは、演説をしていた。

「──今宵、〈魔王〉スライマンは千年の眠りより覚め、真に正しき〈魔王〉の信徒である、お前たちのもとに復活するだろう──」

　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！

　練兵場を埋め尽くす群衆の大歓声は、〈魔王の拳〉全体を大きく揺るがした。

「カミト、そろそろ出番よ──」

「あ、ああ……」

　小声で囁ささやくクレアに、魔王の姿となったカミトは、緊張気味に頷うなずいた。

　練兵場の更に地下にある通路である。〈魔王の拳〉には、ランバール戦争時代に作られた、広大な通路が網の目のように広がっている。通路は〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉の様々な場所に繫つながっており、物資や兵士の運搬に使われていたようだ。

　カミトたちは、ルビアの演説が終わったタイミングで、群衆のいる練兵場に出る手はずになっている。

「さすがに、緊張するな……」

　カミトが仮面の下で呟つぶやくと、

「カミト君は、いつも通りに振る舞えば大丈夫よ」

「いつも通りって……」

「し、静かに、演説が終わるわよ──」

　クレアが注意した、そのときだ。

「──では、これより、〈魔王復活の祭儀〉を執り行う！」

　ルビアの声が響き渡り、魔王復活の呪文を唱えはじめた。

　その合図と同時に、カミトたちを乗せた昇降機がゆっくりと上昇をはじめる。

　呪文の内容は、彼女がかつて〈ネペンテス・ロア〉を復活させるときに唱えたのと同じものだったが、精霊姫の扱う〈古代精霊語ハイエンシエント〉を理解する者など誰もいないので、問題はないのだろう。

　広場に描かれた巨大な魔術方陣が禍まが々まがしく輝き、篝かがり火びの炎が激しく噴き上がる。

　そして、燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎の中から、真紅の外がい套とうを纏まとった〈魔王〉が姿を現した。

　髑どく髏ろの仮面の中で爛らん々らんと輝く、真紅の目。

　手にはねじくれた蛇の杖つえを握り、肩には恐ろしい顔の魔鳥をのせている。

　その足もとに侍はべるのは、いずれも冷たい目をした、美しい四人の姫たちだ。

　数千人にも及ぶ群衆の間に、大きなざわめきが生まれる。

「お前たちか、この俺おれを千年の眠りから覚ましたのは──」

　地面に降り立ったカミトは、平伏する群衆を見下ろし、言った。

　その声は、風の魔術の効果によって、殷いん々いんと響きわたる。

「お待ちしておりました、魔王よ──」

　ルビアもまた、カミトの前に跪ひざまずき、恭しく頭こうべを垂れた。

「姫ひめ巫み女こよ、なにゆえ、俺の眠りを妨げた？」

「あなた様に、教国の僭せん主しゆを滅ぼしていただくため──」

　と、顔を伏せたまま答えるルビア。

「ふん、僭主か。俺が留守にしている間に、ダニどもが現れたようだな」

　カミトが呟くと、髑髏の仮面が黒い煙を噴きだした。

「無論、あれは俺の国だ。好きなようにはさせん──」

　カミトがそう宣言すると──

　練兵場は再び、大きな歓声に沸いた。

「俺おれが、お前たちに勝利を与えよう──」

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　カミトが杖つえを振り上げたのと同じタイミングで、クレアたちが立ち上がる。

「世界は我が紅ぐ蓮れんの焰ほのおに包まれ、滅びるであろう！」

「我が烈風は〈ゾハール〉の軍勢を薙なぎ倒たおし──」

「我が闇の騎士は、必ずや敵を血祭りにあげる！」

「この世界に闇が満ちるのですわ、ほーっほっほっほ！」

　クレアとエリスは棒読みな上、リンスレットはなんか変なスイッチが入ってしまっているが──まあ、なんとか及第点だろう。

　カミトは群衆を睥へい睨げいし、叫んだ。

「俺は、俺の敵を叩たたき潰つぶし、必ずや都を取り戻す！」

　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！

　群衆の興奮が最高潮に達した、その時だ。

　練兵場が爆発した。
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　ドオオオオオオオオオオオオオンッ！

　突如、閃せん光こうと共に、鼓膜を突き破るような轟ごう音おんが響きわたった。

（……っ、なんだ!?）

　噴き上がる土煙の中、カミトは即座に反応し、周囲に視線を走らせる。

　群衆の中で炸さく裂れつしたその閃光に、カミトは心当たりがあった。

（精霊を解放するときの光だ──）

　はたして、視線を向けた土煙の向こうに、異様な影が浮かび上がる。煙の晴れたそこに現れたのは、獅し子しの胴体に山や羊ぎの頭、蛇の尾を持つ、巨大な怪物であった。

「……あれは、〈キマイラ〉型の軍用精霊!?」

　クレアがハッとして叫んだ。

　魔獣精霊〈キマイラ〉──ランバール戦争の際、戦場の最前線に投入された、旧型の戦術級軍用精霊だ。現在、各国の軍で正式採用されている、巨人精霊グラシヤラボラス型の二世代前の精霊であるが、その戦闘能力だけを比較すれば、巨人精霊にもひけをとらない。

「……っ、どうして、軍用精霊が──」

「さあな……」

　カミトは両手に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を構え、魔獣と対たい峙じする。

　広場に集まった群衆は、まだ状況を把握していない。

　突如、そこに出現した軍用精霊の姿に、ただ啞あ然ぜんとしている。

「クレア、みんなを避難させ──」

　──と、カミトが叫んだ、その瞬間。

　グオオオオオオオオオオッ！

　魔獣精霊が咆ほう哮こうし、巨大な四肢を振り下ろした。

「……っ!?」

　カミトとクレアはそれぞれ左右に跳んで回避した。

　轟ごう音おんと共に、石畳が剝はがれ、大量の瓦が礫れきの破片が宙に舞い上がる。

（……なんて破壊力だ!?）

　地面を転がりながら、カミトは胸中で毒づく。あの一撃をまともに喰くらえば、人間の身体など、一瞬でちぎれ飛んでしまうだろう。

　舞い上がった無数の瓦礫の破片が、雨の如ごとく群衆の頭上に降りそそぐ──

（……っ、まずい！）

　カミトが舌打ちした、そのときだった。

「──凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットの放った矢弾が、巨大な瓦礫をピンポイントで撃ち抜き──

「風よ、薙なぎ払え──〈風王爆裂陣ウインドボムス〉！」

　細かく砕くだけた破片を、エリスの風の魔術が吹ふき散らす。

「ここは私たちがなんとかする、早く安全な場所へ！」

　エリスが群衆に向かって声を張り上げた。

「こっちよ、早く、〈結界〉の中へ！」

　フィアナが展開した防御結界へ、群衆は殺到した。

　真紅の外がい套とうを翻ひるがえし、地面に降り立ったカミトは、群衆の中に紛れた気配を探る。

（軍用精霊を放った精霊使いが、近くにいるはずだ──）

　と、混乱をきたす広場の中で、カミトは鋭い殺気を感じ取る。

　それは、ほとんど直感だった。

　刹那、暗闇から飛来したナイフを、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉で弾はじき──

　別方向からのもう一本を、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉で斬り払う。

（……一本目は囮おとりか、しかも刃を黒く塗ってある）

　間違いなく、専門の訓練を受けた暗殺技能者だ。

（教国の刺客ってとこだろうな──）

〈暗視ナイトビジヨン〉の効果はあるものの、視界の悪い魔王の仮面の中で、カミトは唸うなった。

　ルビアを狙った刺客だろうか。まさか、軍用精霊まで持ち出してくるとは──

（……そうだ、ルビアは!?）

　カミトはハッとして、周囲に視線を走らせた。

　と、すぐに発見する。

　彼女は瓦が礫れきの下に倒れていた。

　先ほどの衝撃で吹ふき飛ばされたのか、額から血を流しているようだ。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉では、カミトと互角の剣舞を交わした彼女だが──

　それは、彼女が〈聖女〉の力を自身の肉体に召喚し、最強の炎精霊〈レーヴァティン〉と契約していたからだ。姫ひめ巫み女この能力は高くとも、いまの彼女の身体能力は、フィアナとそう変わらないはずだった。

「ルビア──」

　カミトが駆け寄ろうとした、瞬間。

　灰色のフードを被った二人の人影が、逃げ惑う群衆の中から飛び出した。

（……っ！）

　カミトは神威カムイを放出し、地面を蹴った。

　神速の絶剣技〈紫電〉の応用だ。カミトの姿は一瞬にしてかき消える。

　剣閃が虚空を薙なぎ、暗殺者の二人を一瞬で叩たたき伏せた。

「大丈夫か？」

「ああ──」

　ルビアは膝をつき、立ち上がった。

　暗殺者の素顔がちらりと覗のぞく。カミトと同年代の少女のようだ。

「……まさか、〈教導院〉の戦闘技能者か!?」

　カミトは思わず、声を上げた。

「私の私兵だった者だ。刺客を放ったのはシェーラ・カーンだろう」

　ルビアが呻うめくように言った。

　ルビアは、崩壊した〈教導院〉の遺児たちを、私兵として育てていたのだ。だが、〈精霊剣舞祭〉のおり、シェーラ・カーンによって、奪われた。

　シェーラはその少女たちを、暗殺者として差し向けてきたのだ。

「カミト、くるわよっ──」

　炎の鞭むちを手にしたクレアが叫んだ。

　キマイラがその丸太のような尾をしならせ、地面に叩きつける。

　カミトはルビアの身体を抱きかかえ、宙に跳んだ。

　地面に降り立つと、ルビアの身体をそっとおろす。

「あの軍用精霊を倒せ、レン・アッシュベル」

「ああ、言われなくても──」

　カミトは外がい套とうを脱ぎ捨てようとするが、

「そのままでやれ」

「は？」

　カミトは訊きき返した。

　ルビアは群衆のほうへ視線を移し、

「あの者たちに、〈魔王〉であるお前の力を示してみせろ」

「マジかよ……」

　……見栄えのことしか考えていないこの〈魔王〉の鎧よろいは、剣舞を舞うのに適した学院の制服に比べると相当動きにくい。また、髑どく髏ろの仮面は重く、視界の半分以上がさえぎられている。しかし──

　確かに、今この魔王の仮面を脱げば、群衆に正体が露見してしまう。

「旧世代の軍用精霊程度、今のお前の敵ではないだろう」

「簡単に言ってくれるな──」

　カミトはうなり声を上げ、あたりを睥へい睨げいする魔獣精霊を見上げた。

　破壊するなら頭部だが、あの山や羊ぎの頭と蛇の尾が厄介そうだ。

「クレア、足止めを頼む！　リンスレットは援護を、エリスはみんなを守ってくれ！」

「わかったわ！」「承知しましたわ！」「ああ、任せろ！」

　カミトは双剣に〈神威カムイ〉を籠こめた。

「エスト、レスティア──一発、でかいのぶっ放すぞ！」

（はい、カミト──）

（わかったわ）

　その言葉に応えるように、白銀の聖剣が煌こう々こうと輝き、漆黒の魔剣が雷火を放つ。

　キマイラの咆ほう哮こうに大気が震えた。後ろ足で地面を蹴り、跳び上がった。

　瞬間、カミトは足に集中させた〈神威〉を、一気に暴発させた。

「──〈絶剣技〉七ノ型──〈咬こう竜りゆう〉！」

〈紫電〉を応用した、対空の絶剣技。神威の光が弾はじけた──かと思うと、すれ違いざま、魔獣精霊の丸太のような脚を斬り飛ばす。

　グオオオオオオオオオオッ！

　空中でバランスを崩した魔獣精霊は、そのまま、練兵場の壁に激突した。

　地面に降り立ったカミトは、動きの止まったキマイラに突進する──

　が、背中にある山羊の頭がくるりと振り向き、咆哮した。

　虚空に燃えさかる炎の球体がいくつも生まれ、カミト目がけて降りそそぐ。

　──〈火炎球フアイアボール〉の精霊魔術だ。

（……指揮系統が独立してるのか！）

　目を見開くカミト。だが──

「熱き炎よ、燃えさかれ──〈火炎球フアイアボール〉！」

　同時、クレアの放った火炎球が激突した。

　上空で炎が炸さく裂れつし、闇の夜空を赤々と照らし出す。

　壁を嚙かみ砕くだいた獅し子しが、片脚で立ち上がり、怒りの咆ほう哮こうを上げた。蛇の尻尾が大きくのたうち、背中の山や羊ぎがまた精霊魔術を唱える。

　が、その刹那。

「──凶まがツ風よ、狂え！」

「──凍いてつく氷牙よ、穿うがて〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　エリスの風の刃が、尾を斬り裂き──

　リンスレットの矢弾が山羊の頭を撃ち抜いた。

「いまよ、カミト！」

「ああ！」

　神威カムイを込めた聖剣と魔剣を手に、カミトは走った。

「絶剣技〈破ノ型〉──烈華螺旋剣舞・十二連！」

　放たれた無数の斬撃が魔獣精霊を斬り刻む──

　戦略級軍用精霊は、光の粒子となって消滅した。

　カミトは双剣を降ろし、群衆のほうを振り向く。

　群衆はまだ混乱しているようだった。

　祈るような声や、泣き叫ぶ声が聞こえてくる。

　爆風や飛び散った石の破片は、フィアナの結界が防いだようだが、軍用精霊が出現したときの爆発に巻き込まれ、怪け我が人にんは何人か出てしまったようだ。

（……で、俺おれはどうすればいいんだ？）

　カミトは、指示を仰ぐように、ルビアに視線を向けた。

　ルビアは小さく首を振る。……好きにしろ、ということらしい。

（……アドリブかよ）

　カミトは髑どく髏ろの仮面の奥でうめき、かぶりを振った。

（仕方ないな……）

　二本の剣を地面に突き立て、群衆に向かってすっと手を伸ばした。

「──静まれ、俺の民よ」

　厳かなその声に、群衆はしんと静まりかえった。

「──見たであろう、俺の力を。俺を滅ぼそうとすることなど不可能だ。千年前のようにはいかん。俺に逆らうゾハールの愚か者に、鉄てつ槌ついを下してやろう！」

　魔王の力強い宣言に──

「お──、おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　大地を揺るがすような大歓声が沸き起こった。

「おお、たしかに、この御お方かたこそ本物の魔王だ！」「あ、あんな恐ろしい精霊を、簡単に滅ぼしたぞ」「教国の魔女は、魔王の力を思い知ることになるだろう！」

　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！　魔王！

　恐怖と戦慄、そして熱狂がふたたび空間を支配し──

　歓喜の声はいつまでも鳴り響いた。
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　破壊された広場に渦巻く熱狂の中──

〈魔王〉と四人の寵ちよう姫きは、たちこめる黒い霧と共に姿を消した。

「……まさか、あんな場所で軍用精霊を使ってくるとはな──」

　登場に使った昇降装置で地下へと降りながら、カミトは言った。

「ああ、しかし、群衆に被害が出なかったのが、不幸中の幸いだな」

　と、エリスが頷うなずく。

「カミト君を狙ったのかしら？」

「いや、俺おれたちがここに来たってことは、まだ知られていなかっただろう。おそらくは、ルビアを狙ったものだろうな──」

　わずか数日で、反乱軍を掌しよう握あくした謎の姫ひめ巫み女この存在は、シェーラにも警戒されていたはずだ。彼女を消せば、反乱軍は瓦解すると踏んだのだろう。

「それにしても、あんた、さっきは結構ノリノリだったわね……」

「そうね、とても演技に見えなかったわ。それとも、あれがカミト君の素なのかしら？」

「ち、違うぞ、あくまで、演技だからな！」

　カミトは反論した。

　カミトたちを乗せた〈浮遊石〉が、地下で止まった。

　と、そこに──

　真紅の仮面をとったルビア・エルステインが待っていた。

「まずは、よくやった、と褒めておこう。今こ宵よい、難民の寄せ集めにすぎなかった反乱軍は、完全にひとつになった──」

「まさか、さっきのは、あんたが仕組んだことじゃないだろうな？」

　カミトは剣けん吞のんな口調で訊たずねた。テロを自作自演し、それを収めることで民衆の信頼を勝ち得る──支配の常じよう套とう手しゆ段だんではあるが、だとすれば、これはやり過ぎだった。ひとつ間違えば、死者が出ていたかもしれないのだ──

「ゾハールの工作員が潜入していることは、私も察知していた」

「……な!?」

　ルビアの返答に、クレアたちが気色ばむ。

「──とはいえ、連中が〈戦術級軍用精霊〉まで持ち込んでいるとは予測できなかった。これは諜ちよう報ほうが不十分だった私の失態だ」

　たしかに、たった二人であれほどの軍用精霊を使役するというのは、無謀の極みだ。そんな無む茶ちやな作戦行動ができるのは、それこそ、ミュア・アレンスタールのような異能の力の持ち主だけだろう。

「わざと泳がせてたってことかよ──」

「そういうことだ。敵の間かん諜ちようは捕らえるよりも、有効に利用したほうがいいのでな」

（したたかだな……）

　失態とは言うが、彼女はさきほどの襲しゆう撃げきも、結局は〈魔王〉の威光を高めるために利用してしまった。

　彼女はこの〈モルデス〉に集結した反乱軍を、実質的に掌しよう握あくしたことになる。

「本格的な戦争はこれからだ。おまえたちも休息しておくがいい」

　そう言い残すと、ルビアは儀式装束を翻ひるがえし、通路の奥の暗闇へと消えていった。

　その背中が消えたあとで、リンスレットがふう、とため息をつく。

「……さすがに、疲れてしまいましたわ」

「とりあえず、御祓みそぎをしましょう」

「そうね、こ、こんな恥ずかしい格好、早く着替えたいし」

　フィアナの提案に、一同が頷うなずく。

「ふふ、魔王様も、私たちと一緒に入る？」

「な、なに言ってるんだよ！」

　悪戯いたずらっぽく微笑するフィアナに、カミトはあわてて首を振った。





　　　　◇






　クレアたちは、〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉の中にある露天の御祓みそぎ場で、温泉に浸つかった。

〈魔王の拳〉は活火山ではないため、本物の温泉ではないのだが、純度の高い火の精霊鉱石で温められた湯は、疲労した肉体をほどよく癒いやしてくれる。

「ん～、気持ちいい……。エルステインの温泉にも負けない良質なお湯ね」

　クレアが猫のように両腕を伸ばし、気持ちよさそうに目を細めた。

「モルデスに伝わる伝承では、ここは魔王の寵ちよう姫きが疲れを癒した場所らしいわよ」

「え……」

「王女殿下、それは本当ですの？」

「さあ、どうかしら。あくまで伝承だもの、真偽のほどはわからないわ。でも、魔王の寵姫たちと同じ温泉に入っているなんて、なんだか素敵じゃない？」

　岩場によりかかるフィアナがくすっと笑う。

「……っ、ぜ、ぜんぜん素敵じゃないわよ！　ちょ、寵姫だなんて！」

「う、うむ、何人もの寵姫を囲うなど、そのような悪あしき風習──」

「ふ、不誠実ですわ！」

　クレアたち三人が顔を真っ赤にして言った。

「それはオルデシアの文化でしょう？　教国では、王様が大勢のお嫁さんを娶めとるのは普通のことなのよ。べつだん、退廃的なこととは思わないけど？」

「そ、それは……」

　うまく反論できず、水面をぶくぶくさせるクレア。

　幼い頃に〈神儀院〉に上がったフィアナは、諸外国の姫ひめ巫み女こと接する機会が多かったため、オルデシア以外の文化や風習に、さほど抵抗がない。いっぽう、クレアたち三人は、格式高いオルデシア貴族として育ったため、伝統的な結婚観を覆すような教国の風習は、どうにも理解し難がたい、不道徳なものとして感じられるのだった。

「そうだ、〈正統オルデシア〉も、教国と同じ一夫多妻制にしようかしら」

　と、フィアナがひと差し指をぴんとたて、そんなことを言い出した。

「な、なな、なにいってるのよ、あんた！　そ、そんなのだめよ、絶対だめ！」

「そうですわ！」

「あら、私は〈正統オルデシア〉の君主よ。法律を決める権利があるわ」

「そ、それは暴君だ！」

「わたくしたちは議会の設立を要求しますわ！」

「もう、オルデシア貴族はみんな真面目なんだから……」

　フィアナはやれやれと肩をすくめ、

「でも、カミト君は意外と賛成してくれるかもしれないわよ」

「え？」

　クレアたち三人は顔を見合わせた。

「ど、どういうことよ……」

「さっきの魔王モードのカミト君、どこまで演技だと思う？」

「……！」

　クレアたちは顔を見合わせた。

　たしかに、魔王の仮面を着けたさっきカミトは、いつもと少し様子が違った。

　カミトは演技をしただけというが、本当にそれだけなのだろうか。もともと、ああいう素質があって、魔王の仮装をすることで、それが開花しただけなのかも──

　だとすれば、カミトがフィアナの提案に乗り、節操なく手当たりしだい、まわりの女の子みんなに手をかけるなんてことも──

（そ、そそ、そんなことあるわけ──）

　と、その時だ。

「ふふっ、楽しそうね。私も交ぜてもらえるかしら──」

「……っ、あ、あんた──!?」

　どこからか聞こえてきた彼女の声に、クレアは目を見開いた。

　岩場の陰から現れたのは、漆黒の翼を持つ闇精霊だ。

　闇色のドレスは身に着けておらず、一糸まとわぬその裸身を水に浸している。

　透き通った黄昏たそがれ色の瞳。神秘的な月明かりに照らしだされたその姿は、同姓のクレアが、思わず見み惚ほれるほどに美しい。

「闇精霊、な、なにしにきたのよ!?」

　クレアは警戒心も露あらわに立ち上がった。

　記憶を失っていたときはまだしも、今の彼女は、とても心を許せる相手ではない。

　今のところ、カミトの敵になることはなさそうだが、クレアたちに対してもそうであるとは限らない。

「べつに、なにも企たくらんでなんていないわよ、火猫のお嬢さん──」

　レスティアはくすりと微笑して、

「私は温泉に入りにきただけよ。本当はカミトと一緒に入りたかったのだけど、カミトにだめって怒られてしまったの。だから仕方なく、こっちにきたのよ」

「なっ──だ、だだ、だめに決まってるでしょ、そんなの！」

「そ、そうだ、い、いかに契約精霊とはいえ、こ、こ、混浴など──」

　クレアとエリスは顔を真っ赤にして叫んだ。

「──っていうか、あんた精霊なんだから、身体を清める必要なんてないじゃない！」

「あら、精霊も温泉は好きよ。〈神威カムイ〉の補給には最適だし」

　ちゃぷん、と水音をたて、レスティアは水の中に足を伸ばした。

　夜の闇を溶かしたような、美しく艶つややかな黒髪が、水面にハラリとひろがる。

「──それにね、私、あなたたちにお礼がしたかったのよ」

「お礼？」

　と、クレアは不審そうに眉をひそめる。

「ええ、記憶を失っているあいだ、もう一人の私の面倒を見てくれたでしょう。あのとき、今の私の意識はなかったけれど、ちゃんと記憶には残っているわ」

　レスティアはクレアたちの顔を見回して、

「あなたたちとはいろいろあったけど、仲直り、しましょう」

　スッとクレアに手を差し出した。

「……な、仲直り、ですって？」

　と、驚きの表情を浮かべるクレア。

　エリス、フィアナ、リンスレットの三人も、戸惑ったように顔を見合わせる。

　クレアは目の前のレスティアを睨にらみ、言った。

「あ、あんた、あたしたちにしたこと、覚えてるでしょ──」

　彼女はスカーレットを失った傷心のクレアに〈狂精霊〉を与え、ジオ・インザーギに学院を襲わせ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の予選では、闇の怪物〈ネペンテス・ロア〉と共に〈チーム・スカーレット〉の陣地を襲った──

　この闇精霊との因縁は、そう簡単に解けるものではない。

「そうね、あなたたちには、恨まれてもしかたのないことをしたわ。ごめんなさい」

　と、素直に頭を下げる彼女の姿に、クレアは押し黙った。

　わかっている。この闇精霊の行動は、すべて、カミトのことを思ってしたことだ。

　彼女のカミトに対する献身は本物で、それがわかっているからこそ、クレアの胸中は複雑だった。けれど──

　クレアは後ろの三人を振り返った。

　すると、みな穏やかな表情で、小さく頷うなずく。

（……そうね。あたしも、大人になるべきだわ）

　クレアは小さくため息をつくと、レスティアの目をまっすぐに見つめた。

「……あんたには、いちおう、感謝してるところもあるわ」

「……え？」

「昔、カミトに聞いたわ。あんたが、壊れかけてたカミトの心と感情を、取り戻してくれたって。あんたがカミトを育ててくれなかったら、あたしたちは、今のカミトと出会うことはなかった──」

　クレアはため息をつき、レスティアの手を握りかえした。

「……いいわ、いままでのことは水に流してあげる」

　レスティアは意外そうに目を見開き、それから、

「──ありがとう」

　と、感謝の言葉を口にする。

「じゃあ、一緒に入っていいかしら？」

「いいけど、その羽はしまいなさい。マナー違反よ」

「ふふ、そうね……」

　クレアが指摘すると、漆黒の翼は光の粒子となって消滅する。

　湯に肩まで浸つかったレスティアは、小さく呪文を唱えると、虚空から、人数分の小さな杯を出現させた。

「〈モルデス〉特産の薔ば薇らのお酒よ。お近づきの印に──」

「……いただくわ」

　月明かりの下、クレアたちは静かに杯を交わしあった。
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　──その頃、カミトもまた露天の御祓みそぎ場で、ゆったりと湯に浸かっていた。

「ふう、生き返る……」

　額に濡ぬれた手ぬぐいをのせ、苔こけむした岩場によりかかる。

　大型の軍用精霊を相手にして、さすがのカミトも〈神威カムイ〉を消耗していた。近くの岩場にたてかけてあるエストも、しばらくは剣の姿のままだろう。

「しかし、まさか〈魔王〉の真ま似ね事ごとをさせられるとは思わなかったな……」

　星のまたたく異国の夜空を見上げながら、カミトはぽつりと呟つぶやいた。

　ルビアのシナリオに沿って〈魔王〉を演じていたつもりだったが、いつのまにか、心の箍たがが外れ、普段は絶対に言わないような台詞せりふを口にしていた気がする──

（まさか、この仮面に、そういう魔術でもかかってるんじゃないだろうな……）

　水面にぷかぷかと浮かぶ魔王の仮面に、胡乱うろんそうな目を向けるカミト。

　──と、そのとき。

　ちゃぱんっ。

　微かすかな水音が響き、細かなさざ波が水面に広がった。

「──〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力は、まだ制御できていないようだな、レン・アッシュベル」

「……っ!?」

　聞こえてきたその声に、カミトは思わず、立ち上がる。

　湯気のむこうに現れたのは──

　白い儀式装束に身を包んだ、真紅の髪の姫ひめ巫み女こだった。

「……ル、ルビア!?」

　彼女のその姿を目にした瞬間、カミトは息を吞のんだ。彼女が何な故ぜここにいるのか、という疑問より先に、その美しさに意識を奪われたのだ。

「お、お前、なんで──」

　動揺するカミトを無視して、ルビアはその身を静かに湯に浸した。

　艶あでやかな紅玉ルビーの髪が、散華するように水面に散る。

　そして、クレアと同じ紅玉ルビーの瞳が、カミトの目をじっと見つめ──

「先ほどの戦闘で、少なからぬ〈神威カムイ〉を消耗したはずだ。お前が〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力に蝕むしばまれていないか、それを確かめにきた──」

　ほっそりとした指先で、そっとカミトの頰ほおに触れる。

「……！」

　水に濡ぬれ、肌の透けた儀式装束を身に着けているせいもあるのだろう。カミトは不覚にも、ドキリとしてしまう。

　妹のクレアも、黙っていればとんでもない美少女なのだが、ルビアの容姿は、まさに大人びたクレアという感じで、しかも、クレアにはない、どこか憂いを帯びたような、不思議な色香があった。

「あ、ああ、大丈夫、だ……」

　艶なまめかしい彼女の肢体から目を逸そらしつつ、カミトは言った。

　大技の〈烈華螺旋剣舞〉を放ったものの、あれはまだ全力にはほど遠い。帝都でフィアナを救出した、あのときのようにはならないはずだった。

「そうか──」

　だが、ルビアは紅玉の目をすっと細め──

「……もう、そこまで蝕まれているのか」

「……？　どういう意味──」

　カミトのその言葉は、途中でさえぎられた。

　彼女が突然、唇を押しあててきたのだ。

「……!?」

　甘く痺しびれるような感覚が、一瞬で脳髄を駆けめぐる。

　彼女の予想外の行動に、カミトはまったく反応することができなかった。

　指先をカミトの頰に這はわせたまま、ルビアはゆっくりと唇を離した。

「……っ……お、おまえ、なに……を……！」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくカミト。

　──と、その直後だった。

「……あ、あれ？」

　身体が妙に軽くなっていることに気付く。

　膨大な量の〈神威カムイ〉が全身を駆けめぐり、肉体の疲労が一瞬で消えたのだ。

「……なにをしたんだ？」

「やはり、自分でも気付いていなかったようだな」

　ルビアはカミトに厳しい眼まな差ざしを向け、

「そのまま放置していれば、お前は闇の力に吞のまれていた」

　と、告げてくる。

「……!?　闇の力なんて、さっきはまったく感じなかったぞ」

　言い返すカミト。

　先ほどの戦闘では、〈神威〉が枯こ渇かつする感覚も、これまでに何度か味わった、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力が肉体を蝕むしばむ感覚もなかった。それに、カミトを〈魔王〉の覚醒に誘おうとする、彼女の声も聞こえなかったはずだ。

「それは、お前の〈神威〉が〈闇の精霊王〉の力と融合しつつあるということだ。お前はすでに、闇の力に蝕まれている──」

「……なっ!?」

　カミトは絶句し、自身の手をじっと見つめた。

（……ひょっとして、あのとき、か）

　そういえば、グレイワースと戦い、闇の力に吞み込まれかけた、あのとき──

　なにか、箍たがの外れたような感覚があったのだ。

　今のルビアの言葉が本当なのだとすれば、今後は〈神威〉が枯渇するより先に、闇の力に吞み込まれてしまうかもしれない。

「これは私の落ち度だ。お前が、それほどまでに蝕まれている可能性に気付くことができず、お前をあの軍用精霊と戦わせてしまった──」

　ルビアはカミトの頰ほおから手を離し、ゆっくりと立ち上がった。

　濡ぬれた真紅の髪先から、水のしずくが滴り落ちる。

「な、なにを──」

「今後、闇の力に吞み込まれそうなときは──私を使え、レン・アッシュベル」

「……？　それは、どういう意味──」

　彼女の口にしたその言葉に、疑問符を投げかけるカミト。

　と──

「私の肉体を、いつでも好きにしてかまわない、ということだ──」

　ルビアは淡々とした口調でそう言うと、

「私は〈精霊姫〉としてお前に仕え、闇の力を喰くらう贄にえとなろう──」

　水に濡ぬれた儀式装束を、はらりと脱ぎ落とした。

「……!?」

　その瞬間、カミトは目を見開いた。

　月明かりに照らされて、艶なまめかしく濡れ光る肢体が、目の前にさらけだされる。

　優美な曲線を描く、ふたつの膨らみ。牝め鹿じかを思わせる、しなやかな脚。白い肌に真紅の髪を散らすその姿は、まるで女神と見まごうほどだ。

　だが──

「──醜い肢体だろう？」

　と、彼女は自嘲するように言った。

　美しい彼女の裸身には──

　蛇のように絡まり合う、おぞましい図柄の紋様が、無数に刻まれていたのだ。

「最強の炎精霊〈レーヴァティン〉と〈聖女の力〉を召喚するため、全身に〈呪装刻印〉を移植した。すでに清らかな姫ひめ巫み女こなどとはほど遠い、穢けがれた呪いに冒された、毒どく壺つぼのような肉体だ。いくら穢してもかまわない、お前の望むときに、お前の望むようにするがいい。私は、お前の〈闇の力〉を抑えるための捌はけ口ぐちとなろう。それが、精霊使いとしての力を失った今の私にできる、唯一の貢献だ──」
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「……！」

　真顔でそんなことを口にするルビアに、カミトは言葉を失った。

　震える拳を握り、まっすぐに、彼女の目を見つめる。

　紅ぐ蓮れんの焰ほのおを宿した、紅玉の瞳を──

「あんたは、いつもそうなんだな──」

「……なに？」

「なんでも一人で背負い込んで、一人で解決しようとしちまう。だから四年前も、フィアナや、たった一人の妹にも本心を打ち明けずに、姿を消した──」

「私は罪の償いをするだけだ」

　と、ルビアは首を横に振る。

「エルステインが焼かれたのは、あんたのせいじゃないだろ」

「私の罪だ。私は〈火の精霊王〉に仕える〈精霊姫〉だったのだから──」

　彼女の心はかたくなに揺るがない。

　その罪を償うために、彼女は自身の肉体に無数の〈呪装刻印〉を刻んだのだ。

　……どれほどの覚悟だっただろう。

　彼女は、たった一人で、戦ってきた。

　あらゆる感情を、あの紅蓮の仮面の下に押し込めて──

　そして、今も、自分一人が犠牲になろうとしている。

「……」

　数秒間、カミトは彼女と睨にらみ合った。

　先に視線を外したのは、ルビアのほうだった。

　静かに身を翻ひるがえし、いつもの冷徹な声で告げてくる。

「数日後には、反乱勢力をまとめて〈ゾハール〉を攻略する。いまは静養し、身体を休めておくがいい、〈魔王〉よ──」

　立ち去ろうとするルビアの背中に、

「……飛行艇で、あんたの書斎に入らせてもらった」

　と、カミトは声をかける。

　ルビアはそこで立ち止まった。

「そのときに、偶然、見つけちまったんだ。クレアがあんたに宛てた手紙をな」

　そう、書斎の本に挟まっていたのは、クレアの手紙だった。〈神儀院〉に入り、離ればなれになってしまった姉に宛てて書かれた、幼い字の手紙だ。

　繰り返し、読んでいたのだろう。何度も読み返したあとがあった。

「クレアはずっと、あんたと話したがってる──」

「私は彼女の姉ではない。私にはもう、その資格はない──」

「……っ、あんたは、それでいいのかよ！」

「ああ。ルビア・エルステインという人間は、あの日、炎の中にくべて灰になった。いまお前たちの前にいるのは、紅ぐ蓮れんの焰ほのおの中に残った亡なき骸がらのようなものだ」

　そう言い残して、彼女は夜の闇の中に消えていった。





　　　　◇






「──ほら、動かないで。じっとしていなさい」

「……っ、うるせえ、俺おれに触れるな」

　治癒の魔術を唱えようとするサラディアの手を、ジオ・インザーギは乱暴に振り払った。

「こんなもんは自然に治るんだよ。なにせ、俺は〈魔王〉の後継者だからな」

　腕に刻まれた〈呪装刻印〉を見せつけ、ニッと不敵な笑みを浮かべるジオ。

「……わかりました。傷が化か膿のうしても知りませんからね」

　サラディアは呆あきれたように溜ため息いきをつき、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の本をパタンと閉じた。

「ここもすぐに見つかるでしょう。長居することはできませんね」

　二人が身を潜めているこの場所は、シェーラ・カーンによって打ち壊され、廃はい墟きよとなった、異端の〈魔王教団〉の礼拝堂だ。

　近隣の区画には親衛隊の騎士がまだ大勢いて、彼女の行方を捜している。

　建物の周囲には〈封絶結界〉を張り、人間が近寄らないようにしているものの、この程度の結界では、訓練を受けた精霊使いには気付かれてしまうだろう。

　礼拝堂の外では、吹ふき荒れる砂さ塵じんの音が轟ごう々ごうと鳴り響く。

　月に数度は訪れる、砂嵐の夜だ。いつまでもここに隠れているわけにはいかないが、砂嵐が止やむまでは、外に出ることができないのも事実だった。

「ちっ、鬱うつ陶とうしい砂だ」

「魔王の吐息です」

「あぁ？」

「言い伝えですよ。この砂嵐は、魔王スライマンの吐息なのだと──」

「くだらねえ迷信だな」

「そうですね……」

　サラディアは同意しながらも、

（……〈魔王〉の生まれ変わりなどというほうが、よほど迷信だと思いますが）

　胸中で呟つぶやく。もちろん、そんなことは口には出さないが──

　この男が〈魔王〉の生まれ変わりであるかどうかはともかく、護衛としてこの上なく優秀であることは間違いないのだ。

　そう、先ほどのジオ・インザーギの戦い方は、凄すさまじいの一言に尽きた。

　サラディアが〈呪装刻印〉に封印した精霊を、つぎつぎと解き放っては、使い捨てにしていくのだ。まっとうな精霊使いでは考えもつかない、恐ろしい戦い方だった。

　光球の薄明かりの下で、サラディアは少年の横顔を見つめ、勇気を出して訊たずねた。

「……あなたは、何者なのですか？」

「俺おれは魔王の後継者だ」

「いえ、そうではなくて……、そんな数の〈呪装刻印〉、普通の人間なら、間違いなく死んでいるわ。そんなもの、一体、どこで──」

「ふん……」

　ジオ・インザーギは牙を覗のぞかせ、不敵に笑った。

「俺の育った、ある施設だ──」

「施設？」

「あんたみたいなお姫様の知らない施設だ。赤子の頃に連れてこられたその場所で、俺は散々身体をいじくられた。……まあ、言ってみりゃ、この世の地獄ってやつだ。素質のない奴やつは死んでいく。ようやく言葉を覚えたばかりのガキどもが、殺し合いをさせられて、塵ごみのように谷底に放ほうり投げられていった──」

「そんな……」

　サラディアは口元に手をあて、絶句した。

　……この男の言葉は本当だろう。姫ひめ巫み女この直感力で、偽りを見抜くことはできる。

　だが、幼少の頃より王宮で育てられてきた彼女には、そんな地獄のような場所のことなど、想像することさえできない。

「おい、なんだその目は？　まさか俺を哀れんでるのか？」

　ジオ・インザーギは鋭く目を細め、サラディアを睨にらんだ。

「てめえの物差しではかるなよ、俺はこの身体にされたことに感謝してるぜ。おかげで、より〈魔王〉に近付けたんだからな──」

　自身の腕に刻まれた〈呪装刻印〉を見つめ、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。

「なぜ、あなたはそれほどまでに〈魔王〉に──」

　と、サラディアが訊ねようとした、そのときだった。

　ズンッ、ズズズズズズズンッ──！

　礼拝堂の床が震動し、天井の埃ほこりがパラパラと落ちてくる。

「……なんだ、地震か？」

「……っ、いえ、この〈ゾハール〉で地震があったことなど一度も──」

　そこで彼女は言葉を切り、戦慄に身を震わせた。

「──まさか、姉様が、あれの封印を!?」





　　　　◇






　砂嵐の吹ふき荒れる夜の砂漠を、二頭の地竜が駆け抜ける。

〈ゾハール〉の偵察に向かった、ミュアとリリィである。

「あと半刻ほどで〈ゾハール〉に着く。警戒を怠るなよ、ミュア」

「大丈夫よ。もし見つかったら、殺しちゃえばいいんでしょう？」

「私たちの任務は、あくまで情報を持ち帰ることだ。戦闘は極力避けろ──」

　リリィが鋭い声で叱しつ咤たした、その瞬間。

　突然、凄すさまじい地鳴りのような音が鳴り響き、砂の大地が大きく震動した。

「……な、なに？」「なんだ!?」

　不気味な地鳴りはなおも続き、怯おびえた地竜は地に伏せてしまう。

　ただの地震ではない。

　規則正しいそのリズムは、まるで、生物の胎動のようだ──

「リリィ、なにかが、近付いてくるわ……」

「……なん……だと……？」

　リリィは、吹き荒れる砂嵐の向こうに目を凝らした。

　そして、その目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「……まさか、ゾハールだと!?」
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　夜が明ける、少し前。温泉で身体を休め、部屋で気持ちよく眠っていたカミトは、ベッドの中でなにかが動く気配に、ハッと目を覚ました。

「……な、なんだ!?」

　がばっと起き上がり、あわててシーツをめくると──

「あら、起きてしまったのね、残念」

　教国風のドレスを身に纏まとったレスティアが、くすっと小悪魔のような微笑を浮かべ、カミトの横に添い寝していた。

「お、お、おまえ、なにやってるんだ!?」

　思わず、声を上げるカミト。

「さっきはずっと剣の姿になっていたから、〈魔王の寵ちよう姫き〉の役ができなかったでしょう？　彼女たちだけお姫様になるなんて、ちょっとずるいわ──」

　レスティアはゆっくりと起き上がり、うなじにかかる美しい黒髪をかきあげた。

　精緻なレース模様の薄衣に、初雪よりも白い肌が透けている。妖しく蠱こ惑わく的てきな魅力をたたえたその姿に、カミトは一瞬、今の状況も忘れて、見み惚ほれてしまう。

「どう、カミト？　似合っているかしら？」

「あ、ああ、すごく……綺き麗れいだ……」

　寝起きで惚けた頭で、そんな正直な感想を口にした。

「ふふ、ありがとう……」

　レスティアは嬉うれしそうに唇をほころばせ、肩にそっと頭をあずけてくる。

　彼女の細い髪が頰ほおをくすぐると、心臓の鼓動が高鳴った。

「お、おい、レスティア!?」

　と、頰を赤くしたカミトが叫んだ、そのときだ。

「カミト、私のも見てください」

「……!?」

　反対側から聞こえてきた声に、ハッと振り向くと、

「わたしも、お姫様のドレスを着てみました──」

「エ、エスト!?」

　その瞬間、カミトは大きくのけぞった。

　カミトの目に飛び込んできたのは──

　素足を隠すニーソのみを身に着けた、ほとんど全裸姿のエストだったのだ。

「な、なな、な……！」

「……？　カミト、どうしたのですか？」

　無表情のまま、きょとんと首を傾かしげるエスト。

　カミトはあわてて目を逸そらし、

「お、お姫様のドレスって……おまえ、なにも着てないだろ！」

　ありのままの事実を指摘する。

　……まあ、エストが全裸ニーソ姿でベッドの中に現れるのは、割といつものことではあるのだが、だからといって、そうそう慣れるものではない。

　それに、エストは先ほど、お姫様のドレスを着てみました、と言ったはずだ。

　なのに全裸ニーソとは、一体どういうことなのか……？

　しかし──

「……？　カミト、なにを言っているのですか？」

　透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳が、カミトをまっすぐに見つめてくる。

　……どうやら、冗談を言ってるわけではなさそうだ。

　そもそも、エストは冗談など言わないし、もちろん、噓うそをつくこともない。

「ふふ、そのドレス、よく似合っているわよ、剣精霊さん」

　と、レスティアが言った。

「……え？」

　カミトは、目の前のエストを、もう一度、まじまじと見つめた。

　……やはり、いつもの全裸ニーソだ。ドレスなど着ていない。

「ど、どういうことだ？」

　カミトが首を傾げると、エストはくるっとその場で回転し、

「カミト、これは〈神威カムイ〉で編まれた、カミトにしか見えないドレスなのです」

　エヘンと、小さな胸を張る。

「……」

「私にも見えないので、闇精霊に着せてもらいました」

　カミトは、ゆっくりと、レスティアのほうを振り返った。

　レスティアは口もとに手をあて、くすくすと悪戯いたずらっぽく笑っている。

（……そういうことか）

　嘆息したカミトは、エストに向きなおり、

「えっと、エスト、とても言いにくいんだが、たぶん騙だまされてるぞ」

「……？」

「──俺おれにも見えない」

「……？」

「エストは、なにも着てないんだ」

「…………」

　数秒間の沈黙の後──

　エストの紫紺ヴイオレツトの瞳が、カミトの横にいるレスティアを無表情に見つめた。

「闇精霊、私を騙だましたのですか？」

「ふふ、そんなおかしなドレス、あるわけないでしょう」

　やれやれと肩をすくめるレスティア。

　その瞬間、エストの髪が激しい光を放ち、ベッドのシーツがぶわっとめくれ上がる。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「闇精霊、やはり、あなたは滅ぼすべき存在です──」

「あら、怖いわね。ちょっとからかってみただけじゃない」

　レスティアは不敵に微笑ほほえむと、カミトの腕にむぎゅっと抱きついた。

「レ、レスティア!?」

「離れてください、闇精霊。カミトは私の契約者です──」

　レスティアに対抗するように、エストも反対側の腕に抱きついてくる。

「エスト!?」

　カミトは上擦った声で叫んだ。

　なにしろ、いまのエストはほとんど全裸なのである。ふよふよとしたなにかが二の腕にあたる。いっぽう、レスティアのほうも対抗意識を燃やしてか、ドレスの上からふたつの膨らみをカミトに押しつけてくる。
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　二人の契約精霊に挟まれたカミトは、身動きがとれずに固まった。

　……これは、いつぞやの精霊サンドイッチどころではない。

　あまりに危険すぎる、この感触は──

（……まさか、精霊ミルフィーユ!?）

　そんな単語がふと頭の中に浮かんだ、そのときだ。

「カミト、た、大変よ──なっ!?」

　突然、部屋のドアが開け放たれる。

　ドアの外に現れたのは、寝間着姿のクレアだった。

「あ、あ、あ、あんた、な、なにしてるの！」

　二人の精霊に抱きつかれたカミトの姿を見たクレアが、ツーテールの髪を、燃える炎のように逆立たせた。

「ち、違うんだ！　こ、これは、つまり、二人が精霊ミルフィーユで──」

　……しどろもどろに、よくわからない弁解をするカミト。

「け、けけ、消し炭に──」

「ちょっと、クレア、いまはそんな場合ではありませんわよ！」

　と、こんどはリンスレットが現れ、クレアの首根っこを猫のようにつかむ。

「……そ、そうだったわね」

　クレアはこほんと咳せき払ばらいすると、たちまち真顔になり、

「カミト、いますぐ来て。緊急事態よ──」

　と、言った。





　　　　◇






「──〈ゾハール〉が、接近してる!?」

　その報告を聞いたカミトは、思わず、訊きき返した。

〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉の地下にある参謀会議室である。テーブルにはすでに、学院の制服姿に着替えたエリスとフィアナ、そしてルビアの姿があった。

「──そうだ。まっすぐにこの〈モルデス〉を目指している」

「その、意味がわからないんだが……」

　と、困惑の表情を浮かべるカミト。カミトをここに連れてきたクレアとリンスレットも、まだ詳しいことは聞いていないのか、怪け訝げんそうな表情を浮かべている。

「都市が動くなんて、そんなことありえませんわ」

「偵察に出た二人が、なにかを見間違えたんじゃ……」

「そうであればよかったのだがな──」

　ルビアは静かに首を振ると、テーブルの上に置かれた投影鏡に手をかざした。

「これは半刻ほど前、リリィの送ってきた〈念視〉の映像だ──」

　神威カムイを注ぎ込まれた投影鏡が青白く発光する。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の観戦などにも使用されている、遠方のものを映すことのできる〈魔道具アーテイフアクト〉だ。

「……っ、これは!?」

　その場の全員が、鏡面に映し出された映像に目を瞠みはった。

　そこに映っていたのは、にわかには信じがたい、まるで現実感のない光景だったのだ。

　城壁に囲まれた巨大な都市が、膨大な砂煙を巻き上げながら、地上を歩いていた。

　城壁の隙間から伸びた無数の触手が、砂を食はむように、ゆっくりと進んでいるのだ。

　それはまるで、地を這はう粘菌のような、本能的なおぞましさを感じさせる光景だった。

「……っ、な、なによ、これ……！」

　クレアが引きつった声でうめく。

「……まさか、〈リヴァイアサン〉の封印を解いたというの？」

　カミトの隣に座るレスティアが、真剣な表情で呟つぶやいた。

「リヴァイアサン？」

「ランバール戦争時代に使用された、戦略級の軍用精霊よ。オルデシアの鉱山都市に眠っていた〈ヨルムンガンド〉と同等か、それ以上の大量破壊兵器──」

「……精霊？　あの〈ゾハール〉が？」

「〈リヴァイアサン〉は憑ひよう依い型の軍用精霊──その権能は、都市と融合し、巨大な移動要塞に改装するというものだ。戦時中の記録によれば、稼働した〈リヴァイアサン〉は、わずか十七時間で、都市一つを壊滅させたとされている」

　ルビアが静かに口を開く。

「都市と融合する精霊……」

「……っ、ばかな……あれが、あんなものが、精霊だというのか！」

　エリスが震える拳をテーブルに叩たたきつけた。精霊としての尊厳を剝はぎ取られ、おぞましい兵器とされたその姿に、激しい怒りを覚えたのだろう。

「でも、七体の〈戦略級軍用精霊〉は、国家間の条約で封印廃棄が決められたはずよ。それを破るなんて、シェーラ・カーンは周辺国家すべてを敵に回す気なの？」

「……そうだな。それに関しては、私も予想外だった」

　疑問を呈ていするフィアナに、ルビアは頷うなずき、

「自暴自棄になったとしか思えないが、〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉に反乱勢力が集結しているこのタイミングは、彼女にとって絶好の機会ではある」

「一気に叩たたき潰つぶそうというわけね……」

　投影鏡の映像が砂嵐のように荒れ、やがてぷつりと途絶えた。

「送られてきた〈念視〉はここまでだ。あの移動速度なら、おそらく、あと数時間でここにたどり着くだろう──」

　ルビアの言葉に、全員が押し黙った。

　カミトとしては、ミュアとリリィの安否も心配だったが、あの二人が下へ手たを踏むとは考えにくい。まさか、あれに吞のみ込まれたということもないだろうが──

「あの〈戦略級軍用精霊〉は、どうしたら止まるの？」

　と、クレアが訊きく。

「一度動き出した〈リヴァイアサン〉は、神威カムイが供給され続ける限り、止まることはない。そしておそらく、あれは〈ゾハール〉に住む人間の神威を奪っている──」

「なんですって!?」

　クレアは喉の奥で唸うなるような声を上げた。

　軍用精霊は通常、訓練を受けた複数の精霊使いによって運用される。だが、この〈リヴァイアサン〉は自律的に〈神威〉を調達し、ほぼ無尽蔵に稼働し続けることができるというわけだ。

（止まるのは、〈ゾハール〉の住人すべての命が尽きたとき、ってわけか──）

「今のうちに、どこかへ避難する、というのはどうですの？」

　リンスレットが提案した。

「我々だけなら、それも可能だ。だが、ここに集った難民たち全員を逃がすのは、無理だろうな」

「そんな……」

　たしかに、それはルビアの言う通りだった。たった数時間で、これだけの数の難民を避難させるのは、現実的に不可能だ。それに、もし脱出に成功したとしても、難民たちには向かう場所など、どこにもない。灼しやく熱ねつの砂漠でのたれ死ぬか、あるいは〈モルデス〉を破壊し尽くした〈リヴァイアサン〉に挽ひき潰されるか──

（……見捨てるなんて、できるかよ）

　テーブルの下で、カミトは静かに拳を握る。

　あの難民たちは、カミトを──復活した〈魔王〉を信じているのだ。

　その信頼を裏切ることは、絶対にできない。

「……止める方法は、あるのか？」

「〈戦略級軍用精霊〉を停止させる方法は一つだ。〈ゾハール〉に潜入し、〈リヴァイアサン〉と〈ゾハール〉を融合させている、中枢の核コアを破壊すること──」

「それは、どこにあるんだ？」

　カミトが訊きくと、ルビアはテーブルの上に一枚の地図を広げた。

「これは？」

「教国の王族が居住する、〈魔蠍宮スコルピア〉の見取り図だ。以前、私が〈魔王教団〉に身を寄せていたとき、秘密裏に手に入れた」

「さすが、抜け目ないな──」

「〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉を運用するとなれば、間違いなく、〈魔蠍宮〉の地下に存在する軍事施設〈魔王の心臓デモンズ・サーキツト〉を核として利用しているはずだ──」

「……魔王の心臓デモンズ・サーキツト？」

「千年前に〈魔王〉スライマンの造らせた、いわゆる〈神威カムイ〉の増幅炉よ。たしかに、あれを使えば、シェーラ・カーン程度の姫ひめ巫み女こでも、〈リヴァイアサン〉を解放することができるでしょうね……」

　レスティアが神妙な表情で呟つぶやく。

「……わかったわ。とにかく、それを壊せばいいのね」

　クレアが勢い込んで言った。

「でも、敵の本拠地に潜入するなんて、さすがに無謀ですわ」

「それは、そうだけど……」

「無謀な作戦であることは私も認めよう。だが、ほかにあれを止める方法はない──」

「……」

　ルビアの言葉に、クレアたちは口をつぐんだ。

「あれは俺おれが止める。〈魔王〉として、約束しちまったからな」

　と、カミトが立ち上がると、

「一人で行かせないわよ。あたしも行くわ」

「私も行こう」

「わ、わたくしも行きますわ！」

「もちろん、私もよ。〈魔王の寵ちよう姫き〉ですもの──」

　クレア、エリス、リンスレット、フィアナの四人もつぎつぎと立ち上がり、カミトに視線を向ける。

「いや、俺一人で──」

　と、言いかけたカミトは、口をつぐんだ。

　彼女たちの目は、強い意志でこう訴えていた。

　──まさか、置いていくなんて言わないわよね？

（う……）

　その強い視線に、カミトはたじろいだ。

　しかし、ルビアに言われるまでもなく、これは無謀な作戦だ。もちろん、彼女たちは頼れる仲間だが、同時に、カミトにとっては守るべき大切な女の子だ。

　さすがに、命の危険のある場所に連れて行くわけには──

　──と、そのとき。

「連れていきなさい。彼女たちは、きっとあなたの力になってくれるわ」

「レスティア？」

　声を発したのは、なんと、隣に座るレスティアだった。

　驚いたカミトがまじまじと見つめると、彼女は穏やかに微笑ほほえみ、無言で頷うなずく。

　クレアたちも、彼女の援護は意外だったのか、少し戸惑ったように顔を見合わせた。

　だが、またすぐにカミトへ視線を戻し──

「そ、そうよ、あたしたち、あんたと肩を並べて戦うために、修行したんだから」

「ああ、君の足手まといになることはない」「あのおぞましい触手を、一本残らず射落としてみせますわ」「バックアップは任せて」

　クレアの言葉に、ほかの三人も自信に満ちた表情で頷く。

　四人の仲間と契約精霊に見つめられ──

　カミトは心を決めた。

（……一人で戦うなんて、俺おれは、思い上がってたのかもしれないな）

　これまでだって、カミトは何度も、彼女たちに窮地を救われてきたのだ。

「わかった。俺と一緒に戦ってくれ」

「ええ──」

　カミトが頷くと、クレアたちは力強く頷いた。

「──そういうわけだ。〈ゾハール〉にはこの五人で乗り込む、いいな？」

　と、ルビアのほうを振り向き、カミトは言った。

「よかろう。だが、フィアナはここに残ってもらう──」

「え？」

「ルビア様、どうしてですか！」

　フィアナが抗議の声を上げる。

「この〈モルデス〉を守るためだ。〈リヴァイアサン〉の侵攻に備え、都市の周囲に大規模な〈防御結界〉を構築する必要がある」

「ああ、そうか……」

〈リヴァイアサン〉の侵攻速度を考えれば、この〈モルデス〉に到達する前に核を破壊し、停止させることは難しい。〈リヴァイアサン〉の侵攻に備え、最大限、時間を稼ぐために、防衛体制を整えておく必要はあるだろう。

「……わかりました。私はここに残って、街を守るわ」

　フィアナは納得しつつも、少し残念そうに言った。

「頼んだぞ、フィアナ」

「頼んだわよ」

「ええ、任せて」

　声をかけるカミトとクレアに、力強く頷うなずくフィアナ。

「──では、会議は以上だ。なにか質問はあるか？」

　ルビアが全員の顔を見回した。

「義あ姉ね上の調整はまだなのですか？」

　と、エリスが挙手をする。

「ヴェルサリア・イーヴァは、まだ調整中だ。〈精霊機甲エレメンタル・パンツアー〉の整備が完了次第、都市の防衛に当たらせる」

「わかりました」

　たしかに、ヴェルサリアの〈城塞精霊〉は殲せん滅めつ力に反して稼働時間が短く、潜入作戦には向かない。防衛用の要塞として運用するのがベストだろう。

「俺おれも質問だ。〈ゾハール〉には〈レヴァナント〉で乗り込むのか？」

「いや、〈レヴァナント〉は使えない」

　ルビアは首を横に振った。

「軍用の飛行艇には、動力源として〈精霊機関〉が搭載されている。〈神威カムイ〉の反応炉である〈精霊機関〉は、〈リヴァイアサン〉にとっては格好の餌だ。あのような巨大な的では、上空に接近したとたん、対空防御で真っ先に落とされるだろう」

「対空防御もあるのかよ……」

「無論だ。そうでなくては、戦略級兵器として役にたたん」

「それもそうか……」

「それじゃあ、あたしたちはどうやって乗り込むの？」

　と、クレアが訊たずねた。

「ドラクニアに供与された、飛竜型の軍用精霊を使う」

「ああ、あれか──」

　たしかに、軍用の飛竜精霊なら、小回りもきくだろう。潜入作戦にはもってこいだ。

「ほかに質問は？」

　全員が首を振ると、ルビアは立ち上がった。

「では解散だ。各員は準備を済ませ、飛竜の発着場に集合しろ」

　席を立ち、出て行くカミトたち。

　と、最後に出て行こうとするクレアを、ルビアが呼び止めた。

「クレア・ルージュ。お前には、少し話がある。ここに残れ」

「え？」





　　　　◇






　数分後。準備を済ませたカミトは、〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉の頂にある飛竜の発着場に立ち、モルデスの街を見下ろした。

〈ゾハール〉接近の報を聞き、街は騒然としていたが、ルビアを中心としたそれぞれの教団の指導者たちが、人々が混乱状態になるのをなんとか抑えているようだ。

　絶望的な状況であるにもかかわらず、まだ大きな混乱が起きていないのは、復活した〈魔王〉という精神的な支えがあることも大きいのだろう。

「きたぞ、カミト──」

　と、遠方を見張るエリスが言った。

　カミトが砂漠に目を向けると、地平線の向こうに砂煙が上がるのが見えた。

「早かったな……」

「ああ、映像で見たときより、速度を増しているようだ」

「大きいですわね……」

　リンスレットがかすかに声を震わせる。

　なにしろ、都市そのものが移動兵器となったのだ。あんなものが侵攻してくれば、堅けん牢ろうな要塞である〈魔王の拳〉とて、ひとたまりもない。

「みんな、待たせたわね──」

　と、息を切らしたクレアが階段を上ってきた。

「ルビアとなにを話したんだ？」

　カミトが訊たずねると、

「……っ、た、たいしたことじゃないわ……」

　クレアは気まずそうに目を逸そらした。

　そんな態度を怪け訝げんに思い、カミトは眉をひそめるが、まあ、姉妹のことだ。あまり深入りするのもよくないだろう。

「それじゃ、早速出発するか──」

　カミトは石版を取り出し、飛竜型の軍用精霊〈ワイヴァーン〉を解放した。

　中型にはリンスレットとクレアが二人で乗り、小型の方にはカミトが一人で騎乗する。エリスは飛竜ではなく〈シムルグ〉に乗るようだ。

「リンスレット、あんた飛行型精霊の二人乗りライセンスなんて持ってたの？」

「ええ、去年、オストダキアの教練所で特級ライセンスを取得したんですのよ」

「俺おれは二人乗りどころか、一人乗りもノーライセンスだけどな」

　とはいえ、飛竜精霊の乗りこなし方は、〈教導院〉で習得済みだ。

「では、出撃だ──」

　巨大化した〈シムルグ〉の首にまたがったエリスが、凛りんとした声で叫ぶ。

　砂漠の夜が、静かに明けようとしていた。





[image: ]

　轟ごう々ごうと激しい嵐の吹ふき荒すさぶ砂漠を、カミトたちを乗せた飛竜が飛んでいく。先頭を飛ぶエリスの〈シムルグ〉が、風の気流を発生させ、後続を引っ張っていた。

「──もうすぐ接近するぞ、手綱をしっかり握れ！」

　エリスが鋭い声で叫んだ。

　砂嵐に煙る視界の向こうに、巨大な影が姿を現す。

　地響きをたてて迫る、教国の首都〈ゾハール〉の城壁だ。

「……っ、なんだ、あれは──」

　そのあまりに現実離れした異様な光景に、カミトたちは目を瞠みはった。

　石造りの城壁の隙間から生えた、無数の蛇のような触手が、苦しみもがくようにのたうちながら、砂漠をゆっくりと這はい進んでくる。否いな、その速度は、あれほど超巨大質量の存在にしては、速すぎると言うべきか──

「……っ、なんとおぞましい……あれが、本当に精霊だというのか……」

　前を飛ぶエリスが、ゾクリと身を震わせる。

「き、気持ち悪いですわ！」

「消し炭にしたいわね……」

　二人乗りで飛ぶクレアとリンスレットも、本能的な嫌悪の表情を露あらわにする。

　……無理もない。それほどまでに、その精霊は、おぞましい姿をしていたのだ。

　砂漠をゆっくりと蝕むしばみ、汚染してゆくそれは、巨大な粘菌のようにも見えた。

　まるで、精霊という存在を冒ぼう瀆とくするかのような、まっとうな精霊使いであれば、見るに堪えない醜悪な光景だった。

『カミト、あれは、もう精霊ではありません──』

　エストの声がカミトの脳裏に響いた。

　感情の起伏のない平へい坦たんな声。だが、この相棒と付き合いの長いカミトには、その声に込められた感情がわかった。

　──エストは怒っていた。かつて、誇り高き高位精霊であった〈リヴァイアサン〉を、あのような姿に変えてしまった、過去の人間たちすべてに対して──

『その通りよ。偉大な海王〈リヴァイアサン〉はもう存在しない。〈精霊戦争〉のときは敵の陣営ではあったけれど、あんな姿を見るのは、私も忍びないわ』

　と、レスティアも感情を押し殺した声で呟つぶやく。

　海王〈リヴァイアサン〉は、〈水の精霊王〉に仕える腹心であり、〈精霊戦争〉の際は、レスティアや竜王〈バハムート〉と、幾度にもわたる死闘を繰りひろげたという。

　軍用精霊として調律され、知性を失った宿敵の姿に、彼女は何を思うのか──

『──せめて、葬ってあげましょう。かつて戦った宿敵の一人として』

「ああ、わかった──」

　エストの静かな怒り、そして、レスティアの想おもいを汲くむように──

　カミトは双剣の柄を握りしめた。

「目標までの到達距離、六〇、五〇、四〇、三〇、二〇──」

　先陣を切って飛ぶエリスが声を張り上げる。

　教国の対空防御をくぐり抜け、このまま、一気に突入する──

（……っ!?）

　──と、その時だ。幼少の頃より、幾度もの死線をくぐり抜けてきたカミトの直感が、嫌な気配を感じた。

「まずい！　エリスっ、旋回しろ！」

「なに？」

　と、その刹那。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　リヴァイアサンが咆哮した。

「きゃあっ！」「な、なんですの!?」

　凄すさまじい音の衝撃波が、〈ゾハール〉の上空を飛ぶカミトたちを襲った。

　飛竜精霊は悲鳴のような金切り声を上げ、きりもみ飛行をはじめる。

（……っ、墜落する!?）
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　──一方、その頃。要塞都市モルデスの〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉では、〈リヴァイアサン〉を迎え撃つための準備が急ピッチで進められていた。

「この世をあまねく照らす聖王の光よ、堅き護まもりとなりて、我等を守り給たまえ──」

　都市を守る防壁の上で、フィアナの指揮のもと、教団の姫ひめ巫み女こたちが結界を構築する。

　モルデスの周囲を覆う、大規模な結界だ。地脈に沿って、複数の結界を共鳴させることで、通常の数十倍の防御力を発揮することができる。鉱山の周囲に大きな地脈が通っているという地形的な利点も、このモルデスが堅固な要塞である所以ゆえんだった。

〈聖王の盾シールド・オヴ・アレクサンドロス〉──先のランバール戦争の際には、都市防衛に使用された、軍事用の〈戦略結界〉だ。

「ふう、ひとまず、これで完成ね」

　最後の結界の完成させ、フィアナは額の汗を拭った。

　短時間に複数の結界を構築したことで、疲労はすでに限界に近い。

　教国には〈アレイシア精霊学院〉のような国立の教育機関がないため、軍属以外で、正規の訓練を受けた姫巫女は数が少なく、どうしてもフィアナの負担が大きくなる。

　魔術方陣の用意などは、元精霊姫のルビアが引き受けてくれたものの、肉体に呪装刻印を刻み、契約精霊を失ったいまの彼女は、姫巫女としての力を十分に行使することができないのだった。

「腕を上げたな。昔のお前は、〈結界〉の構築は苦手だったはずだが」

　真紅の仮面を着けたルビアが、城壁の上に立ち、呟つぶやいた。

「四年前のルビア様や、レイハの足もとにも及びませんよ」

　フィアナは静かに首を振った。

「でも、成長はしたと思います。カミト君や、あなたの妹と出会って──」

「そうか」

　ルビアは口をつぐみ、無言になった。

　その視線は、砂嵐と共に迫りくる〈リヴァイアサン〉を見み据すえている。もはや〈遠見〉の魔術など使わずとも、そのおぞましい姿が視認できる距離だ。

（精霊たちの悲しみが聞こえるわ……）

　フィアナは痛ましい表情で目をつむり、両手を強く握った。

　ゾハールにいた多くの精霊たちは、すでに〈リヴァイアサン〉に取り込まれ、〈神威カムイ〉を貪り食われてしまったのだろう。〈神威〉を失った精霊は、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に帰還することもできず、この世界から消滅してしまう。

　フィアナは、口の中で鎮ちん魂こんの祈き禱とうを唱えると、防壁の上に立ち、集められた教国の姫ひめ巫み女こたちに対して指示を出した。

「これより、〈戦略結界〉を起動します。各位、準備を──」

　凜りんと張ったフィアナの声に応えるように──

　防壁の上にずらりと並んだ姫巫女たちが、一斉に印を切った。

　その瞬間。要塞都市の周囲に配置された無数の〈魔術方陣〉が反応し、連鎖的に輝きはじめる。光の点が一瞬にして繫つながり合い、モルデス全体を覆う巨大な結界が完成した。

〈リヴァイアサン〉のたてる地響きが、すでにここまで伝わってくる。

　教団の姫巫女たちは、不安そうに隣の姫巫女と顔を見合わせた。

　フィアナはそんな彼女たちを勇気づけるように防壁の上に立ち、迫り来る〈リヴァイアサン〉を真っ向から睨にらみ据すえる。

　この〈戦略結界〉が、どこまで持ち堪こたえられるかは、わからないが──

（……カミト君、私たちはあなたを信じて、ここを守ってみせるわ）

　その姿に勇気づけられた姫巫女たちは、怯おびえるのをやめ、しっかりと頷うなずき合った。

「──まるで、聖女のようだな」

「いいえ。私は〈魔王〉の寵ちよう姫きですよ、ルビア様──」

　フィアナは不敵に微笑した。
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　砂の大地を食はむ〈リヴァイアサン〉の咆ほう哮こうが、大気を震わせた。

　音波の直撃を受けたカミトの飛竜精霊は、きりもみしながら墜落する。

「ちょ、ちょっと、落ちるわよ、リンスレット！」

「わかっていますわ！　飛竜がわたくしの言うことを聞いてくれませんの！」

　クレアとリンスレット、二人の乗った飛竜も、雄お叫たけびを上げながら、無む茶ちや苦く茶ちやな軌道で飛び回る。リンスレットは制御を取り戻そうと、必死に〈神威〉を送り込むが、飛竜の暴走は止まらない。

『カミト、この飛竜はもうだめよ。軍用精霊としての機能を完全に破壊されてるわ──』

　レスティアの声が脳裏に響く。

（精霊の理性を破壊する咆哮か──）

　これが〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉の対空防御機構。もし〈レヴァナント〉で乗り込んでいたら、動力源の〈精霊機関〉が暴走し、大惨事になっていただろう。

『──カミト、酔いそうです』

「ああ、俺おれもだ──」

　剣精霊が酔うのか？　と疑問を抱きつつ、カミトは必死に頭をめぐらせた。

　このままでは、地上に真っ逆さまだ。

「──カミト！」

　と、頭上で声が聞こえた。

　ハッと顔を上げると、〈魔風精霊〉の首にまたがったエリスが、懸命に手を伸ばしている。高位精霊である〈シムルグ〉は、あの咆ほう哮こうの影響を受けなかったようだ。

　タイミングは一瞬。カミトは手を伸ばすと、その手を摑つかみ、跳躍した。

　空中に投げ出された瞬間、身体がふわりと軽くなる。エリスの唱えた精霊魔術の風が、カミトを包み込んだのだ。

　そのまま、カミトはぐいっと引き寄せられる。

「エリス、助かった──」

「あ、ああ……」

　と、あわてて手を離し、頰ほおを赤くするエリス。

「ふああっ、落ちる、落ちるわ！」

「クレア、しがみつかれるとなにもできませんわ！」

　リンスレットたちの飛竜は今にも墜落しそうだ。

　エリスが身をかがめ、二人に向かって叫んだ。

「二人とも、タイミングを合わせて飛び降りろ！　私とカミトが下で受け止める！」

「ええっ!?」「そんなの、無む茶ちやですわ！」

「私たちを信じろ──」

　エリスは〈シムルグ〉を急旋回させた。

「わ、わかったわよ……」

「背に腹は代えられませんわね……」

　さすがに、数多あまたの修羅場をくぐり抜けてきた二人だ。

　覚悟を決めたように頷うなずくと、冷静に真下へと視線を向ける。

「いまだ──飛べ！」

　エリスが叫んだ。

　その瞬間、クレアとリンスレットは、暴走する飛竜の背から飛び降りた。

　ゴウッ──精霊魔術の風が唸うなり、二人の身体をふわっと浮き上がらせる。ぴったりのタイミングで〈シムルグ〉が下に潜り、エリスがクレアを、カミトがリンスレットを、それぞれ摑んで引き寄せた。

「……あっ、カ、カミトさん!?」

　カミトの胸に顔をうずめたリンスレットが、顔を真っ赤にする。女の子特有のフローラルな匂いに、カミトは思わず、ドキッとしてしまう。

　──と、飛行する〈シムルグ〉のバランスが大きく崩れた。

「さすがに、四人を乗せて飛ぶのは無理だ。あの広場に着地するぞ」

「ああ、わかった──」

　エリスの声に応じ、シムルグは巨大な翼をはためかせると、大きな広場に着陸した。

「──シムルグ、よく頑張ってくれたな」

　エリスがシムルグの背中をいたわるように撫なでる。

　魔風精霊はくるるっと鳴くと、光の粒子となって虚空に消滅し、エリスの手には、精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〈風翼の槍レイ・ホーク〉が現れた。

「……〈魔蠍宮スコルピア〉には、まだ距離があるわね」

　クレアが、建物の向こうにそびえ立つ宮殿に目を向けた。

「ああ、だが、そう遠くない。このまま向かおう──」

「……そう簡単には、通してくれそうにないけどなっ！」

　叫び、カミトは襲い来る触手を斬り払う。

　ゾハールは夥おびただしい数の蠢うごめく触手に覆われ、まさに魔都の様相を呈ていしていた。

「……人の気配がまったくしない。街の住人は、どうなったのだ？」

　エリスが険しい表情で言った。

「あれを見て──」

　と、クレアが聖堂らしき建物の上を指さした。

　屋根の上に、ちょうど寝袋ほどの大きさの繭まゆのようなものが、大量にぶら下がり、不気味に鼓動を刻んでいる。

「まさか──」

「ええ、おそらく、あの繭で、街の人間から〈神威カムイ〉を補充しているんだわ……」

「あの繭が全部、そうですの!?」

「なんと非道な……！」

　と、エリスが怒りの声を上げる。

「助けることは、できませんの？」

「残念だけど、一人一人助けていたら、キリがないわ……」

　クレアは瞳に静かな怒りをたたえ、炎の鞭むちを構えた。

「〈リヴァイアサン〉の本体を滅ぼすしかない、か……」

　カミトたちの〈神威〉に反応してか、蠢く触手が活発に動き始めた。

「突破するぞ──」

「ええ！」
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　──カミトたちが〈ゾハール〉への侵入に成功した、その頃。

〈魔蠍宮スコルピア〉の地下深く、〈リヴァイアサン〉の制御を司つかさどる〈魔王の心臓デモンズ・サーキツト〉の中では、凄せい惨さんな地獄絵図が繰り広げられていた。

「……あ、がががが……シェーラ……さ、ま……ああああああああっ！」

　祈き禱とうを唱えていた姫ひめ巫み女この少女が喀かつ血けつし、床に描かれた魔術方陣の上に倒れる。限界まで〈神威カムイ〉を絞り尽くされた少女は、そのまま息絶えた。

　……これで、六人目。最初の贄にえとなったパルミラを加えれば、七人目だ。

「くく、もう使い果ててしまったか、早く、次の贄を用意しなくてはな……」

　教主シェーラ・カーンは──否いな、シェーラ・カーンであったその怪物は、姫巫女たちの亡なき骸がらの横たわる祭殿を見下ろし、喜悦の笑みを浮かべた。

　虚空に浮かんだ巨大な心臓が、大きく脈打つ。

　この心臓こそ、戦略級軍用精霊〈リヴァイアサン〉の核であった。

　シェーラ・カーンは、その核と融合していた。

　魔性の美しさを備えた彼女の肉体は、なかば心臓に埋もれている。

　本来、数十人の精霊使いによって運用されるべき兵器の制御を、一人で行うとなれば、いかにシェーラであろうと、このような方法をとるしかなかったのだ。

　だが、〈リヴァイアサン〉の核と融合したことには、メリットもあった。

　感覚が共有されたことにより、ゾハールの内部で起きていることが、まるで皮膚感覚のように感知できるようになったのだ。

　そう、〈魔王の後継者〉である、レン・アッシュベルが乗り込んできたことも──

「ク、クク、面白い……〈浮遊島ラグナ・イース〉での決着をつけようではないか──」

　シェーラ・カーンは唇を歪ゆがめ、口の中で呪文を唱えはじめた。

　失われた古代精霊語ハイエンシエント──〈魔王教団〉に連綿と伝わる禁断の呪法である。それは、かつて〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の行われた〈浮遊島〉の地下で、ルビア・エルステインが行った〈反はん魂こんの儀式〉の呪文と酷こく似じしていた。

「いまここに蘇よみがえるがいい。〈ゾハール〉に眠る闇の落とし仔ごたちよ──」
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「──みんなまとめてっ、消し炭になりなさいっ！」

　クレアの振るう炎の鞭むちが、蠢うごめく肉の触手を一気に薙なぎ払う。言葉とは裏腹に、消し炭さえ残すことなく焼き尽くすその火力は、以前とは見違えるようだ。

「お、おまえ、一体、どんな修行したんだよ！」

「まだまだ、こんなものじゃないわよっ！」

　併走するカミトにそう答え、クレアはさらに激しく鞭を振るった。縦横無尽に奔はしる炎の斬閃は、襲い来る無数の触手をたちどころに消滅させる。

「私たちも──」「負けていられませんわっ！」

　エリスとリンスレットもそれぞれ、精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエを構え──

「凍いてつく氷魔の矢弾よ、降りそそげ──〈氷烈破魔の流星フリージング・メテオ〉！」

　自動追尾する無数の氷の矢が触手の群れに降りそそぎ──

　次の瞬間、すべての矢弾が破裂。氷の華が派手に咲き乱れる。

「すごいな──」

　カミトが感嘆の声を上げる。

「ふっ、ドラクニアでの修行の成果ですわ！」

　リンスレットがふぁさっと髪をかきあげた。

「俺おれも負けてられないな──」

　と、カミトが双剣に〈神威カムイ〉を込めようとすると、

「カミト、あんたは切り札なんだから、なるべく〈神威〉を温存してなさい」

　クレアがそんなことを言ってくる。

「あ、ああ、わかった──」

　実際、この調子なら、カミトが剣を振るう出番はなさそうだ。

　と、無数の繭まゆの並ぶ大通りの向こうに、〈魔蠍宮スコルピア〉の姿が見えてきた。

　天井に巨大な円蓋のある、異国風の建築物だ。

「あそこか──！」

　カミトは、地面を蹴る足に〈神威〉を込めて加速した。クレア、エリス、リンスレットも、すぐあとに続く。

「宮殿を守る軍隊はいませんのね──」

「市民たちと同じように、〈リヴァイアサン〉に吞のみ込まれたのかもな」

　カミトが言葉を返した、そのときだ。

　ドオオオオオオオンッ！

「……っ!?」

　突然、通り脇の建物が崩壊し、頭上に瓦が礫れきの雨が降りそそぐ──

「あまねく守護の風よ、我等を守れ──〈風神の盾ウインド・シールド〉！」

　瓦礫に吞み込まれる寸前、エリスの唱えた精霊魔術が発動。エリスの掲げた槍やりを中心に、吹ふき荒れる暴風が瓦が礫れきを吹き飛ばした。

「な、なに!?」「なんですの!?」

　──と、倒壊した建物の陰から、巨大な腕がのっそりと現れる。

「あれは……！」

　ヴオオオオオオオオオオオッ！

　咆ほう哮こうが轟とどろき、あたりの空気を震わせた。

　ズシン──と地面を揺らし、姿を現したのは、巨大な人型の精霊だ。

　以前、学院に来たばかりのカミトが戦った、〈グラシャラボラス〉型の戦術級軍用精霊。軍用精霊の中では比較的扱い易やすく、高いパワーを誇るため、オルデシア以外の諸国家でも多く採用されているという。

「……っ、面倒なことになったな」

　砂煙の中に立つ巨人を見上げ、カミトは喉の奥で唸うなった。

　これ一体であれば、戦術級軍用精霊といえど、そう脅威ではない。実戦経験のない学院生などにとっては十分強敵だろうが、カミトはもちろん、修行を積み、レベルアップしたクレアたちの敵ではないはずだ。だが──

「……た、たくさんくるわよ！」

　クレアが叫んだ。

　十数体からなる巨人精霊グラシヤラボラスの軍団が、地面を踏みならして押し寄せてくるのだ。

　カミトは両手の双剣に力を込めた。さすがに、この数の軍用精霊は、クレアたちの手に余るだろう──

（……っ、こんなのを相手にしてる時間はないんだが──）

　と、剣の柄を握る手を、そっとエリスに押さえられる。

「エリス？」

「ここは私に任せろ。君たちは先に行け」

「でも……」

「大丈夫だ。私も〈シムルグ〉も、修行で大幅にパワーアップしている──」

　エリスはふっと微笑ほほえむと、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の槍やりを地面に突き立てた。

「〈神威カムイ〉の消耗が激しいが、短期決戦なら、問題ないだろう──」

　エリスが目をつむると、その全身から眩まばゆい〈神威〉の光が溢あふれ出した。

「……っ、これは!?」

「魔風精霊よ、その真の力を顕あらわせ！　精霊魔装・第二形態──〈神霊鳥の槍レイ・ホーク・ラグナ〉！」

　エリスが解放の言葉を叫んだ。

　瞬間、〈精霊魔装〉の槍が激しく輝き、その形態を瞬く間に変化させる──

　槍の柄に旋風の如ごとき螺ら旋せん状じようの紋様が彫り込まれ、柄頭には霊鳥の頭部を模した装飾が現れた。鋭い穂先は広げた翼の如ごとく三さん叉さに分かれ、神々しい光を放つ。

「〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の第二形態ですって!?」

「ああ、これが、私とシムルグが修行で身につけた、新たな力だ！」

　エリスは槍やりを抜き放ち、頭上でヒュッと回した。何なに気げないその動作ひとつで、すさまじい烈風が吹ふき荒れ、周囲の瓦が礫れきを一気に吹き飛ばす。

「……っ、すごい──」

「これまでの精霊魔装とは、格が違いますわ……」

　感嘆の声を上げる二人の横で、カミトも内心舌を巻く。

　たしかに、これまでのエリスとは、〈神威カムイ〉の質も量もまったく違うのがわかる。

　彼女はとうとう、最高位の魔風精霊の真の力を引き出すまでに成長したのだ。

　ポニーテールの髪をたなびかせ、エリスは戦術級軍用精霊の前に立ちはだかる。

　と、エリスの放つ強烈な〈神威〉に反応したのか──

　ヴオオオオオオオオオオオッ！

　巨人の目が赤く輝き、その巨大な腕を、エリスめがけて振り下ろす。

「エリス！」

　カミトはエリスを守ろうと、咄とつ嗟さに前に出る。が──

　エリスは宙高く跳躍し、精霊魔装の槍を振りかぶった。

　そして──

「我が敵を刺し穿うがて、裁きの神しん槍そう──〈神霊鳥の槍レイ・ホーク・ラグナ〉！」

　投げ放った槍はまっすぐに飛来し、巨人精霊グラシヤラボラスの胸を穿つ！

　巨人精霊の胸部が削れ、大きく抉えぐられる。しかし、さすがは戦術級軍用精霊、その耐久力は並の精霊とは比較にならないほど高く、完全な破壊にはいたらない。

　だが──

「──凶まがツ風よ、狂え！」

　エリスが叫んだ。

　巨人精霊の胸部を抉った槍の尖せん端たんに旋風が生じ、超高速で回転を始める。

　荒れ狂う風は巨人精霊の装甲を一瞬で削りきり、そのどてっ腹をぶち抜いた。

　ドオオオオオオオオオオンッ！

　凄すさまじい土煙を上げ、倒れる巨人精霊。

「──まさか、軍用精霊の装甲を一撃で!?」

　カミトは絶句した。

　いまの技は、あのレオノーラの竜剣技にも匹敵する威力だった。

　巨人精霊を破壊した〈神霊鳥の槍〉は、空中で華麗に回転すると、地上へ降りたエリスの手に舞い戻る。

「見ての通りだ。この程度の敵、私とリンスレットでなんとかなる」

　手にした槍やりをくるりと回し、エリスは言った。

「ここはわたくしたちにまかせてくださいな」

　と、リンスレットも、氷の魔弓を構え、髪をかきあげる。

　たしかに、エリスの実力は、学生レベルどころか、精霊騎士をも遙はるかに上回っている。

　同じく、レベルアップしたリンスレットと協力すれば、この場はなんとかなるだろう。

　残りの巨人精霊グラシヤラボラスがズシン、ズシン──と近付いてくる。

「……わかった。ここは二人に任せた──」

「ああ、任せてくれ」「このわたくしが、全部倒してみせますわ」

　ふっと自信ありげな表情で頷うなずく二人。

「行きましょう、カミト──」

「ああ！」

　降りそそぐ氷の矢の援護を受けながら、カミトとクレアは駆けだした。
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　バヂバヂバヂバヂバヂバヂッ──！

　砂煙の舞う砂漠に、激しい雷光がほとばしった。リヴァイアサンと融合した魔都〈ゾハール〉の市壁が、モルデスの結界に接触したのだ。

　おぞましい触手の群れが、聖なる雷光に焼かれ、悶もだえるようにのたうちまわる。

「……効いてるわ、これで少しは時間稼ぎができそうですね、ルビア様」

　城壁の上に立つフィアナが、ルビアのほうを振り向くと、

「いや、だめだ──」

「……え？」

　フィアナの肩越しに厳しい眼まな差ざしを向けたまま、ルビアは首を横に振る。

　フィアナはふたたびゾハールを振り返った。

　──と、結界に触れ、消滅したはずの触手の群れは、瞬く間に再生をし始める。

「……っ、そんな!?」

「〈リヴァイアサン〉には、高い自己修復機能がある。この規模の〈戦略結界〉が、足止めにもならないか──」

　ルビアの口調に、かすかな焦燥が含まれているのを、フィアナは感じ取った。

　──結界は、数分と保もたなかった。

「フィアナ様っ、結界が破られます！」

　城壁の上で遠見をしていた姫ひめ巫み女こが、悲鳴のような声で報告した。

　再生した触手の群れは、聖光に焼かれながらも結界に攻撃を繰り返し、ついに、大穴を空けてしまう。一度崩れた結界は脆もろく、たちまち、連鎖的な崩壊がはじまった。

「……っ！」

　フィアナは唇を嚙かんだ。もとより、〈戦略級軍用精霊〉を相手に、結界のみで持ち堪こたえられるなどと思っていたわけではなかったが──

（まさか、こんなに短時間で突破されるなんて──）

　モルデスの周囲をドーム状に覆う、巨大な結界が消滅し、市街を守るものは、もはや石の城壁だけだ。

　無数の触手に覆われた〈ゾハール〉の城壁が、土煙と共に迫ってくる。

「……っ、衝突するわ！　みんな、衝撃に備えて！」

　フィアナが周囲の姫巫女たちに向かって叫んだ。

　城壁の上にいた全員が身を伏せた、その瞬間──

　ズウウウウウウウウウウウウウウンッ！

〈ゾハール〉の外縁部がモルデスの城壁に接触。

　衝突した領域の石壁がごっそりえぐれ、監視塔は粉々に砕くだけ散る。

「きゃあああっ！」

　衝撃で吹ふき飛ばされ、城壁の内側を転がるフィアナ。

　全身を激しく打ちつけ、呼吸困難に陥る。

（……み、みんなは!?）

　朦もう朧ろうとする意識を叱しつ咤たしつつ、フィアナは周囲を見回した。

　城壁の上で結界を維持していた姫ひめ巫み女こたちも、衝撃で吹き飛ばされ、立ち上がることができないようだ。額から血を流して気絶している者、足があらぬほうへ折れ曲がり、苦痛の呻うめきを上げている者もいる。

「……あ、ぐ、うぅ……」

「……っ、落ち着いて、いま治療するわ！」

　彼女たちに治癒をほどこそうと、フィアナは聖属性の精霊魔術を唱えはじめる。

　──と、そのときだ。

　ふしゅるるるるるるるるる！

　本能的な嫌悪感をかき立てるような音が、大気を裂いて鳴り響く。

　次の瞬間、おぞましい触手の群れが〈モルデス〉の城壁を乗り越え、動けずにいる姫巫女たちめがけてつぎつぎと襲いかかった。

「きゃああああああっ！」「ひっ──！」「い、いやああああああっ！」

　姫巫女たちの悲鳴が重なり、すぐに消える。触手の尖せん端たんが大きな口を開き、姫巫女たちを一瞬で丸吞のみにしたのだ。

「──聖王よ、邪悪なる者に汝なんじの裁きを──〈聖なる刃ホーリー・エツジ〉！」

　襲いくる触手の群れを、精霊魔術の刃で斬り裂くフィアナ。

　──だが、そんな抵抗は焼け石に水だった。触手の群れはたちまち再生し、雪崩なだれの如ごとく城壁を乗り越えてくる。触手の動きに意志のようなものは感じられない。ただ、姫巫女たちの持つ〈神威カムイ〉に反応し、襲ってくるようだ。

　精霊魔術の刃をかいくぐり、数本の触手がフィアナの眼前に迫った。

（……っ！）

　フィアナは思わず、目を閉じる。

　が、その刹那──

「刻ときすらも凍れ、絶対零度の劫ごう火か──〈凍える焰華フロスト・ブレイズ〉よ！」

　荒れ狂うエルステインの蒼そう焰えんが、触手の群れを一気に消滅させた。

「……っ、ルビア様……」

「諦めるな、フィアナ・レイ・オルデシア──」

　左手に〈凍える焰華フロスト・ブレイズ〉を纏まとわせたまま、彼女は城壁の上に立ちはだかった。

　紅ぐ蓮れんの髪をなびかせるその姿は──

　かつて、フィアナが憧れた、理想の姫ひめ巫み女このものだ。

「──お前たちの〈魔王〉を信じろ」





　　　　◇






　足の裏に感じる、地響きのような震動。

　背後から聞こえてくる、戦闘の音を聞きながら──

　カミトとクレアは〈魔蠍宮スコルピア〉を目指し、ひた走った。

「みんな、たった数日で、どんな修行したんだよ」

　と、横を走るクレアに訊たずねるカミト。以前よりも格段に強くなったのは一目見てわかったが、まさか、これほどとは──

「修行っていうか、たぶん、自分の中の殻を破ったんだと思うわ──」

「どういうことだ？」

「それは、うまく説明し辛づらいけど……、でも、なんとなく、そんな気がしたのよ」

「なんとなくって……」

　と、首を傾かしげるカミトの脳裏に、レスティアの声が聞こえてくる。

『彼女たちには、もともとすごい実力があったの。でも、それぞれ心に小さな棘とげのようなものを抱えてて、それが契約精霊との交感を阻害していたのね──』

「つまり、潜在能力を解放したってことか──」

　──と、通りを駆ける二人の前に、大きな門が現れた。

　この先は〈魔蠍宮〉の敷地内だ。

「カミト、なんだか嫌な気配がするわ」

「ああ、わかってる……」

　二人は足を止め、周囲に視線を走らせた。

　そのとき、意外なことが起こった。

　宮殿の門が、重い音をたてて内側から開きはじめたのだ。

「……っ!?」

　門の向こうには、広大な庭園が広がっていた。

　その庭園の中央に、闇の瘴しよう気きのようなものがわだかまっている。

「あれは、なに？」

　と、眉をひそめるクレアの声に答えるかのように──

　闇の瘴気は大きく揺らぎ、その姿を変化させた。

　そこに現れたのは、漆黒の甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった、七体の騎士だ。

　それぞれ抜き放った剣を構え、兜かぶとの奥で輝く真紅の単眼が不気味に輝く。

　闇の化身のようなその姿に、カミトは見覚えがあった。

「……あれは、まさか、〈ネペンテス・ロア〉!?」

　喉の奥で、うめくように言う。

〈ネペンテス・ロア〉──それは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉でルビアが蘇よみがえらせた、〈魔王〉の力を持つ怪物だ。たった一体で各国の代表チームをつぎつぎと壊滅させ、あのレオノーラ率いる〈竜皇騎士団〉さえも圧倒した。

　先ほどの〈戦術級軍用精霊〉などよりも、はるかに恐ろしく、強大な存在だ。

　──そんなものが、七体もいる。

「どういうことだ……どうして、あの闇の怪物が……？」

『〈ネペンテス・ロア〉は、〈魔王〉の力に吞のみ込まれた者のなれの果てよ。〈魔王教団〉は、その亡なき骸がらを保管していた。シェーラは〈魔王の心臓デモンズ・サーキツト〉の力を使って、その亡骸を蘇らせたのでしょうね……』

「……っ、反則だろ……」

　闇の瘴しよう気きを纏う七体の〈ネペンテス・ロア〉は、音もなく移動し、二人を取り囲んだ。

　カミトとクレアは、それぞれの〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を構え、背中合わせに立つ。

　そして──

「クレア、背中は任せたぞ──」

「え？」

　カミトの言葉に、クレアは驚きの声をあげる。

　これまでのカミトであれば、「背中は任せた」ではなく、「援護を頼む」と、言っていたところだ。クレアの実力を認めてはいたものの、まだ無条件に背中を預けるまでには至らなかった。しかし──

「俺おれ一人じゃ、ちょっと荷の重い相手だ。修行で強くなったんだろ？」

　今や、〈チーム・スカーレット〉の仲間は大きく成長した。それこそ、一人で戦っていたカミトの背中を、信頼して預けることができるほどに。

「……っ、え、ええ、任せなさい！」

　クレアは嬉うれしそうに頷うなずくと、〈炎の鞭むち〉を打ち鳴らした。

「……修行で身に着けた大技を使うわ。ちょっと、時間がかかるけど、大丈夫？」

「そいつは、〈ネペンテス・ロア〉にも通用する技か？」

「ええ」

　クレアが短く頷く。

「わかった、その大技が完成するまで、俺がお前の背中を守る──」

　カミトは双剣を構え、七体の〈ネペンテス・ロア〉と対たい峙じした。

　背後で、クレアがなにか呪文のような詞ことばを紡つむぎ始める──

　──と、その瞬間。闇の瘴しよう気きが一気に膨れ上がり、

　オオオオオオオオオオオオオンッ！

〈ネペンテス・ロア〉の全身から吹ふきだした瘴気の鞭むちが、一斉に放たれる。

「……っ!?」

　カミトとクレアは同時に左右に跳躍した。

　ガガガガッ──と、広場の石畳がめくれあがって吹き飛び、瘴気の沼に変へん貌ぼうした。

　おぞましい咆ほう哮こうを上げ、七体の〈ネペンテス・ロア〉が突進してくる。

（……っ、図ずう体たいの割に、速いじゃねーか！）

　カミトは足に溜ためた神威カムイを爆発させ、眼前の一体に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振り下ろした。

　漆黒の兜かぶとが砕くだけ、闇の瘴気が勢いよく噴き上がる。触れれば神威を奪われる危険な瘴気だが、最強の剣精霊の耐魔力は、それすらも無効化する。

（まず、一体──）

　倒した敵を一顧だにせず、カミトは即座に次の行動に移る。逆手に構えた〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に神威を籠こめ、もう一体の喉元めがけて突き込んだ。そして──

「──穿うがて、〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　叫ぶ。刃に漆黒の魔雷がほとばしり、怪物の頭部を消滅させた。

（これで、二体目──）

　カミトが瞬転し、次の目標に狙いを定めた、その時──

『──まだです、カミト！』

　エストが警告の声を発した。

「……っ!?」

　カミトは咄とつ嗟さに身を沈めた。ブンッ──と、頭上を大剣の切っ先が掠かすめる。

　剣を振るったのは、頭部を失った、眼前の〈ネペンテス・ロア〉だった。

　甲かつ冑ちゆうで覆われた巨大な足が振り下ろされる。カミトは地面を転がり、間一髪、全身が砕かれるのを回避する。勢いのまま立ち上がり、バックステップで後退した。

　致命傷を与えたはずの二体の〈ネペンテス・ロア〉は、平然と剣を振るってくる。

（化け物め──）

　カミトは胸中で唸うなった。

（……倒すには、存在すべてを完膚なきまでに破壊するしかない、か）

　そもそも、カミトの剣技は、人外のものとの戦闘を得意としない。〈教導院〉で収めた暗殺技は、人体の急所を狙うものが多く、グレイワースに伝授された剣技も、そのほとんどが、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で勝利することを前提とした、対人用のものだ。

　無論、大物狩りの技──〈烈華螺旋剣舞〉のような技もあるにはあるが、それは、肉体への負担と〈神威カムイ〉の消耗が激しい。いまの状況で大量の〈神威〉を消耗すれば、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を呼び起こすことになってしまうだろう。

（……とはいえ、全力を出さずに戦える相手じゃないか）

　──なにしろ、かつては、カミトと同じ〈魔王〉の候補者だった者たちだ。以前、倒すことができたのも、ミラ・バセットの眼めに封印されていた軍団精霊〈聖王の師団クルセイダーズ〉の力によるところが大きい。

　体勢を立て直しつつ、カミトは背後のクレアに視線を走らせた。よほどの大技なのだろう。彼女は、放たれる瘴しよう気きの鞭むちを素早く躱かわしつつ、呪文を唱え続けている。

　二体の〈ネペンテス・ロア〉が、カミトめがけて殺到した。

　カミトは双剣に〈神威〉を込め、跳躍する。

「〈絶剣技〉三ノ型・甲種──〈影月円舞・大双輪〉」

　対集団用の絶剣技である〈影月演舞〉の二刀流アレンジ。グレイワースとの戦いを経て、カミトが独自に編み出した技だ。左右の双剣による斬閃が縦横無尽に奔はしり、〈ネペンテス・ロア〉の腕をまとめて一気に斬り飛ばす。

　が、これでは致命傷には至らない。闇の瘴気の塊である〈ネペンテス・ロア〉は、破損箇か所しよを容易たやすく再生してしまう。

「〈絶剣技〉三の型・乙種──〈影月演舞・燕つばめ返し〉」

　瞬時に刃を返し、一いつ閃せん。〈ネペンテス・ロア〉の胴体を薙なぎ払う。

（──やった、か!?）

　視界の端で、真っ二つになった〈ネペンテス・ロア〉の姿を確認する。倒せたかどうかは不明だが、腕のように容易く再生することはできないはずだ。

　しかし──

『──カミト、避よけて！』

　レスティアの声が頭の中に響きわたる。

　瞬間、斬り飛ばした〈ネペンテス・ロア〉の上半身が爆発した。

　一瞬にして膨れ上がった闇の瘴気が、カミトを吞のみ込むように襲いかかる。

（……っ、まずい──）

　あの闇の瘴気は、少し触れただけで〈神威〉を奪われる厄介な代物だ。大量に浴びれば、カミトの〈神威〉は一気に消耗し、枯こ渇かつしてしまう。そうなれば、カミトの中に眠る、もう一つの〈神威〉──〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力が目を覚ますことになる。

　カミトは跳躍し、回避しようとするが──

　オオオオオオオオオオオンッ！

　腕を再生させたもう一体が、瘴気の鞭でカミトの足を絡め取る。

（……っ!?）

　──と、その刹那。

「焰ほのおよ、世界に紅あかき夜を──〈紅蓮の裁断クリムゾン・ジヤツジメント〉」

　カミトの視界が真紅に染まった。

　紅ぐ蓮れんの焰が闇を吞のみ込み、〈ネペンテス・ロア〉の巨体を一瞬で喰くらい尽くす。

「……な!?」

　カミトは啞あ然ぜんとして、息を吞む。今の焰は、まさか──

　──と、燃え立つ焰が激しく揺らめき、小柄な少女の姿をかたどりはじめる。

　そこに現れたのは──

　四肢に焰を纏まとう、赤髪の美しい少女だった。

「〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデ、真名を呼ぶ声に応え、現界しました」

　言って、澄すまし顔の猫耳少女は、ぺこりと頭を下げた。





　　　　◇






「──落ち着いて！　動ける者は〈結界〉の修復にまわって！」

　崩れた城壁の上に立ち、フィアナは姫ひめ巫み女こたちを鼓舞するように叫んだ。

〈ゾハール〉と接触した〈モルデス〉の外縁部では、一進一退の攻防が続いていた。

　城壁を乗り越えて溢あふれ出した〈リヴァイアサン〉の触手が、怒ど濤とうの勢いで浸食をはじめる。〈ゾハール〉のみならず、この〈モルデス〉をも融合しようというのだろうか、その進行速度は意外なほど速い。

（……っ、このままじゃ、市街地までも吞み込まれる！）

　召喚した騎士精霊が大剣で触手を斬り払うが、焼け石に水だ。

「フィアナ、後ろに下がっていろ。お前は〈正統オルデシア〉の君主だ、いまここで、失うわけにはいかん──」

「……っ、ルビア様……」

　肩を並べたルビアの声には、疲労の色が色濃く滲にじんでいた。

〈凍える焰華フロスト・ブレイズ〉をたて続けに放ち、彼女の〈神威カムイ〉はほぼ底を尽きかけている。

　全盛期の彼女であれば、触手をまとめて焼き払うこともできたのだろうが──

「……早く、しろ……ここは私が──」

「嫌です──」

「……なに？」

「私は、守られるだけのお姫様は、もう嫌なの──」

　押し寄せる触手を精霊魔術で押しとどめながら、フィアナは言った。

　その薄闇色の瞳はまっすぐに、カミトたちのいる〈ゾハール〉を見み据すえている。

「私はカミト君を──仲間を信じて、ここで戦うわ」

　満足に精霊を使役することもできない、役立たずな自分を迎え入れてくれた、〈チーム・スカーレット〉の仲間に報いるためにも、ここを退くわけにはいかない。

「……お前は、昔から、そう頑固なところがあったな」

　ルビアは呆あきれたように肩をすくめ、苦笑する。

「あ、ルビア様？　ひょっとして、いま、笑いました？」

「……」

　意外そうに見つめるフィアナの視線から、ルビアは視線を逸そらした。

　……そんな彼女の反応を見て、フィアナはくすっと微笑ほほえむ。この先輩姫ひめ巫み女こが最後に笑う姿を見たのは、いつ以来だろう──

「市街地への侵入を許すな。ここで食い止めるぞ」

「はいっ！」
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「スカーレット……」

　目の前に現れた、その少女の姿を見て、カミトは驚きの声をあげた。

〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデ。

　レスティアによれば、彼女は〈精霊戦争〉の際に大暴れした精霊兵器、十三体の〈ヴァルキリー・シリーズ〉の生き残りだという。

「この姿ではおひさしぶりです、ご主人様マスターのご主人様マスター──」

　人型となったスカーレットは、もう一度、ぺこりとお辞儀した。ご主人様マスターのご主人様マスターという呼び方はちょっと気になったが、まあ、それはともかくとして──

　カミトはクレアのほうを振り返り、

「クレア、スカーレットを真名解放できるようになったんだな」

「……え、ええ……まだ、消耗は激しいけど、ね……」

　クレアは肩で息をしながら、小さく親指をたててきた。

　これが、彼女がドラクニアでの修行で身に付けた大技──

　たしかに、頼もしいことこの上ない。

　太古の〈精霊兵器〉の放つ、圧倒的な力の気配に、〈ネペンテス・ロア〉も警戒したのか、その動きを止めた。

　オルトリンデの猫耳がぴょこんと跳ね、全身を覆う焰ほのおが激しく噴き上がる。

「──さあ、殲せん滅めつ戦を始めましょう、マスター」

「ああ……」

　と、カミトが双剣を構え直した、その時だ。

　オオオオオオオオ、オオオオオオオオオオオオオオンッ──！

　地の底から響くような咆ほう哮こうが響きわたる。

（……なんだ!?）

　ゾッとするほど強烈な気配に、カミトは息を吞のんだ。

　クレアとスカーレットも、緊張した表情で周囲に目をくばる。と──

　広大な庭園の中央に、恐ろしく濃密な闇の瘴しよう気きが生じ、徐々に人の形を取りはじめる。

「……っ、まだいたの!?」

「いや、あれは──」

　カミトは瘴気の塊をじっと見み据すえた。

　闇が象かたどったのは、〈ネペンテス・ロア〉よりも小柄で、細身の人間の姿だった。

　甲かつ冑ちゆうは軽装で、無造作に下げた剣もまた、小振りなものだ。

　漆黒の闇に覆われたその外見は、まるで今にも消えそうな、影のようだった。

　しかし──

（──こいつは、ただの化け物じゃない）

　カミトの直感が告げる。全身を粟あわ立だつような悪寒が駆け抜けた。
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　揺らめく影の貌かおに、真紅の双そう眸ぼうが生まれ、禍まが々まがしい光を放つ。

『──まさか、そんなものまで蘇よみがえらせたというの!?』

　レスティアが驚きよう愕がくの声を上げた。

「……っ、知ってるのか、レスティア？」

『ええ、あれは、七百年前の聖国に産み落とされた、最強の魔王候補者──』

　手にした〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が、警戒を告げるように、闇の雷火をほとばしらせた。

「……っ!?」

　闇の影が、静かに剣を構えた。

　その構え、立ち振る舞いに、カミトは既視感を覚える。

（あの動きは、まさか──！）

『──剣聖アーヴリル・シェルマイスよ』

　瞬間、闇の影が消失した。
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　神速の斬閃が奔はしった。

　ほんの僅か、身を逸そらすのが遅れていれば、カミトの首は胴体から離れていただろう。

　浅く切れた頰ほおを血が伝う。

　反応できたのは、その太刀筋を見切ったからではなく、知っていたからだ。

　カミトの会得しているそれとは、微妙に異なるが、それは間違いなく──

「……絶剣技──〈紫電〉だと!?」

　カミトは絶句した。

　なぜ、こんな化け物が、一子相伝のはずの〈絶剣技〉を使うことができるのか──

　否いな、その答えは、すでにレスティアが示唆していた。

　剣聖──アーヴリル・シェルマイス。

　あの化け物のことを、彼女はそう呼んだ。

　シェルマイス──精霊語で、〈剣を捧げる者シエルマイス〉を意味するその言葉は、ありふれているというほどではないものの、貴族の中ではそう珍しくもない名だ。しかし、それが、彼女と同じ姓であるということは、おそらく偶然ではあるまい。

「……レスティア、教えてくれ。あいつは、一体何者なんだ？」

　頰ほおを伝う血を拭いつつ、カミトはようやく口を開く。

『アーヴリル・シェルマイスは、神聖ルギア王国で生まれた剣聖──剣の極みに達したとされる伝説的な人物よ。彼は〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の使う〈絶剣技〉の開祖にして、あなたと同じ、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を受け継ぐ魔王候補者でもあった──」

「〈絶剣技〉の開祖……!?」

　カミトは思わず、目を見開く。

　グレイワースに剣を教えた師匠がいる、という話は、昔聞いたことがあった。その剣技は一子相伝であり、歴史の中で脈々と受け継がれてきた、ということも──

　その開祖が、いま目の前にいる、この闇の化け物だとすれば──

「グレイワースは、魔王候補者の血筋なのか？」

『直系の子孫かどうかはわからないわ。〈剣を捧げる者シエルマイス〉の名は、剣を極めた者の称号のようなものだし、魔女が勝手に名乗っている可能性もあるでしょうね。でも──』

　と、レスティアはそこで言葉を切り、

『なんにせよ、あれは、ルビア・エルステインが〈浮遊島ラグナ・イース〉で蘇よみがえらせた〈ネペンテス・ロア〉とは、別次元の存在と思ったほうがいいわ。彼は〈魔王〉スライマンを除けば、最も〈魔王〉に近づいた男よ──』

「……」

　カミトは双剣を構え、漆黒の影と対たい峙じした。

　オオオ、オオオオオオオオオオオオオオオオン……！

　古代の剣聖の放つ圧倒的な剣気は、同じ魔王候補者のなれの果てである〈ネペンテス・ロア〉の中にあってなお、異様な気配を放っていた。

　ほかの個体とは異なり、その真紅の双そう眸ぼうには、明確な意思が感じられる。

（皮肉なもんだな。こんなとこで、師匠のご先祖様に出会うなんて──）

　闇の剣聖──アーヴリル・シェルマイスが、静かに剣を構える。

　カミトは、目の前の敵に視線を向けたまま、クレアに言った。

「クレア、あいつは俺おれが戦う」

「大丈夫なの？」

　と、心配そうに訊たずねるクレア。直感力に優れた彼女も、あの〈ネペンテス・ロア〉が、ほかの個体とは別次元の強さであることを、感じ取っているのだろう。

「ああ。〈絶剣技〉の使い手は、同じ〈絶剣技〉を修得した者にしか、倒すことができない。それに──」

　と、カミトは眼前を睨にらみ据すえながら、

「あれは、俺が決着をつけるべき相手だ──」

　──そう、たとえ化け物へと姿を変えても、あれは〈絶剣技〉の開祖。

　あれに勝てなければ、全盛期の姿を取り戻したグレイワースに勝つことはできない。

　と、そんなカミトの覚悟を感じ取ったのか、クレアは素直に頷うなずき、

「わかった。あれは、あんたに任せる。あたしとスカーレットは、ほかの〈ネペンテス・ロア〉をなんとかするわ」

「ああ、頼む──」

「お任せください、ご主人様マスターのご主人様マスター」

　と、オルトリンデも手にした焰ほのおの大鎌をくるりと回す。

「ちょっと、スカーレット、カミトがご主人様のご主人様って、どういうこと？」

　クレアが怪け訝げんそうに訊たずねるが、スカーレットはにゃんっと鳴き、目を逸そらした。

　オオオオオオオオオオッ！

　闇の剣聖が、怨えん嗟さに満ちた咆ほう哮こうをほとばしらせる。

　カミトはその剣圧に対抗するように、全身に〈神威カムイ〉を纏まとわせた。

「俺おれの剣が通用するか、試させてもらうぜ──」

　地を蹴って、一気に加速する。

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫電〉！」

　光刃が閃ひらめき、火花が散った。

　闇の剣聖の構えた刃が、カミトの放った神速の〈絶剣技〉を受け止めたのだ。

「──さすが剣聖。けど、今のは、ほんの意趣返しってやつだ」

　カミトは獰どう猛もうに笑い、即座に二ノ太刀を繰り出した。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉──最強の精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエによる、怒ど濤とうの連撃。

　──が、それさえも、闇の剣聖は流水の如ごとき動きで受け流す。

　オ、オオオオオオオオオオオオオオオオ……！

　アーヴリルが慟どう哭こくした。

　それは、怨嗟の声のようでもあり、歓喜の声のようでもあった。数百年の刻を経て、互角に剣を打ち合える相手と出会えたことに対する歓喜。このような化け物の姿となってなお、剣に殉じゆんじて生きた者の誇りをカミトは感じ取った。

　だが──

「悪いな、あんたと剣舞を楽しんでる時間はないんだよっ──」

　カミトは一気に踏み込み、白銀に輝く〈魔王殺しの聖剣〉を振り下ろした。

〈モルデス〉で防衛戦をしているフィアナたちが、どこまで持ち堪こたえられるか、わからない。ここでの戦闘が長引くほど、街の被害は大きくなるだろう。

「──とっとと、免許皆伝してもらうぜっ！」

　斬閃が乱舞する。剣風が唸うなり、鋼の打ち合う音が鳴り響く。

　やはり、グレイワースの剣と太刀筋が同じだ。

（……剣の技ぎ倆りようは、ほぼ互角ってとこか）

　カミトは胸中で舌を巻く。

　純粋な剣の腕だけを問うならば、これまで、カミトに匹敵するほどの技倆の持ち主は、グレイワースただ一人だけだった。レオノーラも、聖騎士ルミナリスも、そして〈十二騎将〉のルーリエ・リザルディアでさえ──

　だが、この〈剣を捧げる者シエルマイス〉の名を持つ化け物は──

　カミトの打ち下ろした双剣が、闇の瘴しよう気きを纏まとう剣に受け止められた。

　アーヴリルの真紅の双そう眸ぼうが、歓喜に打ち震えるように歪ゆがむ。

　と、次の瞬間。剣を交える二人を取り囲むように、黒い瘴気の壁が出現した。

「……っ、こいつは、なんのつもりだ？」

　ギリギリと鍔つば迫ぜり合いながら、カミトは眼前の影に問いかける。もっとも、返事を期待したわけではなかったが──

『──これは、瘴気の壁よ。彼は、あなたとの一騎打ちをお望みのようね』

「……なるほど、な」

　この二人の闘技場には、誰も入ってくることはできない。

　クレアも、スカーレットも、そしてほかの〈ネペンテス・ロア〉も──

　そして同時に、逃げることも不可能だ。

　カミトは奥歯を嚙かみしめ、不敵に笑った。

「わかったよ、お望み通り、徹底的にやり合おうぜ。ただし、手短にな！」
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「……っ、カミト!?」

　カミトが闇の障壁に吞のみ込まれるのを見たクレアは、悲鳴のような叫びを上げた。

　次々と放たれる〈ネペンテス・ロア〉の触手を躱かわしつつ、揺らめく障壁めがけて〈火炎球フアイアボール〉の精霊魔術を放つ。

　着弾。だが、爆発は起きず、〈火炎球〉は瘴気の壁に吸収されてしまった。

「なんなのよ、あの壁は……！」

「マスター、あれは闇の瘴気の障壁。精霊魔術はすべて吞み込まれてしまいます──」

　スカーレットが焰ほのおの大鎌で〈ネペンテス・ロア〉の剣を受け止める。大鎌の刃に触れた漆黒の剣は、たちまち溶けて消え去った。

「そんな──」

　三体の〈ネペンテス・ロア〉が、同時に闇の触手を放った。

　クレアとオルトリンデは同時に左右に跳ぶ。

「いまはカミト様を信じて、ここを凌しのぎましょう──」

「わかったわ！」

　絶え間なく続く攻撃を回避しつつ、クレアは〈火炎球フアイアボール〉を放った。

　立て続けに三発。〈ネペンテス・ロア〉の甲かつ冑ちゆうに直撃し、大爆発を引き起こす。

　しかし、この程度では牽けん制せいにもならない。それはわかっている。今のクレアにできるのは、あれを殲せん滅めつし得る力を持ったスカーレットの援護だ。

「舞え、破滅呼ぶ紅ぐ蓮れんの焰ほのおよ──〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉！」

　吹ふき荒れる爆風の中へ、炎属性では最強の威力を誇る精霊魔術を放つ。

　岩さえも溶かす灼しやく熱ねつの焰が、〈ネペンテス・ロア〉を吞のみ込んだ。そこへ──

「焰よ、世界に紅あかき夜を──〈紅蓮の裁断クリムゾン・ジヤツジメント〉！」

　スカーレットが焰の大鎌による大技を叩たたき込む。

　紅蓮の焰に包まれた〈ネペンテス・ロア〉は、影さえも残さず消滅した。

「……あと、五体……くっ──」

　クレアは胸を押さえ、地面に膝をつく。

　やはり、スカーレットの人型形態は、〈神威カムイ〉の消耗が著しい。

「マスター！」

　スカーレットが声を上げる。

　クレアの疲労は〈精霊刻印〉を通じて、契約精霊にも伝わってしまうのだ。

（……まだよ……あたしは、カミトの横に並び立つって決めたんだから……）

　肩で息をしながら、クレアは立ち上がった。

（それに、あたしには、姉様に託された役目が、ある……！）
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「おおおおおおおおおおっ！」

　燃え立つ闇の障壁の中で──

　カミトと剣聖アーヴリルの亡霊は、激しく打ち合った。

「穿うがて、全てを滅する裁きの魔雷──〈死を穿つ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉より放たれた漆黒の魔雷が、アーヴリルの全身に降りそそぐ。

　──が、アーヴリルにダメージはほとんどない。闇の属性を有する〈ネペンテス・ロア〉に対しては、エストの耐魔術特性のほうが有効に働くようだ。

『──カミト、私は補助に回るわ。聖剣さんをメインに戦って』

「わかった──」

　レスティアのアドバイスに応え、カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に振り分けていた〈神威カムイ〉をエストのほうに回す。

『いいのですか、闇精霊──』

『ええ。その代わり、ベッドに入る権利は譲ってもらうわよ』

『それはだめです──』

　即答するエスト。……戦闘中にそんな権利のやり取りをしないで欲しい。

　カミトの手にした〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の刃が白銀に輝く。

　と──

　オオオオオオオオオオッ──！

　アーヴリルが咆ほう哮こうした。刹那、濃密な死の匂いを嗅いだカミトは、咄とつ嗟さに横に飛ぶ。

　閃ひらめく三条の剣閃。刃の切っ先が額を掠かすめ、前髪がパッと散る。

〈絶剣技〉──おそらく、〈影月円舞〉の原型となった技だろう。躱かわすことができたのは、カミトがその動きを知っていたからにすぎない。

　原型オリジナルのその太刀筋は、グレイワースの技ほどに洗練されたものではなかったが、それだけに、カミトの見切りがわずかに外れる。

（……っ、まずい！）

　カミトが体勢を崩したそこへ、アーヴリルの剣が突き込まれる。

　咄嗟に、左手の〈真実を貫く剣〉で弾はじくが──

　瞬間、ジュッという音と共に、焼けるような痛みが走る。

　背中が闇の障壁に触れたのだ。

「……くっ、う……！」

　歯を食いしばって激痛に耐え、なんとかその場に踏みとどまる。

（さすがに、強つええ……）

　カミトの額を冷たい汗が流れる。

　その身は骸むくろとなりながらも、なお、剣技の冴さえは本物だ。

　目の前に居るのは、化け物ではなく、まさしく一人の剣の達人だった。

　──が、同時に思う。これほどの人物、剣聖と讃たたえられた者でさえ、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力に抗あらがえず、このような怪物と成りはててしまったのだ。

　アーヴリルが、両手に握った剣をカミトに叩たたきつける。おそらくは、武器破壊の絶剣技──〈砕破の牙〉の原型オリジナル──

（今だ──）

　刹那、カミトは身を沈め、足もとに溜ためた一気に爆発させる。

「絶剣技・七ノ型──〈咬こう竜りゆう〉！」

　繰り出したのは、突技〈紫電〉の発展系──敵を真上に斬り上げる〈絶剣技〉。

　闇の瘴しよう気きを纏まとう剣聖アーヴリルの肉体が、天高く打ち上げられる。

　空中に飛び上がったカミトは瞬時に刃を返し、

「絶剣技・二ノ型──〈流星〉！」

　渾こん身しんの〈神威カムイ〉を込めた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振り下ろした。

　ズウウウウウウウウウウンッ！

　轟ごう音おんと共に、地面が大きくめくれあがり、土煙が舞い上がる。

「……っ、はあ、はあ、はあ──」

　地面に降り立ち、荒い息をつくカミト。

〈絶剣技〉の二連撃は、さすがに肉体への負担が大きい。

『──カミト、それ以上は危険よ、私の力でも押さえきれなくなるわ』

　と、警告の声を発するレスティアに、

「ああ、わかってる……」

　カミトは短く頷うなずく。

　身体の中で〈神威〉が荒れ狂っている。神威を制御できなりつつあるのだ。

　このままでは──

　と、土煙が晴れ、闇の瘴気に包まれた影が、ゆっくりと起き上がった。

「あれでも、だめなのかよ……」

　カミトの喉が引き攣つった。

　剣の技ぎ倆りようはほぼ互角、だが、〈ネペンテス・ロア〉となったことで得た、不死身の肉体、そして〈神威〉の絶対量は、あちらが遙はるかに上だ。

　これ以上〈神威〉を消耗すれば、闇の力に吞のみ込まれるかもしれない。

　しかし、力を温存して勝てるような相手ではないだろう。

（次の一撃で、けりをつける──）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を握った。





　　　　◇






「──三つ目の〈結界〉が破られました！」

「もう、無理です！　持ち堪こたえられません──きゃああああ！」

　交信用の精霊鉱石から聞こえてくる姫ひめ巫み女この悲鳴は、ザ、ザザザッ──という雑音と共にかき消えた。城壁のあちこちで、同じような報告が聞こえてくる。

（ここも、時間の問題ね……）

　フィアナはくっと唇を嚙かんだ。

〈ゾハール〉との接岸部である彼女の持ち場は、最も激しい浸食にさらされている。かろうじて〈結界〉は維持しているものの、これ以上、ほかの箇か所しよの〈結界〉が破れれば、防衛ラインは雪崩なだれを打ったように崩壊するだろう。

「……っ、カミト君……！」

　フィアナは祈るように両手を組み、敵地にいるカミトのことを想おもった。

　カミトのことを信じている。信じているが、心配であることに変わりはない。

　と、そんなフィアナの背後で、ルビアが口を開く。

「フィアナ、ここはもうだめだ。〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉まで退き、体勢を立て直す──」

「でも、それでは〈モルデス〉の街が──」

「やむをえん、外区画は放棄する。このまま全滅するよりはマシだ」

　ルビアは冷静な表情で言った。だが、その表情には苦渋の色が濃く滲にじんでいる。

　たしかに、彼女の言う通りではあった。このままでは戦線が崩壊する。

「……っ、わかりました、〈結界〉を維持する姫ひめ巫み女こたちを退避させます──」

　フィアナが交信用の精霊鉱石に指示を吹ふき込もうとした、その時だ。

「──め……で、す──四つ目の〈結界〉が……」

「……っ!?」

　声がぷつん、と途切れる。

　その瞬間、弱まった〈結界〉が破れ、触手の群れが一気になだれ込んできた。

「きゃああああああっ！」「い、いやあああああっ！」

　姫巫女たちは触手に絡み付かれ、つぎつぎと大きな繭まゆに吞のみ込まれる。

（……そんなっ!?）

〈リヴァイアサン〉の触手は怒ど濤とうのように押し寄せ、姫巫女たちを守る〈ゲオルギウス〉ごと一気にも吞み込んでしまう──

「ゲオルギウス……！」

　と、触手の群れがフィアナを吞み込む寸前。

　一条の閃せん光こうが閃ひらめき、〈ゾハール〉の城壁ごと触手を薙なぎ払った。

（……え？）

　耳を劈つんざく轟ごう音おんと共に巨大な火柱が噴き上がり、触手の群れは一瞬にして蒸発する。

　大気がビリビリと震え、舞い上がった瓦が礫れきの破片がつぎつぎと落ちてくる。

「一体、なにが──」

　と、衝撃で尻餅をついたフィアナの頭上を、巨大な影が覆った。

　ハッと真上に首を向けると、そこに──

　空中に君臨する〈要塞〉があった。

　幾重にも重なる多重防御装甲。真紅の輝きを放つ、精霊鉱石の〈炉心リアクター〉。そして、全身の各部位に備え付けられた、無数の砲門──

　城砦精霊の〈精霊機甲エレメンタル・パンツアー〉を身に纏まとった、ヴェルサリア・イーヴァだ。

「間に合ったか、ヴェルサリア──」

　と、ルビアが言った。

「遅くなってすまない、改修作業に時間がかかってしまった──」

　頭部を覆うバイザーが開き、ヴェルサリアの素顔が現れる。

　城砦精霊はスラスターを噴射させつつ、ゆっくりと降下し、城壁の上に降り立った。

　ズンッ──と、多重防御装甲の重量で、城壁の一部が崩れ落ちる。

　彼女は倒れたフィアナたちを守るように、再生しつつある〈リヴァイアサン〉の触手の前に立ちはだかり、大声で告げた。

「ファーレンガルトの騎士の名と、アレイシア精霊学院〈風王騎士団シルフイード〉の名にかけて、これより先は一歩も進ません。〈モルデス〉を陥おとしたくば、まずは、この〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉を攻略してみるがいい！」

　その瞬間、全身の砲門が開き、城砦精霊の超火力が一斉に叩たたき込まれる。

　触手が引きちぎれ、爆発四散する。姫御み子こたちを吞のみ込んだ繭まゆが次々と地面に落ち、中から粘液にまみれた少女たちが姿を現した。

「王女殿下、今のうちに、〈結界〉の再構築を──」

「……っ、わかったわ！」

　フィアナは頷うなずくと、残った姫ひめ巫み女こたちに向かって叫んだ。

「──まだやれるわ。私たちの〈魔王〉を信じて、ここを守り抜くわよ！」





　　　　◇






　カミトの手にした〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、白銀の輝きを増した。

『カミト、〈神威カムイ〉の消耗が激しすぎるわ──！』

　レスティアが悲鳴のような声を上げる。

「……悪い、もう少し……耐えてくれ──！」

　暴れ狂う心臓の鼓動を感じながら、カミトはさらに〈神威〉を込めた。

　すでに、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力に浸食されているのを感じる。左の手に握り込んだ〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が、バチバチッと黒い雷火を放つ。

　レスティアが全力で闇の力を押さえ込んでくれているのだろう。

　……こんなところで、時間を使うわけにはいかない。

　エリスとリンスレット、街を守っているフィアナたち、必死に時間を稼いでくれている、クレアとスカーレット、そして──

　偽にせ物ものの魔王を信じた、〈モルデス〉の難民たちのためにも──

　オオオオオオオオオオオオオッ！

　闇の剣聖──アーヴリル・シェルマイスが咆ほう哮こうし、突進してくる。カミトの〈神威カムイ〉が一気に膨れ上がったのを察したのか、莫ばく大だいな闇の瘴しよう気きが放出される。

「こいよ、あんたの最強の技で──」

　カミトは一瞬、目を閉じて、その瞬間を待った。

　そして、踏み込む。

　カミトは待っていた。相手が最強の〈絶剣技〉を繰り出してくるのを。

　颶ぐ風ふうを伴った剣閃が、解き放たれる。

　対大型精霊剣技──破ノ型〈烈華螺旋剣舞〉──その原型となる技だ。

　それを打ち破れる剣技は、この世に一つしか存在しない。

　そして、この剣聖は知らないはずだ。その最強の剣技を打ち破る技の存在を──

　なぜなら、〈烈華螺旋剣舞〉は絶剣を極めた者が到達できる、最強の技。

　それを打ち破る剣技を編み出す必要はないからだ。

　だから、これは開祖ではなく、後継者が編み出し、継承した絶剣技──

「──これが、あんたへの手向けだ、アーヴリル・シェルマイス！」

　絶剣技・終ついノ型──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉。

　グレイワースが、精霊使いとしての命を犠牲に継承させた、究極奥義。

　目を灼やくような白銀の閃せん光こうが、闇の剣聖を真っ二つに斬り捨てる。

　後ろは振り向かない。振り向かずともわかっていた。

「……ミゴ……ト……ダ……」

　背後で、そんな言葉が聞こえた──

　そして、次の瞬間、最強の〈ネペンテス・ロア〉──剣聖アーヴリルは、真っ黒な灰となって崩れ落ちた。

　カミトは、剣聖に敬意を表すように、頭こうべを垂れ──

「くっ──」

　突然、その場に剣を突き立て、膝をつく。

「あ……ぐ、ああああああああああっ……！」

　枯こ渇かつした〈神威〉を補うように、闇の力がカミトを吞のみ込んだのだ。





　　　　◇






　真紅の斬閃が虚空を斬り裂き、〈ネペンテス・ロア〉が消滅する。

　これが、かつて〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を震しん撼かんさせた、〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉の獄ごく焰えん──

「──大丈夫ですか、ご主人様マスター」

　クレアの消耗を気遣うスカーレットの声が聞こえてくる。

「……え、ええ、まだ……いけるわ……」

　クレアは額に汗を浮かべ、強がった。

　エリスも、リンスレットも、フィアナも、それぞれ格段に成長しているのだ。

（……リーダーのあたしが、負けてるわけにはいかないわっ！）

　──と、そのときだ。

　外界の干渉を拒む障壁の中で、閃せん光こうが奔はしった──

　障壁を貫くほどの眩まばゆい閃光。あれは、解き放たれた〈神威カムイ〉の輝きだ。

（……カミト!?）

　クレアはハッとした。

　出撃の直前、姉に聞かされた話を思い出したのだ。

　あの眩い閃光。あれほどの神威を使えば、カミトの肉体は──

「──っ、カミト！」

　クレアは闇の障壁へ向かって、真まっ直すぐに走った。

　モルデスを発たつ直前、姉に聞いたのは、カミトを蝕むしばむ闇の力のことだった。

　今のカミトは〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力に蝕まれており、〈神威〉を極体に消耗すれば、カミトは闇の力に吞のみ込まれ、〈ネペンテス・ロア〉のようになってしまう、と。

　エストだけでも、莫ばく大だいな〈神威〉を消耗する。それに加え、今は闇精霊の魔剣もあるのだ。いくらカミトの〈神威〉が規格外だとしても、そんな精霊を二人も使役すれば、すぐに底が尽きてしまうだろう。

　姉は言った。もし、そうなったときは──

『魔王の姫ひめ巫み女こであるお前があの男を救え──』と。

　魔王と強い絆きずなで結ばれた姫巫女は、その力を循環させることができるという。

　精霊剣舞祭ブレイドダンスのとき、クレアの口づけで、カミトを正気に戻したように──

　お前には、それができるはずだ、と──

　立ち上る闇の障壁の前で、クレアは立ち止まった。

　ネペンテス・ロアの本体が消えても、障壁は消える気配を見せない。

「どうしてよっ……」

　クレアが壁に触れると、焼けるような痛みと共に、神威が奪われた。

「……っ、どうすれば……」

　障壁の向こう側で、カミトが苦しんでいる。

　このままでは、姉の言うように、闇の力に吞み込まれてしまうかもしれない──

　クレアは逡しゆん巡じゆんし、そして決めた。

（……〈終焉の真紅エンド・オブ・ヴアーミリオン〉で、無む理り矢や理りこじあけるしかないわ）

　──エルステインの真なる焰ほのおならば、精霊魔術を吸収するこの障壁を消滅させることができるはずだ。

　オルトリンデを維持しながらでは、できるかどうかはわからないけど──

　手のひらに意識を集中し、小さな火種を作る。

　焰が全身を包んだ。そのまま、闇の障壁の中へ足を進める。

「……っ、ああああああっ……！」

　激痛、そして極度の疲労感が全身を襲う。

　悲鳴のような呻うめき声を漏らし、クレアは進んだ。

（……カミト……）

　意識を失いそうになる。それでも、進む。

「あ、ぐ、あああああ……！」

　障壁の向こうにカミトの姿が見える。

　カミトが地面に膝をつき、頭をかかえて、苦しみ悶もだえている。

「まってて、カミト……、いま、いくわ……」

　障壁を抜け、苦しむカミトの頭を、クレアはそっと抱き寄せる。

〈魔王〉と絆きずなで結びついた状態でなければ、効果は現れないと姉は言った。

　だから──

（……カミト、好きよ……、大好き）

　ずっと隠していた気持ちをこめて、口づけした。





　　　　◇






「──ミト……カミト……！」

　赤い髪が頰ほおをくすぐる。

　カミトが目を覚ますと、目の前に、クレアの顔があった。

「……クレ……ア……？」

「カミト、よかった……！」

　クレアはほっと胸を撫なでおろし、その場にぺたんと座り込む。

　カミトはゆっくりと半身を起こした。身体が軽い。いつのまにか、あの〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力は消え、燃える焰のような〈神威カムイ〉が体内をめぐりはじめる。

　モルデスの御祓みそぎ場で、ルビアに送り込まれた〈神威〉によく似ていた。

「あ、う……あの、その、ね……姉様が、こうすれば、助けられるって──」

　クレアが顔を真っ赤にして呟つぶやく。

　ようやく、カミトはなにが起きたのかを察した。

　帝都でフィアナを救出したときと同じだ。カミトの〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力がクレアの中に入り、同時に、クレアの〈神威カムイ〉がカミトの中に流れ込んできたのだった。

　唇には、まだ、やわらかい感触が残っている。

　カミトがクレアを見つめると、クレアはますます頰ほおを赤くした。

「……クレア、助かった。もう、大丈夫だ」

　カミトは双剣を手に、ゆっくりと立ち上がった。神威は多少回復したものの、〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉を放ったことで、全身の筋肉が悲鳴を上げていた。

〈神威〉を込めた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振り抜き、瘴しよう気きの壁を完全に消滅させる。

　障壁の外では、スカーレットが三体の〈ネペンテス・ロア〉と戦っていた。

「二人とも、ここは私にお任せを、先に〈リヴァイアサン〉を止めてください」

　スカーレットが大鎌をくるりと回して言った。

「スカーレット、大丈夫なの？」

　クレアが心配そうに訊きく。

　さしものスカーレットも疲弊しているようで、纏まとう焰ほのおが小さくなっている。

「私は〈精霊兵器〉なので、ある程度、自律行動が可能です。この亡霊たちに神威を供給している〈魔王の心臓デモンズ・サーキツト〉を破壊すれば、存在を維持できなくなるでしょう」

「……わかったわ」

　クレアは頷うなずくと、禍まが々まがしい気配を放つ〈魔蠍宮スコルピア〉へ向かって走った。

　二人を追う〈ネペンテス・ロア〉の前に、鎌を手にしたスカーレットが立ちはだかる。

　その四肢に纏う焰が激しく、燃え上がった。

　クレアに流れ込んできた〈闇の精霊王〉の力だ。

「足止めどころか、倒してしまうかもしれませんが、ね──」





　　　　◇






　閉ざされた門を破壊し、〈魔蠍宮〉に突入すると──

　そこは地獄絵図だった。

「……っ！」

　クレアは目を見開き、思わず、口元を押さえた。

　宮殿内には無数の触手が血管のように這はい回り、不気味に脈打つ。

　宮殿を警護する兵士や、女官の姿はなく、人の気配はまったく感じられなかった。

　あの、人間をくるんでいた繭まゆのようなものは、どこにも見当たらない。

（……全員、避難したのか、それとも──）

　脳裏に浮かんだ推測に、カミトは吐き気がした。

　おそらく、この宮殿は、真っ先に〈リヴァイアサン〉と融合したのだろう。

　ということは、宮殿に残っていた者たちは、すでに全員──

「……いくぞ、クレア」

「ええ……」

　カミトたちは静かに頷うなずき合うと、触手を切り払いながら、宮殿の奥に突き進んだ。

「レスティア、その〈魔王の心臓デモンズ・サーキツト〉とかいう装置の場所はわかるか？」

　走りながら、腰の魔剣に訊たずねる。

『ええ、国家規模の儀式を司つかさどる〈教主の間〉。その最奥部に、地下の軍事施設へ続く道があるはずよ──』

「──わかった」

　カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を抜き放ち、漆黒の魔雷で触手の群れを焼き払った。

〈リヴァイアサン〉の体内となった宮殿を踏破し、床に巨大な魔術方陣の描かれた〈教主の間〉へと辿たどり着く。

　はたして──

　その最奥には、固く閉ざされた金属製の扉があった。

「カミト、これって!?」

　クレアがハッと声をあげた。

　カミトもすぐに気付く。この扉と同じものを、前に一度、見たことがあった。

　かつて、カミトたちが〈鉱山都市ガド〉の地下深くで見たものと、同じ扉だ。

　ただし、あの扉は〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の紋章が削り取られていたのに対し、この扉は〈五大精霊王〉の紋章が削り取られている。

「……っ！」

　突然、クレアが頭を押さえ、立ちくらみを起こしたようにその場に倒れ込んだ。

「クレア、大丈夫か？」

「……カミ、ト……この先に、ものすごく強大なものがいるわ……」

　クレアはうめくように言った。

　クレアには、姉譲りの姫ひめ巫み女この才能がある。おそらく、ゾハール市民の〈神威カムイ〉を奪い尽くした〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉の存在を感知し、その気配にあてられたのだろう。

「──エスト、この扉、破壊できそうか？」

『──はい、カミト』

　と、エストが答える。

　カミトは輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えると、封印の扉めがけて振り下ろした。

　粉々に砕くだけ散った扉の奥には、粘つくような暗闇がわだかまっていた。

　壁は粘膜のような肉の壁に覆われ、脈動を繰り返している。カミトが〈魔王殺しの聖剣〉の光をかざすと、肉の壁は怯おびえるように震えだした。

「ここが、〈魔王の心臓デモンズ・サーキツト〉か……」

『いいえ、〈魔王の心臓〉があるのは、このずっと下よ──』

　と、レスティアが言った。

「……っ、なんだか、目眩めまいがするわ」

「ああ、俺おれもだ」

　暗闇に足を踏み入れた途端、カミトはひどい虚脱感を覚えた。

　少しでも気を抜けば、そのまま意識を失ってしまいそうだ。

『ここにいるだけで〈神威カムイ〉を奪われるわよ──』

「急いだほうがよさそうだな」

　カミトたちは無言で、地下へ続く階段を降りていく。

　──どれくらい、下へ降りたのだろう。

　暗闇の中、気の遠くなるような時間が過ぎて、ようやく階段が途切れた。

　そこからは通路が続いており、その先にまた扉があった。

「いくわよ、カミト──」

「ああ……」

　カミトはもう一度、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に神威を籠こめ、扉を破壊した。

　そして──

「……っ!?」

　最初に目に入ったのは、床を埋め尽くす赤だった。

　凄せい惨さん極まるその光景に、カミトは口元を押さえ、クレアは思わず目を背ける。

　床を赤く染め上げているのは、夥おびただしい量の血であった。

　真っ赤な血の海に、精気を奪われた姫ひめ巫み女こたちが、累々と倒れ伏している。息のある者はおらず、全員、こと切れていた。

「な、なんなのよ、これ……」

　クレアは声を震わせた。怯えたように、カミトの腕をぎゅっと摑つかむ。

　おそらく、〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉の封印を解放するに使った、姫巫女たちなのだろう。

　と──

「──見事だ、魔王の後継者よ。太古の剣聖さえ滅ぼすとは」

　正三角形の広大な空間に、しわがれた老人の声が響きわたる。

「……っ!?」

　カミトはハッと顔を上げ、光を放つ〈魔王殺しの聖剣〉を真上に掲げた。

　と、正三角形の部屋の頂点に──

　教国の王女、シェーラ・カーンの姿があった。

「シェーラ!?」

　クレアが声を上げた。

　かつて、魔性の美貌を誇ったシェーラの姿は、骨と皮ばかりになってやせ細り、見る影もない。そして、その下半身は、脈打つ真紅の心臓と融合していた。

「モルデスに集った反乱軍を滅ぼし、その〈神威カムイ〉を吸収する計画であったが、お前たちがいたのは誤算であった──」

　シェーラ・カーンは真っ赤な唇を歪ゆがませ、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

「覚悟しなさい、シェーラ・カーン。戦略級軍用精霊の使用に、自国民の虐殺、あんたのしたことは、国際法廷で裁かれるわよ！」

　クレアが炎の鞭むちを手に叫んだ。

「よかろう。此こ度たびは、我等の敗北を認めよう。この〈ゾハール〉もお前たちに明け渡そう。だが、このような都市ひとつ、たいした痛手ではない。真の〈魔王〉の復活を言こと祝ほぐ祝儀として受け取るがよい、ク、クククク、クハハハハハッ！」

　シェーラ・カーンの哄こう笑しようが響きわたる。それは、カミトたちの知る彼女の妖艶な声とは似つかない、老人のような哄笑だった。

　と、次の瞬間。脈打つ巨大な心臓と融合していたシェーラの肉体が、ずるりと抜け落ち、カミトたちの足もとに落下する。

「……な！」

　カミトは絶句した。

　シェーラ・カーン。教国の魔女と呼ばれた、その少女は──

　その顔に不気味な笑顔を張り付かせたまま、息絶えていた。

「〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉に、〈神威〉を奪い尽くされたのね」

　クレアがぽつりと言った。

「教国の王女が、こんな最後を迎えるなんて──」

「ああ……最期に、気になることを口にしてたが……」

　真の〈魔王〉の復活。……一体、どういうことだろう。

「〈魔王教団〉の言い伝えか何かかもしれないわ。あとで調べてみましょう」

「……」

　カミトは正三角形の部屋の天井を見上げた。

　制御者であるシェーラを失った心臓──〈リヴァイアサン〉のコアは、いまだ脈動を続けている。これがある限り、リヴァイアサンは〈神威〉を吸収し続けるだろう。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構え、活動を続ける心臓を見み据すえた。

「エスト、頼む。終わらせてくれ──」

『はい、カミト──』

　エストの声が脳裏に響くと同時、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の刃が白銀に輝いた。

　カミトは聖剣をまっすぐに振り下ろし、心臓を一刀両断した。





[image: ]

　広大な砂漠の地平線に、血のように赤い夕ゆう陽ひが沈む。

〈リヴァイアサン〉に融合された〈ゾハール〉は、〈モルデス〉の城壁に半ば食い込んだ形で停止していた。まるで都市の骸むくろのように──

　繭まゆに吞のみ込まれ、〈神威カムイ〉の供給源とされていた〈ゾハール〉の民の多くは、ルビアの指揮する部隊と、フィアナの治療班により、救出された。

　しかし、〈リヴァイアサン〉の核の中心部である、〈魔蠍宮スコルピア〉の近くにいた者たちは、すでに〈神威〉を奪い尽くされ、息絶えていた。正確な数はわからぬものの、数百人を超える民が犠牲になったと思われる。

　フィアナは祭殿で、犠牲者のために鎮ちん魂こんの舞踏を奉納した。

　ミュアとリリィは、城壁近くで意識を失っているところを発見された。

　偵察中に移動中のゾハールと接触し、触手に吞み込まれたようだ。二人が無事だったのは、ミュア・アレンスタールの異能〈愚者の万力〉の力を、リヴァイアサンが嫌ったからだろう、というのがルビアの推測だった。

　──無事、ゾハールから帰還したカミトたち一行は、モルデスの難民たちの熱狂的な歓声に迎えられた。街のそこかしこで、〈魔王〉とその姫ひめ巫み女こを讃たたえる声が聞こえ、広場には盛大な篝かがり火びが焚たかれている。

「……まいったな。また演説しなきゃだめなのか？」

　と、〈魔王の拳デモンズ・フイスト〉のルビアの司令室で──

　報告したカミトは、ため息をついた。

「そうだ。難民たちは〈魔王〉に希望を抱いている」

　ルビアが言った。

「それはわかってるが……」

　〈教国〉の教主である、シェーラが〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉などというものを使用し、民を犠牲にしようとしたのだ。教国はどうなってしまうのか。モルデスの難民も、ゾハールの民も、不安でしかたないのだろう。

「せめて、サラディア・カーンが見つかればいいんだがな」

「そうだな。目下、私の部下が捜そう索さく中だ」

　ゾハールに、教国の第二王女、サラディア・カーンの姿はなかった。〈リヴァイアサン〉が起動する直前、何者かが彼女を監獄から連れ出したというが、その行方は不明である。サラディアは訓練を受けた精霊使いだ。すぐに衰弱死するようなことはないだろうが。

　……混乱の中で逃げたと考えるべきだろうが、しかし、いまだに、彼女を支持する反乱軍の前に姿を現さないのは不可解ではあった。

「サラディア・カーンの行方がわからぬ以上、いっそ本物の〈魔王〉になって、〈教国〉に君臨してははどうだ？」

「冗談だろ」

「私が冗談を口にするように見えるか？」

　と、ルビアはカミトをまっすぐに見つめて言う。

　カミトは肩をすくめ、首を振った。

「俺おれは本物の魔王になるのはごめんだよ」

　カミトは魔王の仮面を手にすると、きびすを返し、ルビアの部屋を出た。

　外の通路で、魔王の寵ちよう姫きのドレスに着替えたクレアたちが待っていた。

「カミト、行くわよ……」

「みんなが待っていますわ」

「ああ……」

　カミトは髑どく髏ろのような仮面を着け、血の色の外がい套とうを身に纏まとう。

　教国は解放され、竜王の庇ひ護ごを得ることに成功した。

　この報は、オルデシア帝国の諸国会議を震しん撼かんさせるだろう。

　……それにしても、気になることがあった。シェーラ・カーンの最後だ。

　──真の〈魔王〉が復活する、あれはどういう意味なのだろう。

　戦乱の予感を感じながら、偽にせ物ものの〈魔王〉カミトは、バルコニーに姿を現した。






あとがき









　──私の肉体を、いつでも好きにしてかまわない、ということだ。




　そんなこんなで、大変お待たせいたしました。『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第十六弾『魔王凱旋』をお届けいたします！

　まずは刊行ペースが遅くなってしまったこと、大変申し訳なく、ここにお詫わび申し上げます。制作上の諸事情に目め処どがつき、今年はもっとコンスタントに新刊を出せるようになると思いますので、どうかご容赦くださいませ。

　さて、今回は、レン・アッシュドールとレスティアの過去の関わりが、少しだけ明らかになりました。ほかにもいろいろと細かな伏線を仕込んでいます。

　シリーズも終盤にさしかかり、これまでの設定、伏線を回収するターンになってきました。執筆当初に考えていた、シリーズが一番長く続いた場合のパターンで、無事に物語を締めることができそうです。これも読者の皆様の応援のお陰です。




　いつもの謝辞です。仁に村むら先生、素晴らしいイラストをありがとうございました。精霊ミルフィーユや女の子たちもすごく可愛かわいいのですが、なんといっても、口絵のオーバー●ード的な人が最高でした。※ちなみに、オー●ーロード的な人の肩に乗ってるのは、ガンメタリックのスプレーで塗装されたシムルグさんです。

　そして、コミカライズを担当してくださった氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生。原作を最高にハイクオリティな漫画に仕上げてくださり、本当にありがとうございました。漫画としての質がものすごく高く、演出のアイデアも豊富で、一読者として毎月楽しみにしておりました。エストのガリアン・ソード化とか最高すぎました。漫画版は、もっと多くの人に読んで頂きたい作品なので、ぜひぜひ買って頂ければ幸いです。単行本の最終巻は三月発売です！

　担当編集様、今回もいろいろとご苦労をおかけしました……！

　そして、いつも応援してくださっている読者の皆様、本当にありがとうございます。アンケートの感想はプリントアウトして、繰り返し読ませて頂いております。また、ファンレターをくださる方、最近はお返事が遅れてしまってすみません。温かいお言葉、すごく嬉うれしいです。ちなみに、十五巻のアンケートの人気投票は、レスティアが１位で、レオノーラが２位でした。レオノーラさん強い……！




　ページが余ったので近況報告など。著者はアナログのボードゲームが趣味なのですが、趣味が高じて、同人ボードゲームを作ってしまいました。『ドラフト戦国大名』という、戦国時代をテーマにした陣取りゲームです。同人ゲームは今後もちまちまと作っていこうと思います。

　あと、最近はフリースタイルラップにハマってます。深夜のテレビ番組で見たのですが、出てくる人みんな、もう言葉の魔術師のようで、ものすごく奥深いです。ラップバトルの大会のＤＶＤとかいっぱい買って勉強してます、ＹＯ！

　海外ドラマは『ゲーム・オブ・スローンズ』が毎シーズン楽しみでなりません。原作も大好きなのですが、ドラマもスゴイ。お金のかけ方がとんでもないです。これはぜひ観てほしい大傑作です。

　スマホゲーはチェンクロとシャドウバースを遊んでます。使用デッキは冥府ロイヤル。ぜんぜん勝てないけど冥府が決まったときは楽しいです……。

　以上、とりとめもない近況報告でした。ちゃんと生きてますよ！




　──そんなわけで、次回は千年前のあの『魔王』と、エストにゆかりのあるあの人が登場するかもしれない第十七弾『聖女光臨（仮）』でお会いしましょう！

（その前にちょっと短編集を挟むかもです）





二〇一七年　一月　志し瑞みず祐ゆう




[image: ]




















　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　お待たせしまして大変申し訳ありません…！

　　最新16巻『魔王凱旋』をここにお届けいたします！　仁村先生のクレアとルビアの表紙、めちゃくちゃ可愛いですね。さて、今巻ではなんとカミトが魔王になります。夜の魔王じゃありません。いや夜の魔王でもありますが…。はたして口絵のオーバーロード的な人は一体何者なのか…！




　イラストレーター

　仁村有志（にむら・ゆうじ）

　　本業の合間で絵を描いて生活中。

　　『盟約のリヴァイアサン』（ＭＦ文庫Ｊ）、

　　『Clover Day's』（ALcot）などを担当。




　　『精霊使いの剣舞』14巻から

　　桜はんぺん先生に代わりイラスト担当になりました。

　　よろしくお願いします。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／仁村有志

　　装丁／ムシカゴグラフィクス
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